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１章『植物魔導師、やっと異世界ライフっぽくなる』










第１話『かつての異世界転生はキツかったと思う』




　思えば、作業ゲーのような異世界生活だった。

　対魔百年戦争、という厨二病感満載のネーミングの戦争とは裏腹に、心躍るアドベンチャーパートもなければ、どんどん世界観が広がっていく成長パートもなかった。

「あれ、キツかったなぁ」

　前世で過労死して異世界に転生したとなれば、当然、胸躍るファンタジックな日々を期待するだろう。

　異世界転生とファンタジックな日々と、あとついでにチートは、ハンバーガーとフライドポテトとコークのような、ハッピーな蜜月関係にある。

　そう、たしかにリィトは、チート級の強さを手に入れていた。

　モンスターもハントしまくったし、英雄と呼ばれ、宮廷魔導師という地位も手に入れた。

　だが、それが胸躍るファンタジックな日々だったかというと――答えは、ノーだ。

『植物魔導』の適性を、エキセントリックな師匠にしごきあげられながら鍛える日々の中で、たしかにリィトは強くなった。

　ロマンシア帝国の魔獣狩りの職人集団である冒険者ギルドでは最年少の天才魔導師として、地下遺跡ダンジョンから湧き出てくるモンスターを屠ほふっていった。

　その腕を買われ、正体を明かさないことを条件に帝国軍の魔導師としてモンスター討伐および地下遺跡ダンジョン攻略の最前線に立つことになって、わずか半年でついた二つ名は――『侵略の魔導師』。

　たまに、植物魔導の実験がてら飢えに苦しむ人々を救ったときには『施しの聖者』なんていう御利益のありそうな名で呼ばれたりもした。

　だが、その実態は、廃人仕様のレベリングと、高難易度レイド戦の繰り返し――オープンワールド系のゲームの邪悪なところの煮こごりのような異世界生活だったと、今になってみれば思う。




　ロマンシア帝国を追放され、ただのリィト・リカルトとなり。

　――トーゲン村という、拠点を手に入れた今となっては。




◆




「水精霊ウンディーネの神殿の探索、か……」

　リィトはしみじみと呟つぶやいた。

　トーゲン村は、快晴。

　夏の匂いのする、気持ちのいい風が吹いている……と言いたいところだが、どちらかというと、カラカラに乾いた風だ。

　めちゃくちゃ喉が渇く。

　冷えたビールでも飲んだら最高だろうが、この世界のビールはぬるいし、アイスクリームなんて望むべくもない。

「暑い」

「自明ですはい、マスター……周辺気温と湿度は――」

「いや、いいよ。聞いたら余計に暑くなる」

　汗ひとつかかずにリィトの隣で浮いている美女が、「そうですか」と、涼しげながらも、少しつまらなそうな声で言った。

　白い髪に白い肌、物理的に透き通っている存在感――異世界ハルモニアでのリィトの生活をナビゲーションしてきた人工精霊タルパ、ナビだ。

　リィトにとっての相棒だ。

「はー……暑いとか寒いとかで悩めるなんて、平和だなぁ」

「暑さを体感するのは仕方ありません、南大陸は、北大陸よりも平均して温暖かつ乾燥していますので」

「せっかく移住したんだから、それくらい違いがあったほうが面白いだろ……まぁ、困ることもあるけど」

「水不足、ですね」

「ああ、雨もほとんど降らないし……地下水汲み上げて使うのも、あくまで応急処置だからなぁ。水場を確保しないと、この土地でずっと暮らすのは難しくなる」

　リィトとしては、この土地に腰を落ち着けられればと思っている。

　リィトが生まれ育った北大陸を支配しているロマンシア帝国は、属州の支配を基軸にした統治体制を敷いている。国土に大発生したモンスターとの内戦、通称・対魔百年戦争で疲弊した、内部まで腐りきった大帝国だ。

　リィトは、そのロマンシア帝国から南大陸の浜辺の砂、天の星ほどと例えられる数多くのギルドがひしめくギルド自治区『ガルトランド』に自由を求めてやってきた。

　ギルド自治区の管轄だった僻へき地ちを買い上げたこの土地には、リィトの求めた自由と小さな冒険がある。

　ロマンシア帝国ではまったく見かけなかった珍しい人種である花人族フローラが住んでいた。

　大地と緑を愛する花人族フローラとの交流は、植物魔導師であるリィトにとっては幸運なことだった。

　植物を操るリィトの能力と、とにかく植物を育てて暮らしたいという花人族フローラたちの求める幸せが完全一致したのだ。

　操る言語が異なる花人族フローラ。

　その族長の娘が、人族ニュートの言葉を学んでいたのも、かなりのラッキーだった。

「リィトさまーっ！」

「フラウ、どうした」

「準備、できましたっ」

　子どもくらいの背丈の花人族フローラたちが、畑の一角にわらわらと集まっている。

　ずいずいと踊っているのは、彼らの畑仕事が順調な証拠だ。

「おべんと、ですっ！」

　フラウが自慢げに、ランチボックスを掲げた。

「お、サンドイッチか」

「はいっ！　グリーンリーフがとれたてですっ」

　ランチボックスに詰め込まれているのは、フラウたちが育てている葉物野菜だった。平地でしか栽培できない品種で、フラウの大好物らしい。

　リィトがトーゲン村周辺の土壌改良をし、山間部に逃げ込んでいた花人族フローラを村人として受け入れてから、彼らはせっせと美味しい作物を作っているのだった。

「オベントというのは、ナビのデータベースにはない語彙です」

「ああ、まぁ世界的にも日本で発達してたからなぁ」

「マスターの前世、ですね」

「もう遠い記憶だけどなぁ」

　前世での過労死。

　転生後の過労レイドバトル。

　そして、宮廷魔導師の同僚たちからの嫉妬と追放。

　濃密すぎて、三つ前のライフステージのことなど忘れ果てても、是非もなしというところである。

「伝聞そういえば。商人ギルド『黄金の道』と調理師ギルド『食神の鍋』が合同で開発した『トーゲン・ベントー』がギルド自治区ガルトランドで爆発的な人気を博しているとか」

「あー、ミーアが興奮してたな。そういえば」

「……例の誤発注事件のせいで、最近は音信不通ですが」

　想定していた数倍の赤ベリーの受注を受けてしまったせいで、その調整にミーアはてんてこ舞いだ。

　トーゲン村にやってくることは少なくなっている。

「赤ベリーの栽培に必要な水さえあれば、作付けもできるんだけどな」

「そのためにも、水精霊ウンディーネ神殿についての探索は必要ですね」

　最後に見たミーアは、見たこともないようなクマを目の下に作っていた。

　発注元の創薬ギルドはかなりの大口取引先のようで、今さら発注の取り消しを言い出せないということだった。

　とにかく、水だ。

　水さえあれば、問題の赤ベリー栽培もどうにでもできるのだが。

「とりあえず、ベントーが商売の種になったみたいでよかったよ」

「情報ギルド『ペンの翼』所属の記者が何人か、この辺りを探っているとか……」

「ああ、そうだ。マンマから報告があがっていたなぁ」

　敏腕商人のミーアと辣腕記者のマンマは、どちらもリィトの協力者だ。

　猫人族キャッタであるため体躯は小さいが、ともになかなかの働き者だ。

　ロマンシア帝国では愛玩用の種族として飼育されているイメージの強かった彼らも、ギルド自治区ではせっせと働いているのだ――とはいえ、基本的には遊び好きでノンビリした種族であることに変わりはないようだけれど。

　外部協力者として、心強い。

「マスター、あまりにも返答が心ここにあらずです」

「え、そうか」

「はい、とても」

「悪い。気心知れた相手だと、どうしても気が抜けるなぁ」

「気心ですか」

「ナビはやっぱり相棒だからな」

「……マスター、そういった言動は少々アレかと」

「アレって？」

「人工精霊タルパたらしです」

「なんだそれ」

　ナビはたまに、こういうバグじみた言動をする。

　そこが彼女の面白いところなのだけれど、時折、リィトに対して辛辣なのだ。今も、普段はほとんど無表情なナビが、心なしか頬を赤らめているような。

「……リィトさま？」

「いや、なんでもないよ、フラウ」

　乙女心ならぬ、人工精霊タルパ心はわからない。

「よし、行こうか」

「はいっ」

　フラウが元気のよい返事とともに敬礼をした。

　水精霊ウンディーネの神殿の入り口らしき紋章が刻まれた岩を東の山で発見してから、なにか手がかりが得られないかと調査を進めている。

　マンマが寄せてくれる情報や、リィトの熱烈なファンであるロマンシア帝国の第六皇女アデリアが調べてくれた古文書の記述によれば、あれが水精霊ウンディーネの神殿であることはほぼ間違いない。

「でも、古代文字の跡だけじゃな……」

「懸念うぅん。トーゲン村の水不足が解消すると思ったのですが、現状で予想される確度はあまり高くありません」

「だよなぁ」

「先にマンマさんが調査を進めていますが、進展がある可能性は予測値で――」

「皆まで言うなよ、ナビ」

　どうせ、ゼロかそれに限りなく近い数字が飛び出すのだ。シビアな分析に手心がないのは、ナビの美点なのだけれど。

「焦ってもしょうがないよ、水精霊ウンディーネ――数百年間観測されていない、高位魔力生命体の存在を示唆する遺跡だ。簡単に探索できると思うほうがおかしい」

「了解しました。中長期的な攻略プランをベースに思考構築をします」

「頼んだ。帝国時代は短期決戦ばっかりだったから慣れないだろうけど」

「了解はい、善処します。精度上昇のため予想される試行回数は――中断おや？」

「どうした？」

「特急竜車が接近中、どうやらマンマさんのようです」

「ああ、取材がてら探索に同行したいって言っていたっけ」

　マンマは情報ギルド『ペンの翼』の記者、長毛種猫人族キャッタだ。

　当然、かなりの情報通だ。このところ、ベントーの広報やらトーゲン村特産の果実酒の宣伝やらで忙しくしていたので、村にやってくるのは久々だ。

　この世界『ハルモニア』には、様々な種族がいる。

　特に帝国と比べてギルド自治区には多くの種族・民族が自由に生活しているのだ。

「もしかしたら、マンマの目から見ると新しい発見があるかもだしな」

　各種族によって、得意なことや能力が異なる。

　ロマンシア帝国では、百年続いたモンスターとの戦いのため戦闘に特化した種族だけが優遇され栄えてきた。

　ギルド自治区は、モンスターあふれる北大陸に比べれば多様な種族が活き活きと働いて生活している。










第２話『新要素ってわくわくすると思う』




　猫人族キャッタの目や耳は、人族ニュートよりもいい。

「反論ですが、同じ猫人族キャッタのミーアさんは何度か探索に立ち会っていますが、進展はありません」

「それは、まぁ、そうだな」

　水精霊ウンディーネの神殿にどうやったら入れるのか。

　正直、手がかりなしである。

「アデリアも帝都であれこれ調べてくれているし、そのうちなんとかなるだろ」

「気長ですね、マスターは」

「急いでも仕方ないよ」

　楽しいことも、義務感でやりはじめれば心身への負担になる。

　そんなのはもう、まっぴらだ。

　東の山とトーゲン村を往復する日々。

　フラウはたぶん、遠足かなにかだと思っているようだ。

　それでいい、とリィトは思っている。

「まぁ、俺がいなくても村が回ってるからいいんだけどね」

「リィトさま、はやくはやくですっ！」

「はいはい」

　くいくいと袖を引っ張るフラウに、思わず吹き出してしまう。

　はじめは深刻な伝染病から花人族フローラを救ってくれたリィトに対して遠慮がちだったフラウも、このところはかなり懐いてきている。

（表情も明るくなったし、いいことだ）

　飢え、病気、貧困、戦い。

　ロマンシア帝国は、百年続いたモンスターとの戦いで疲弊していた。もちろん、帝都周辺は豊かではあったけれど、誰もがどんよりした、不安そうな表情を浮かべていた――少し前までのフラウのような。

「しかし、水精霊ウンディーネの神殿に世界樹の苗……なんか、もっとスゴいことが起こると思ったんだがな」

　ニューアイテム、新要素。

　ワクワクするような予感があるけれど、未だ事態は動いていない。




◆




「ふにゃーーーーーっ！」

　東の山の沢に、マンマの悲鳴が響く。

「さっぱりわからないにゃーっ！」

　持参したメモや資料の山を抱えて、マンマが嘆いた。

　書き留めたメモを見ながら呪文をモゴモゴ唱えているが、もともと魔導の基礎がないことと、猫人族キャッタ独特の滑舌により状況は絶望的だろう。

（解除系の呪文、意外とクセがあるんだよな……）

　決して長ったらしい呪文ではないが、早口言葉感がある。鬼門だ。

　魔導の専門家であり、呪文や魔導具の研究開発をしている魔導師たちでもたまに噛む。

　上手いこといかず、マンマの白灰色の毛並みは、心なしかしょんぼりと萎んでいる。

　色々と情報収集をしてくれたはいいものの、どれも空振り。

　一生懸命に怪しげな呪文を唱える様子は微ほほ笑えましかったが、マンマ本人からしてみればショックは大きかったようだ。

「ふにゃ、わがはいの大量のメモが……紙面の無駄だったにゃあ……」

　この世界で紙といえば羊皮紙か梳すき紙で、かなり高価だ。

　情報ギルドのマンマにとっては、もっとも意識するべき経費だろう。

「おべんと、食べますっ！」
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　しょんぼりとしているマンマを元気づけようとしているのか、フラウがいつにもまして明るい声で宣言する。

「ふにゃ……もう帰ってマタタビ酒飲みたいにゃ……」

　フラウの励ましも空しく、地面に丸まっているマンマにリィトは苦笑する。

　そもそも、さっきマンマが自慢げに披露してくれた呪文も、古めかしいアレンジが効いていたけれど、魔導師であるリィトからすれば、ごくありふれた解除魔法の一種だ。

　魔導の才能――ある程度の体内魔力のあるものならば誰でも扱える。ナビの探知能力を起動して調べてみると、マンマにも多少の魔力はありそうだった。

（あれで神殿の入り口が開ければ、苦労はないだろうなぁ）

　要するに、今回は残念ながらガセネタだったようだ。

「おっかしいにゃ！　この呪文は絶対に間違いないって、発掘ギルドのやつらが言ってたのにゃ！」

「しかし、なにも起きておりませんね」

「にゃあ……情報料かえせぇ……」

　涙目のマンマである。

　しょんぼりしている薄幸の猫耳美少女の図だ。正直、かなり可愛い。

「それって経費になったりするのか？」

「うにゃ、自腹である」

「げっ」

「ギルドはあくまで個人の集まりなのにゃ、収入も支出も自己責任なのにゃ」

「ろ、労働って大変」

　思わず、頭を抱えるリィトだった。

「ふにゃあ」

　しょんぼりしているマンマの仕事の愚痴を聞きつつ、サンドイッチをぱくつく。さわやかな苦みのある葉っぱがうまい。

　水筒に入れてきた薬草茶と赤ベリージュースが、渇いた喉を潤してくれる。

　ぬるいのはご愛嬌。氷魔導でも使えれば、アイスティーもキンキンに冷えたジュースも飲み放題なのだけれど。

「この遺跡が偽物かもしれないにゃ」

「そんな、身も蓋もない」

「にゃーっ！　そうじゃなきゃ、こんなになにもみつからないのはおかしいのであるっ！」

「まぁ、たしかに神殿自体が偽物という可能性も考えてもいいけど」

　かんしゃくを起こしながらも、サンドイッチをモリモリと食べるマンマ。食べるか騒ぐかどっちかにしてほしいものだ。

「ほら、水飲め」

　リィトはマンマに水筒を押しつける。

　マンマが欲しがっているマタタビ酒――ではなく、彼女が好んでいる赤ベリージュースだ。本当は、春ベリージュースがもっとも味がいいのだけれど、すでに旬の季節は過ぎてしまった。

　花人族フローラたちの作る春ベリージュースはこの世界に来てからもっとも上質で美味しいジュースだったが、保存技術はないのである。

「にゃふ……」

　大人しくジュースを口にしたマンマは、少し落ち着いたようだった。

　それでも、ふさふさの尻尾でパタンパタンと地面を叩いて不満そうなマンマの様子に、リィトは思わず吹き出してしまう。

「にゃっ、わがはいのこと笑ったにゃ!?」

「いや、悪い。ほら、ジュースもっと飲めよ。その水筒は持ってていいからさ」

「むむっ」

「猫人族キャッタは水飲むのを怠って病気になりがち、って聞いたぞ。マンマには元気でいてもらわないと」

　リィトが言うと、マンマは眠たげな瞳をちょっと見開いた。

　頬が少し赤い。

　心配されなくてもマタタビ酒で水分補給はしている、みたいなことをモゴモゴと言っている。どうやら心配してもらえたことが照れくさいみたいだが、発想が完全に酒クズのマンマなのであった。

　そのとき。

　黙ってサンドイッチを食べていたフラウが、「あっ」と小さく声をあげる。

「どうした、フラウ？」

「リィトさま。沢の水、増えたり減ったりしてません」

「え？」

　ぽつり、と呟いたフラウの言葉にリィトは驚いた。

「雨、降ったりします。さいきん、ずっと晴れです」

「うん」

「でも、ここの水、増えたり減ったりしません。水たまりは大きくなったり、小さくなったりするのに」

　東の山でずっと暮らしてきたフラウたち花人族フローラにとって、水場の確保は死活問題だっただろう。

「となると、この水はやっぱり魔力由来か」

　ならば、封印解除の呪文になんの反応も示さないのはどうしてだろう。

　特定のアイテムを持っていないと開かないとか、あるいは、なにか特別な条件が揃わないと解放されないダンジョンとか――？

　前世の記憶を掘り起こしながらあれこれ考えていると、リィトの背後で静かに浮かんでいたナビが、ふと顔を上げた。

　不思議そうに、じっと一点を見つめている。

「……これは」

「どうした、ナビ？」

「不確定要素多数なんでもありません、トーゲン村の方向で大規模な魔力反応が……あったような……？」

　ナビの言葉にリィトはぎょっとする。

　彼女の言葉が、曖昧だ。異常事態である。

　ナビは転生者であるリィトに備わっていたナビゲーションシステムを擬似的な精霊として受肉させた人工精霊タルパだ。

　彼女はリィト自身のステータスや周辺の空中魔力エアル・マナ計測、簡単な地形の測量、索敵などのために存在していた。

　つまり――そのナビが「魔力反応があったような……？」なんていう疑問形を使うのは、通常ではありえない。

「……ふむ、戻ろうか」

　どうせ、今日も特に探索に進展はないだろう。

　今は村に戻ったほうがいい。




◆




「「「りぃとさまーーっ！」」」

　村に帰ると、花人族フローラたちが焦った様子で駆け寄ってきた。

　基本的にはボディランゲージとダンスでコミュニケーションを取る花人族フローラたちは、かなり舌足らずだ。

　喜怒哀楽もはっきりしていて、リィトが外出から帰ると人懐っこい犬みたいに全力で出迎えをしてくれる。

　子どものような体格や見た目と相まって、親戚の子どもたちにじゃれつかれているような気分になる。リィトの密かな癒やしだ。

　だが、今日はいつもと状況が違った。

「えっと……木から、子ども？　生まれたです？」

　花人族フローラたちの身振りを通訳してくれているフラウが、戸惑った様子でリィトを上目遣いで見上げる。

「木、って……謎の若木Ｘか？」

　リィトが宮廷魔導師の職を追われる際に、物置に積み上げられたゴミの山から発掘してきた謎の種子Ｘ――それを地植えし、水精霊ウンディーネの沢から汲んできた水をかけたところ――一気に、生長した。

　様々な情報を総合すると、空中魔力エアル・マナで育つ特殊な植物――『魔樹』の中でも特別な存在、つまり世界樹なのではないかという仮説が立っている。

　世界樹の絶滅により、世界の魔力バランスが崩れて北大陸のようなモンスターの大発生に繋がった――という考察もあるほどだ。

「はいっ、見に行きましょうっ」

　とてて、とフラウが走る。

　花人族フローラたちは、彼らの種族の性質からか世界樹の若木を熱心に世話している。伝承によれば、花人族フローラは命を得た魔樹であり、世界樹の末裔とすら言われているのだ。

　やはり、なにか感じるところがあるのだろう。




　不思議な光を纏まとった樹。

　その前に、人影があった。

「あっ」

　少女だ。

　世界樹の樹を植えた日に夢で会った光り輝く美少女が、世界樹の若木の前に立っている。

　ぼんやりと若木を見上げている少女が、ゆっくりと振り返る。

　純白のナビに似た、しかし、それよりもさらに輝く光を纏った銀髪が風になびいている。背丈はフラウとほとんど変わらない――見た目でいえば、十歳にもならないような幼い体つき。

　しかし、纏うオーラは圧倒的で、その一挙手一投足からリィトは目が離せないでいた。

「おお、おお……スクープの予感にゃ……っ！」

　探索での収穫のなさにすっかりふて腐れて眠そうにしていたマンマが、いつの間にか瞳を爛らん々らんと輝かせている。

　これから起こることを、なにひとつ見逃すまい、書き逃すまいとしている。敏腕記者の顔。だが、この世界で数々のスクープをものにしてきたであろうマンマですら、わずかに声が震えている。

　目の前の少女が、ただ者ではないこと。

　今起こっている現象が、生半可な事態ではないこと。

　それが、ピリピリとした緊張感とともに伝わってくる。

「…………」

　少女が振り返る。

　まっすぐに、その瞳がリィトを捉えた。

　他のなににも目をくれずに、リィトを見つめる少女は、薄い唇を開いた。




「りぃと・りかると」

　少女は、リィトの名を呼んだ。

　夢で聞いたのと同じ響き。

　そして――




「……おとうさま」

「はっ!?」




　とんでもない言葉が聞こえた。

　にこり、と微笑む少女。

「マスター……これは、あまりにもアレすぎます」

　ナビの涼やかな声が響く。

　トーゲン村の空気が、凍った。




◆




「違うんだ、誤解だよ！」

　その夜。

　リィトの家に、空しい叫び声が響いた。

　植物魔導の最高峰、術者の魔力により自由自在に生長と枯渇を操ることができるベンリ草で作られた小屋だ。

　ソファに座るリィトの膝には、謎の少女がしがみついている。

　マンマとそして、リィトの相棒であるはずのナビまでも、ちょっと冷たい視線でリィトを見つめている。

　違うんだ、本当に、誤解なんだ。

　万感の思いを込めて、リィトは声を張る。

「この子とは、夢で会っただけで！」

「ゆ、夢……そこまで会いたかった隠し子ということであるにゃ？」

「だから、違うって！」

「困惑まったく、推測するに我がマスターはナビが休眠モードになっている隙に……」

「違うんだよ！」

　リィトが焦れば焦るほど、少女はリィトの服の裾をぎゅっと握りしめる。

　なんだか眠そうで、時折こっくりと銀髪が揺れている。

（やばい、この誤解がアデリア殿下に知られたら……っ！）

　リィトの脳裏に、麗しき筋肉皇女の笑顔が浮かぶ。

　生真面目でまっすぐな（つまりは、思い込みの激しい）アデルに知られれば、リィトの肉体はただでは済まないだろう。

　侵略の魔導師としてのリィトに心酔し、殿下という敬称で呼ばれることすら嫌がるアデリアである。

　そもそも、追放されたリィトを追いかけ、はるばる南大陸の僻地までやってくるほどなのだ。

　そしてアデリアには、若干、道徳面では潔癖なところがあるのも知っている。

　まずい、非常にまずい。

（いや、落ち着け……。アデリア殿下は政務のために帝国に帰っているはずだ。早くに誤解を解けば――）

　深呼吸、深呼吸。

「お久しゅうございます、リィト様っ！」

「ぶふっ！」

　その時。

　小屋のドアが勢いよく開かれる。

　そこには一分の隙もなく、帝国騎士団の軍服を着込んだ麗しの姫君――アデリア・ル・ロマンシアが立っていた。

「……マスター、心拍の乱れが」

「わ、わかってるよ」

　心臓がばくばくと脈打っている。

　リィトをじっと見つめるアデリアは、笑顔のままで固まっている。

「リィト様？」

「は、はい」

「なんと……恵まれない子どもを保護していらっしゃるとは！」

「……へ？」

　アデルはキラキラと瞳を輝かせていた。

「さすがはリィト様です。幼子が安心しきった表情で眠っています……対魔戦争の当時にも、多くの民をお救いになられた――」

「お、おう」

「ああ、やはりリィト様はロマンシア帝国に必要なお人です……なんという崇高なお心でしょう、このアデリア、感銘を受けております！」

「は、ははは」

　ありがたい勘違いをしてくれているアデリアに、誰もなにも言ってくれるなと願いながらリィトは冷や汗を拭ったのだった。




　謎の少女が目覚めたのは、翌朝のこと。

　まだ日の昇る前に、リィトは膝の上の体温がもぞもぞと動くのを感じた。

　ぐっすりと眠っている少女が起き出したのだ。

　小屋には東の山から顔を出した朝日が差し込んでいる。

「……おはよう」

「おとうさま」

　リィトを見上げて、にこりと微笑む少女。

　朝日の中でその顔を見ると、やはりとんでもない美少女だ。将来は神々しいまでの美貌になるだろう。

　周囲を見回す。

　どうやら、みんな寝静まっているようだ。

　ソファで眠ってしまったため、身体がバキバキに凝っている。

「その『おとうさま』ってなんなんだい？　というか、君は――」

　窓の外で、世界樹の若木が早朝の風に揺れている。

　やはり、彼女は――

「世界樹の精霊、なの？」

「……ん」

　少女は答えない。

　茫ぼう洋ようとした表情を見つめるリィトは、あの夢で見たことを思い出す。




　――おおきくなったら、なまえをくれる？




　ほんの少しだけ寂しそうに微笑んでいた少女の声を思い出す。

　少女と若木を見比べる。

　世界樹――前世でいうところのトネリコの木によく似た若木を眺めて、リィトは口を開いた。

「リコ」

「……っ」

「名前、リコでどう？」

　トネリコからとって、リコ。

　安直な名前かもしれない。

　可愛らしい響きで、彼女に合っているように思えた。

「りこ……リコ！」

　何度も名前を繰り返した少女――リコは、初めて表情を崩した。

「リコ……ぼくの名は、リコ」

　突然、リコの言葉に芯が通る。知性が宿る。

「おとうさま、ありがとう」

　にこり、と微笑んで。

　リコが手を伸ばし、リィトの額に触れる。

　――そのときだった。

　ぱぁ、と。

　朝日よりも眩しい、清らかな光がリィトを包む。

「……？」

　瞬間、リィトの中で休眠していた人工精霊タルパ、ナビが顕現する。

「緊急起動これはいったい！」

「ナビ！」

「能力測定ステータス・スキャンを開始します」

　ナビの目の色が、金色に変化する。

　人工精霊タルパとしての権能を発揮する際のシグナルだ。

「これは――




　――称号【世界樹の祝福者】を獲得しました。

　新規スキル『探しん羅ら万ばん象しょう』を獲得しました。




　ステータス上昇確認、以上です」

　ナビの言葉に、リィトはひっくり返りそうになる。

　新たな称号に、新スキル。

「そんなの、十年ぶりだぞ!?」

「はい、以前に獲得した称号は【植物魔導師】です」

「うわぁ……マジか」

　異世界ハルモニア。ここでは基本的には、あまり称号やらスキルやらが表沙汰にはなっていない。ナビがいなければ、それこそ特殊な聖域などで測定するしかないものなのだ。

　というか。

　その希少なスキルや称号を、指先ひとつで与えられるリコである。

　やはり、彼女は……そして、あの若木は……。

「……おとうさまに、ぼくのご加護がありますように」

　鈴の転がるような声とともに、リコの姿が朝日の中に溶けるように消えた。

「え、リコ!?」

「……魔力反応消失。マスターがリコと名付けた少女は、やはり高位魔力生命体であることは間違いありませんが、検出が上手くいきませんでした。非常に不安定かつ高出力であることが推測されます」

「……情報過多だな、これは」

　リィトは思わず溜息をつく。

　けれど。

「……さて、行こうか」

「はい？」

「水精霊ウンディーネの神殿」

「反論ですが、昨日の探索では情報不足と――」

「状況が変わっただろ」

「……なるほど」

　リィトには、ひとつの予感があった。何かに導かれるように、パズルのピースがはまるように、物事が動きはじめる時がある――今が、それだ。










第３話『新スキルってテンションあがると思う』




　水精霊ウンディーネ、神殿、探索。

　すべてがワクワクと心躍るファンタジーワードだ。

　リィトは、マンマとフラウ、そしてナビを連れて東の山へと向かった。

「アデルさま、誘わないでよかった、ですか？」

　ベントーのバスケットを抱えたフラウが、ちょっと申し訳なさそうな顔でリィトに問う。

「一応、声をかけたんだけど……まったく起きる気配がなかった」

　帝国では第六皇女として、名誉職とはいえ騎士団長のひとりとして、気を張って生活しているのだろう。

　おそらく、リィトに言っていないストレスもあるのかもしれない。

　トーゲン村に来たときくらいは、ゆっくりと休息をしてほしかった。




　東の山の奥深く。

　ごくわずかな、けれども清らかな水の湧いていた沢――その一角にあった、古代文字と紋章の刻まれた岩。

　この数週間、まったくもって進展のなかった水精霊ウンディーネ神殿の跡地である。

「よっと」

　靴を脱いで、沢に入る。

　汗ばむような夏の空気の中で、ひんやりとした温度が嬉しい。

　リィトはゆっくりと岩の前に立ち、大きく息を吸い込んだ。

「……ナビ」

「起動はい」

「状況の報告を」

「了解おまかせを――新スキルを起動します」

　ナビが神々しい光を纏う。

「……これは」

　ナビが驚いたように目を見開く。

「報告あの、探索サーチ能力および演算能力の微弱な向上を確認――ナビゲーションシステムの全ステータスが上昇しています」

「マジか……っ！」

　要するに、ナビの――異世界ナビゲーションシステムのランクアップが起きたということだ。リィトが異世界にやってきてからの、まさかの事態であり、願ってもない状況だ。

　この世界ではスキルを所持していたとしても、ナビのような存在がいなければ意識的に使うことは難しい。

　そういう意味では、もとよりナビの存在はリィトだけの特別な技能だった。

　植物魔導という強力な武器はあれど、リィトがロマンシア帝国の対魔百年戦争に終止符を打てたのは、ナビの存在が大きい。

　周辺の地形のスキャンや、簡単な索敵、そして異世界にまつわる知識のデータベース化がナビの主な能力だった。

　探索サーチ能力の向上により、今までよりも精度の高いスキャンが可能になりそうだ。

　目を閉じ、魔力が循環するのを感じながらナビの声を待つ。

「スキル起動、『探羅万象』――……」

　リィトはゆっくりと目を開く。

　水精霊ウンディーネの神殿であることを記した古代文字と紋章の中心。

　そこが、薄らと光っている。

「ここ、か？」

　リィトは、その光っている部分に手を触れる。

「マンマ」

「にゃ？」

「呪文、教えてくれ」

　マンマが慌てて手帳を取り出す。

　不慣れな様子で呪文を読み上げるマンマの声に重ねるように、リィトは呪文を詠唱する。

　一節ごとに、一音ごとに。

　魔力が呼応していくのを感じる。

　マンマの調べてくれた呪文が間違っていたわけではなかった。

　水精霊ウンディーネ神殿の封印を解除するためには、資格が必要だったのだ。

「――称号【世界樹の祝福者】により、特殊結界の解除を確認……マスター、待避を」

「えっ」

　その瞬間。

　地鳴りとともに、沢の底が割れていく。

「うわっ！」

「リィトさまっ！」

「フラウ、来るな！」

　ポケットから取り出したベンリ草の種を、地面にまく。

　地割れから水が噴出し、せり上がってきたのは――巨大な門だった。

　門に吸い込まれていく大量の水に、リィトが呑み込まれかけるが――ベンリ草で作ったロープがどうにかリィトを地面に繋ぎ止めてくれた。

「……ふぅ」

「す、すごいであります……これは……っ！」

　先ほどまでは、岩と泥しかなかった場所に壮麗な門が出現していた。

　美しい彫刻が施された柱や精悍な顔つきの女性が彫られたレリーフは、どこからどうみても――

「水精霊ウンディーネ神殿！」

　どきどきと胸が高鳴る。

　モンスター討伐のためではなく、冒険と発展のための探索だ。

　気持ちがはやるなんて、いつぶりだろう。

　目の前で起きたことに圧倒されて、目を丸くして口をぱくぱくしているフラウを安心させるようにリィトは微笑みかける。

「よし、行こうか」

「は、はいっ」

　こくん、とフラウは頷いた。

　リィトの予想では、水精霊ウンディーネ神殿を攻略するにはフラウの協力が必要だ。

　この土地から出たことがなかったフラウの初めての冒険が、ずっと彼女が暮らしていた東の山からはじまる。

　少しだけ誇らしい気分で、リィトはフラウの手を引いた。

　花人族フローラの病気を癒やし、トーゲン村を開拓してきたのは、自分のためだけではなかったような気がする。

　神殿へ向かうリィトたちの背後で、マンマはわなわなと震えていた。

「す、すきる……？　しょうごう……？」

　なんなんだ、それは。

　ギルド自治区一の情報ギルド所属の自分が聞いたことも見たこともない力を振るっていた――ただ者ではないと思っていたリィト・リカルトだが、いよいよもって、とんでもない人物だ。

　宇宙を漂う猫人族キャッタフェイスになっていたマンマは喉を鳴らした。




◆




　精霊。

　別名、高位魔力生命体。

　空気中に満ちる空中魔力エアル・マナの減少によって姿を消した、古代にあった高度魔導文明を象徴する存在だ。

　かつては、自然界には精霊が存在し、精霊の力を借りて人間の魔導師たちは今よりも強大な力を振るっていた。

　数百年前に、世界樹が姿を消して以降、精霊たちも少しずつこの世界から姿を消していった――と、伝えられている。

　北大陸のロマンシア帝国では、精霊の存在やかつての遺構は、すでにおとぎ話のような扱いだ。

　――つまり。

　水精霊ウンディーネ神殿の復活は、現段階では歴史的大発見であるといえる。

　情報ギルド『ペンの翼』の記者であるマンマは震えていた。

　普段マンマが手がけているようなゴシップ系のスクープとはわけが違う。

　歴史に残る記事になるかもしれないのだ。




　しかし。

「よーし、この水量を村に引ければ畑が安泰だ！」

　不思議な力でこの神殿を蘇よみがえらせたリィトは、とにかく目の前の「水不足解消」が嬉しいようだった。

　拍子抜けしたような気持ちになりながら、マンマはリィトの後ろをくっついていく。

　膝下までとはいえ、冷たい水に浸かっているのが、尻尾の先の毛がしびびと逆立ってしまう。

「おお……っ！」

　階段を降りきった神殿の内部は、完全に地下にあるにもかかわらず淡い光に包まれている。

　あちらこちらに繁茂しているヒカリゴケの一種と、不思議な青い光を放つ宝石によって美しく照らされている神殿内部は思わず見とれてしまう美しさだった。

　投げ売り同然の痩せた土地、集落はおろか野生動物すらもほとんどいない土地にあった、東の山。

　花人族フローラたちが住んでいた、恵みが豊かとはいえない、かろうじて緑が生き残っていたレベルの山の中に、こんな荘厳な神殿があったなんて。

　時の流れの残酷さや、かつてここに栄えていた精霊信仰に思いを馳せながら、リィトたちはしばしその光景に圧倒される。

　神殿の良好な保存状態に反して、自分たち以外に生命の気配がない。

　静寂が、より水精霊ウンディーネ神殿の神聖さを際立たせる。

　最初に口を開いたのは、フラウだった。

「……だれも、いないです」

「うにゃ、怖いのでありますか」

　怯えるフラウに、マンマは虚勢を張ってみせる。

「こわい、です」

「ふふん、フラウはビビり屋ですにゃ」

「マンマは、怖く、ないですか？」

「……わ、わがはいは数々の修羅場をくぐり抜けてきた歴戦の記者ですからにゃっ！　な、なにも怖いことなど……」

　ふと、そんなやりとりをしているマンマの足下を見たリィトは、小さなカニがよちよち歩いているのを発見した。

　水の中にずっと浸っていた水精霊ウンディーネ神殿は、つい先ほどまで封印されていたとは思えないほどに、美しい状態だ。

　小さな水棲生物があちらこちらに生きているのが見えた。

　カニ、小魚、それから蛍のように光る昆虫。

　立ち並ぶ柱を見回して、リィトは大昔に高校の授業で習った「ヘレニズム文化」とか「オリエント」とか、そういう言葉を思い出していた。

　ちなみに、それぞれの単語がなにを指しているのかは知らない。

　リィトにとっては、足下に繁茂している薄く発光しているヒカリゴケや、目の前の白いカニのほうが少しばかり興味深い。

（……お、白いカニだ。日光が当たらないから色素がないのか）

　よちよち。

　よちよち。

　日光に当たらず、真っ白い甲羅のまま元気に動いているカニは、よく見るとけっこう気持ち悪い見た目をしているな、とリィトはぼんやり思った。

（な、内臓っぽいものが透けている……っ！）

　まじまじとカニを見つめるリィト。

　わりかし大きめのカニは、おそらく生まれて初めて――どころか、数世代前まで遡っても見たことがないであろう、頭上で揺れるふわふわの長毛種猫人族キャッタの尻尾に――はさみを伸ばした。

「あっ」

「ふぎゃああああっ！！？？」

　マンマが、天井まで飛び上がる。

　ふさふさの尻尾なぶん、小さなはさみが肉に食い込んでいることはなさそうだが、急に敏感な尻尾に攻撃を加えられたマンマは完全にパニックを起こしている。

「マンマ、大丈夫かっ！」

「ふにゃあぁあぁっ、お、お、おばけである～～～～っ！」

「は、わわ……マンマ……っ」

「ほぎゃにゃあぁぁっ！」

　日々、たくさん眠り、たくさん酒を飲み、徹夜で記事を書いては、朝からリィトからすれば味気ないドーナツもどきを食べることをなによりの楽しみにしている、退廃的文豪ムーブに余念がないマンマである。

　のんびり、ふにゃふにゃ。

　そんなマンマが、全力で、神殿内部を縦横無尽に走り回っている。

「ナビ、スキル『探羅万象』起動」

「了解はい、マスター」

　スキルを起動すると同時に、魔力が全身を駆け巡る。

　視界や聴覚、皮膚感覚が鋭敏になっていく。

　脳がカリッカリにチューンされていき、すべての処理速度が上がり、周囲のなにもかもがスローモーションに感じられる。

　ふさふさの尻尾をはさみで挟んだまま、走り回るマンマにぶんぶん振り回されている哀れな白いカニすらも、しっかりと認識できる。

　心配そうにマンマを見つめているフラウにいたっては、完全に静止画のようだ。

（とりあえず、周囲に危険なし。マンマのパニックが収まるのを待って――ん？）

　周囲の魔力の流れに、わずかな変化が発生した。

　階段を降りきった神殿内部の中心にある、空っぽの祭壇。

　その近くに、なにかが動いた。

「敵性反応か？」

「いいえ……ただ、ナビのデータベースにはない反応です」

「っ！」

　ナビのデータベースは、この異世界ハルモニアにおける一般的な認知に基づいて作成されている。

　一般的な認知、というのは秘匿されていない情報のすべてを指す。

　つまりは、村の長老の多くが語る昔話だとか。

　子どもたちがベッドの中で聞くおとぎ話だとか。

　口頭伝承、教育機関での指南、信仰、そういったあらゆる「一般的」な知識を網羅しているはずなのだ。

　美女型 Wi●ipedia（異世界版）というイメージが一番近いだろう。

　だからこそ。

（ナビが知らない反応……マジで精霊、か……？）

　どきん、と心臓が脈打つ。

　精霊がどんなものか、わからない。

　今まで、ナビがいたことでリィトは本当にわからないものに対峙することはなかった。

　だからこそ――未知の存在に対して、薄らとした恐怖を感じた。

「……戻れ、マンマ――生長促進すくすくとそだて」

「うにゃふぅ～～……っ、がばっ!?」

　リィトはポケットのベンリ草を植物魔導『生長促進』で操り、マンマを捕まえた。

　蔓つるにぐるぐる巻きにされたマンマは、やっと落ち着いたようだった。

　たらんと垂れた尻尾から、白いカニがぽろりと落ちた。

　マンマをベンリ草の蔓から下ろしてやる。

　目をまん丸にして硬直しているマンマを抱き起こす。

　普段から、マンマとミーアになでなでを要求されているリィトだが、猫人族キャッタをこうして抱っこするのは初めてだった。

（ぬ、ぬくい）

　前世からの夢が、猫を飼ってまったり暮らすことだった。

　こんな形で、念願の猫を抱っこする夢が叶うとは。

「……にゃ、ふ」

　カタカタと小刻みに震えているマンマが、リィトにしがみつく。

　少し戸惑いながら、抱きしめ返す。

　マンマの猫耳からは、インクと日だまりの匂いがした。

　ロマンシア帝国では、猫人族キャッタは愛玩用に金持ちに飼われていることが多かった。

　心身ともに傷ついた猫人族キャッタの存在を知っていたぶん、リィトはミーアやマンマに触れるときには慎重になっていた。

　マンマの耳に帝国の愛玩猫人のイヤータグの跡があることは、リィトだけが気付いているだろうから。

「――簡易スキャン。バイタルに異常はありません」

「そうか。よかった」

　ほっと胸をなで下ろす。

「だ、だいじょぶ、ですかっ」

「……う、う、うぅ～」

　フラウの言葉をきっかけに、マンマが堰せきを切ったように泣き出した。
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　泣き止んだマンマは、ぺちぺちと両方の頬を叩いた。

「本当に大丈夫なのか？」

「もちろんにゃっ！　記者魂、ナメないでほしいのであるっ」

　むふんっ、と勇ましい表情。

「それに、わがはいにはこれがある！」

　じゃじゃん、と取り出した水筒には見覚えがある。

　マタタビ酒だ。

「飲酒はだめだろ」

「いやいや、景気づけにゃ！」

「……没収」

「にゃーーーーっ」

　リィトは没収した水筒を首にかけた。

　酒クズの手の届くところに酒を置いてはいけない。

「……解析完了しました」

　スキル『探羅万象』で神殿内をスキャンした結果、中央にある祭壇がフェイクだということがわかった。

　その下に、さらに空間が広がっていたのだ。

　祭壇にかかっていた封印を解くと、その下には水で満たされた階段があった。

　狭い入り口から中を覗き込むと、数メートル先も見えないほどの暗さだ。

　人族ニュートにも花人族フローラにも、もちろん猫人族キャッタにも、水の中で活動することなどできない。

「ふにゃ……また水を抜くことはできないのにゃ？」

「それは難しいと思う、水系の魔導師を連れてくればあるいは……って感じだけどな」

「むむぅ」

「あるいは……」

　リィトにはひとつ、秘策があった。

　ベンリ草の種をいくつか水の中に落とす。

「――生長促進すくすくとそだて」

　植物魔導を発動する。

　ベンリ草の生長に関わる細胞を数百倍、数千倍活性化させる。

　リィトの魔力を吸い上げて、ベンリ草が育っていく。

　繁茂、繁茂、繁茂。

　フラウがその様子に瞳を輝かせる。

　神殿内を埋め尽くすほどの巨木に育っていく。

　たくましくうねった幹に、フラウはうっとりとした様子で頬ずりしている。花人族フローラの植物好きにも慣れた頃だと思っていたが、リィトが魔法を使うたびに大喜びしてくれるのには、さすがに感心してしまう。

　単純に、照れくさいというのもあるが。

「……あれ？」

　ふと、リィトはベンリ草の生長を止める。

　おかしい。

　祭壇の下の通路を確認するが――水が、まったく減っていない。

「全然減らない……って、おかしいな」

「ふにゃ、どういうことである？」

「植物の生長には、光と水と酸素が必要だろ。で、どれくらいの水で生長するかっていうのは植物によって変わるんだ」

　大量の水を消費する農作物、たとえばトマトをひとつ栽培するのに必要な水は五〇リットル――畑一面のトマトを栽培しようとすれば、膨大な水が失われることになる。

　地下を満たす大量の水を汲み上げることは、植物魔導師であるリィトには不可能だ。

　だが、水を大量に消費して生長するように植物を創り変え、意のままの速度で生長させることであれば可能だ。

　理論上は、巨大な湖を干上がらせることができるほどに――というか、実際に対魔百年戦争で水中にある地下遺跡ダンジョンを攻略する際に、同じ方法をとったのだ。

　ロマンシア帝国最大の湖の底に、大型水棲モンスターを吐き出しつづける地下遺跡ダンジョンが発生してしまったことがあった。

　それらを一気に討伐するために、リィトが取った作戦が『水を干上がらせる』だったのだ。

　しかし。

　湖よりは水量がおとるはずの、神殿地下の水かさが少しも減らないというのは異常だ。

「ナビ、状況報告」

「水底から魔力反応あり――他、微弱な生体反応を検知」

「数は？」

「魔力を帯びた水のせいで実数を把握できませんが、五から八……精度を上げての探索サーチを実行しますか」

「いや、いい。データベースにない反応なんだろ」

「肯定はい、また、詳細不明の水源を確認しています。マスターの魔導発動に合わせて水を生成していることを確認」

　テンポよくやりとりをするリィトとナビの様子に、フラウはぽかんとしている。

　たしかに、かつて帝国内を転戦していたときには毎日のようにナビとこういったやりとりをしていたけれど、トーゲン村に暮らしはじめてからはじゃれ合うような会話ばかりだった。

　久々の感覚と知らない間に様変わりしていた自分たちの暮らしに、思わず吹き出してしまうリィトだった。

「他の植物はだめなのかにゃ？」

「うーん、実は持ってきた種子も心許ないんだ。ベンリ草以外は、地道に拾い集めるなり、腰を据えて種子を増やすなりしないといけない」

　もとより水を食う種類に、植物魔導をかけてリトライすることもできる。だが、確実性がないうえに貴重な種子を消費するのはいただけない。

「撤退しますか？」

「いや……」

　未知の状況。

　もしもリィトたちに敵意がある存在が、水中に待ち受けているとすれば――かなりの危険があるだろう。

　だが。

　リィトに引き下がるという選択肢はない。

「これだけの水を村に引ければ、畑も飲み水も心配なさそうだ」

「水質に問題はありません」

「なら、潜ろう」

　水源の確保は、リィトにとって――いや、トーゲン村にとって解決することが必要不可欠な課題だ。

　水さえあれば。

　育てられる作物が増える。

　畑を広げて、花人族フローラたちの生活基盤を作れる。

　そうなれば、ミーアが頭を悩ませている赤ベリーの誤発注問題も解決だ。

　トーゲン村絡みの商取引にともなってミーアから受け取るマージンによって、村の生活に必要でもリィトでは作ることのできない様々なアイテムを買い足しているのだ。

　ベンリ草で編んだソファも悪くないが、ふかふかのソファに座りたいと思っても、バチは当たらないはずだ。

　そして、なにより。

（もしかしたら、精霊に会えるかもしれないんだぞ）

　魔導師としての好奇心が、リィトを突き動かす。

　村の暮らしは平和だが、少しだけ刺激が欲しいと思っていたところだ。

「フラウ、借りるぞ」

「は、はいっ？」

　フラウの頭に生えている花冠。

　花人族フローラたちが身体の一部に寄生――いや、共生させている植物だ。

　個人によって、どんな植物を身に纏って生きているのかは異なるが、喜怒哀楽に応じて花が咲いたり萎れたりするという不思議な性質は共通している。

　フラウの髪の毛に、リィトは手をかざす。

「――植物魔導『性せい質しつ強きょう化か』、のびのびと在れ」

　リィトの命令に呼応するように、フラウの花冠の葉っぱが輝く。

　ちょうど、三枚。

　魔力を帯びた黄金色に紅葉した葉っぱが、フラウの髪に揺れる。

　冷たい薄青色の光に包まれた神殿の中で、ひときわ生命力を感じさせている。

「よ、いしょ」

　ぷつん、とフラウが髪から葉っぱをもぎとる。

　ベンリ草は、リィトの魔力に呼応して手足のように操ることができる『操作性』に特化して創られている。

　もしものときには、フラウの花を使わせてほしいと話を通していたのだ。

「うな？　なんでありますか、これは」

「まぁ、見ててくれ」

　フラウから受け取った葉っぱを手に、リィトは祭壇の下に現れた階段を降りていく。

　水で満たされている中に、ざぶざぶと、ためらいなく。

「リィト!?」

　全身が水に浸る瞬間に、リィトはフラウから受け取った黄金色の葉っぱを口に押し当てた。

　ちょうど、草笛を吹くような姿勢だ。

（……一応、これで理論上は呼吸ができるはず）

　ごぼ、と肺から空気が抜ける。

　スキル『探羅万象』により視力が強化されていて、水の中でも視界はクリアだ。葉っぱごしに、大きく呼吸をする。

　肺の中に流れ込んでくるはずの冷たい水は――




「ぷはっ！」




　数分後。

　リィトが祭壇の下の穴から顔を出す。

「だ、大丈夫であるかっ」

「はぁ、はぁ……ああ、大丈夫だ」

　ニッと笑って見せると、二人が胸をなで下ろす。

　ナビが光を纏って、探索スキルを起動する。

「測定開始。心拍、血中魔力……バイタル、異常なしオールグリーンです」

　いける。

　植物の光合成を利用した、簡易的な酸素ボンベだ。

「……この葉っぱを咥えていれば、水の中でも呼吸ができる」

「にゃ!?　そんなことが可能なのであるか!?」

「ああ、名付けて……『草ボンベ』とかどうかな」

　リィトは胸を張る。

　まだ品種として確立させてはおらず、術者であるリィトの存在が前提だが、これはかなり便利な一品のはずだ。

　たとえば、海底に住んでいる牡か蠣きとか雲丹うに的な美食を拾えるようになるかもしれない。トーゲン村から海はやや遠いが、いつかは海岸線まで開拓をしていきたいところだ。

「…………」

「…………」

「……え？　ど、どうしたんだよ。フラウ、マンマ」

　リィトの言葉を聞いてから、黙りこくっている。

　どうしたのだろう、もしかして水気の多い場所でお腹でも痛くなってしまったのだろうか。女子だし。

　自分とは違う身体の造りをしている相手のことは、想像でしか心配できない。気遣いしすぎるということはないだろう。

「進言あの。この沈黙は……マスターのネーミングセンスが大変……アレだからかと」

「えっ？」

　わかりやすい名前だと思ったのだけれど。

　首をひねるリィトだった。

「……くさぼんべ、いい名前ですっ」

　フラウがぎゅっと両手を握りしめて言ってくれたが、なんだか気を遣われている気がするリィトだった。
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「じゃあ、フラウ。もしもこの赤い花が枯れても俺たちが戻らなかったら、すぐにトーゲン村に戻ってくれ」

　リィトの言葉に、フラウが真剣な表情で頷く。

　草ボンベに、もともと周辺に繁殖していた蓄光性の苔と組み合わせ、光合成を促す。

　それにより、数時間の稼働ができるようにした。

「早めに引き返すつもりだが、万が一がある」

「は、はい」

「マンマも、もしものことがあれば離脱だ……っていうか、本当に大丈夫なのか？」

「だ、大丈夫なのにゃ……たぶんっ」

　猫人族キャッタは、種族として水が苦手だ。

　そこを記者魂で乗り越えて、リィトの水中探索に同行するつもりらしい。

　万が一にもはぐれないように、ベンリ草でつくったロープでリィトとマンマの腰を結ぶ。また、離脱しやすいようにナイフも持たせた。

「リィトはいらんのですにゃ？」

「ベンリ草でできてるものなら、魔導でどうにでもできるさ」

「おお、さすがは帝国の大魔導師ですにゃ」

「いや、それはやめろって……マンマは大丈夫か？」

　マンマはナイフをしゃきんと構えて見せた。平素酔っ払っている人物が持っているナイフは普通に怖いなと思ったリィトであったけれど、口にはしなかったのだった。

「うにゃ！　いざとなったら、爪でスパッであるっ！」

　猫人族キャッタの手は、人族ニュートのものとほとんど変わらないけれど、出し入れ自在の爪の鋭さと身体の柔軟さや敏びん捷しょう性は他種族を凌りょう駕がする。

　愛玩用の猫人族キャッタは爪を綺麗さっぱり切られてしまっているほどだ。鋭い爪の代わりに安定した生活を手に入れたというわけだ。

　だが、マンマには爪がある。

　ギルド自治区で、ひとりの記者として生きる猫人族キャッタである。

　危険な探索への同行を何度も止めたけれど、自らの爪と牙で生きる彼女を無理矢理に止めることはできないし、するべきでもない。

「じゃ、頼んだぞ。フラウ」

「はいっ！」

　ぴし、といつにも増して気合いの入った敬礼をするフラウ。

　地上での待機には不安もあるだろう。

　たったひとりで、ほの暗い神殿で待つのだから。

　けれど、フラウの表情はきりりと引き締まって明るい。

　つまりは、リィトとマンマの命をあずかったということだ。

「まかせて、くださいっ！」

「うん」

　リィトの不在時には、フラウがマンマやミーアとのやりとりを代理で行うこともある。

　なにかを任せてもらえることの喜びを知って、少し背筋が伸びるフラウなのだった。




◆




　フラウはリィトとマンマが消えていった水面を見つめていた。

　祭壇の下の隠し階段の水に足を浸して、ちょこんと座っている。

「……ふふ」

　思わず笑みがこぼれてしまい、両手で頬を押さえる。

　心配な気持ちも、もちろんある。

　けれど、リィトに頼ってもらえることがフラウにとっては本当に嬉しいことだった。

　ちゃぷ、ちゃぷ、と。

　足で水を蹴る。

　花人族フローラの足は、植物の根のように水を吸い上げることができる。

　水に浸された足先から、水の冷たさと、こんな地下に貯まっている水なのに新鮮な感触が伝わってくる。

　フラウは、ころんと天を仰いで横たわる。

　天井にもヒカリゴケや、青く光る石があちこちにちりばめられていて、まるで星空のようだ。

「リィトさま、だいじょぶ……かな」

　懸命に覚えた人族ニュートの言葉で呟く。

　草ボンベを使って水の中に潜るのはどんな気分なのだろう。

　マンマのように、自分の仕事に誇りを持って危険に飛び込んでいくのはどんな気持ちなのだろう。

　かつて、フラウに人族ニュート語辞典をくれた魔導師のようにひとり各地を旅するのは、どんな毎日なのだろう。

　フラウはそんなことを考えながら、目を閉じる――と。

「……っ？」

　背後で、なにかが動いた。

　ひた、ひた、ひた。

　湿ったものが、なにかを叩くような音が。

　……足音が、した。

「ひぁっ！」

　振りかえったフラウは、息をのむ。

　そこには――、ぬるりと鱗うろこに覆われた、魚人の目が光っていた。




◆




　スキル『探羅万象』は、つまりはあらゆる魔力の流れに関する知覚を飛躍的に上昇させるものだった。

（これは、すごいぞ）

　水中にいるにもかかわらず、視界がクリアなのだ。

　前世では小学校の水泳の授業で、上手く水中で目を開けられないタイプだった。他人が水着一枚で入っている水が、目の粘膜に触れるのも気持ちが悪いし。

　けれど、今は苦もなく目を開けていることができる。

　泳ぐのが得意というわけではないが、水中でどのように手足を動かせば自由に進めるのかが直感的にわかる。

　草ボンベの挙動も良好で、呼吸にも問題がなさそうだ。

（……よし、マンマも大丈夫だな）

　マンマは、ナビのサポートを受けながらあとをついてくる。

　これも、なんらかのステータス上昇が関係しているのかもしれない。

（うぅん、こっちは神殿というよりは、ただの洞窟って感じか）

『報告ええ、周辺の魔力反応に目立ったものはありません』

　周辺に探索サーチを走らせるが、ナビからのフィードバックでは決定的なものはない。

（目立ったもの、か。むしろ――）

『……肯定はい、魔力反応が不自然なほどにありません。事前に探索サーチしていた反応が消失しているのが不気味です』

（だな、警戒をしつつ進もう）

　人工精霊タルパであるナビは、水中であっても問題なく喋っている。

　リィトの思考を読み取りつつ、マンマの行動をサポートしている。

　実にできた相棒だ。

（うぅん、日の当たらない水中だと、さすがに植物ないか……つまらん）

　水草や苔については専門外だ。

　植物魔導は土と水の混合属性魔導だ……と、リィトは理解している。自分の他に植物魔導の術者を知らないため、ほとんど独学ではあるのだが。

　水と土、その二つを高度に極めているリィトだが、魔導の方向性としては「両者のバランスを取る」というものだ。

　だから、水草は専門外。

　今後研究してみても面白いのかもしれないが、水属性の魔力傾向が強すぎて地上に繁茂する植物ほどは上手く操ることはできないだろう。

（……ん？）

　そのとき。

　リィトの肌がピリリと粟立つ。

『魔力反応あり、警戒体勢を推奨します』

（了解、ナビは行動原理をマンマの保護に設定しろ）

『……了解はい』

（俺は大丈夫だから、心配ない）

　ほんの少し不満そうな、不安そうな声を滲ませるナビ。

　リィトはナビを安心させるように、親指を立ててみせる。

　魔力反応は背後から近づいてくる。

　身振り手振りで、なんとかマンマに危険を知らせようとする。

　口元に当てた草ボンベを取り落としてしまえば、いっかんの終わりだ。呼吸ができず、周囲に植物もない状態ではリィトにできることも限られてしまう。

（えぇっと、こうして、こうっ！　ほっ！）

　しゅばっ、しゅば、とキレキレの動きでマンマに危険を伝えるリィト。ナビの内声はリィトにしか聞こえない。

　声による意思疎通ができないというのは、かなり不便だ。




　シュバッ！

（後ろから！）

　シュババッ！

（魔力反応が！）

　シュババババッ！

（近づいている！）




　リィトの動きを集中した様子で見つめていたマンマは深く頷いた。

　逼ひっ迫ぱくした状況が伝わったようで、リィトはひとまず安心して近づいてくる魔力反応に意識を注ぐ。

　その背後にいるマンマは真剣な面持ちで、現状を整理していた。

（にゃふ……リィト……そんなにトイレに行きたいのにゃ……っ！）

　ごくり、と喉が鳴る。

　どうにか我慢してもらわねば。

　水中での漏洩は、かなりの大事故である。

　緊張の面持ちの一同の心中は、少しのズレがあるのだった。

『……あれは、フラウさん』

　ナビが怪訝そうな声をあげた。

　リィトの目にぼんやりと浮かんできたのは、フラウの姿だった。

　この水中に、どうして？

『……フラウさんのバイタルは安定しています。呼吸状態も良好……どういうことでしょう……精密探索スキャンを継続します』

　フラウには呼吸用の草ボンベを渡しているわけではない。

　だが、バイタルが安定しているというのは朗報だった。

　ひとり残してきたフラウになにかあっては、というのはリィトの心配事だったのだ。神殿内に危険な反応はなかったはずだが。

　しかも、近づいてくるのはフラウだけではない。

　周囲には、フラウと同じくらいか、もう少し小柄な人影がある。

『あれは……照合および推測まさか、そんな、魚人族フィッシャ!?』

（なっ、魚人族フィッシャ……実在したんだ）

　フラウの周囲を取り囲んでいるのは、魚人族フィッシャだった。

　魚の顔に赤ちゃん体型、ちんちくりんの手足が生えたマスコット的な見た目をしている。

　ぎょろっとした目が、不気味でもあり、つぶらでもあり。

　……サン●オっぽい。

　それが、リィトの抱いた第一印象だった。

　近づいてきて、視認できる距離にやってきた一団を見て、マンマが吹き出した。

「もごごっ!?」

　藻も掻がいたマンマが、パニックを起こして沈んでいく。

『警告いけません、草ボンベの装着を徹底してください』

「ふにゃ、……ぶくく」

　マンマが溺れかける。

　草ボンベを手で押さえるのを忘れて、ポシェットをまさぐろうとしたのだ。

　メモ帳とペンを取り出そうとしたのだ。

　口先だけではない、記者魂である。

　一瞬、マンマに気を取られていたリィトは、魚人族フィッシャたちの一団に目を戻して――マンマがなにに驚いたのかを理解した。

「ぶぼっ！」

　フラウは、水中ではありえないものに乗っていたのだ。

　馬だ。

　いや、いかに子どもっぽい体型の花人族フローラであっても、馬に乗ることもあるかもしれない。だが、ここは水中だ。

　白い馬体。

　馬スホースとは異なり、たてがみ部分がよく見れば水草でできている。

　蹄ひづめは貝殻。瞳は水晶。

　明らかに、リィトが知っている地上の生物ではない。

　かといって、嫌というほどに戦ってきたモンスターとはまったく違う気配がしている。

（まさか、あの馬が水精霊ウンディーネ……？）

　だいぶ想定と形状が違う。馬かぁ……ちょっとがっかりだ……。

　水精霊ウンディーネといえば、美女系統だと相場が決まっているのでは……。

「照合完了……水馬ケルピーの一種です」

　――馬だった。
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２章『植物魔導師、水精霊と契約する』










第４話『ボディランゲージって可愛いと思う』




　花人族フローラの美少女と魚人族フィッシャの群れ。

　誰がどう見てもフラウが拉致されてきたのだろうという絵面だが、驚いたことに非常に和やかな雰囲気だった。

　――魚人族フィッシャと花人族フローラには共通点があった。

「ジェスチャーが、わかる？」

　こくん、とフラウは頷いた。

　リィトはフラウとともに水馬ケルピーに跨がって魚人族フィッシャたちに導かれていた。もう一頭の水馬ケルピーにはナビとマンマが乗っている。

　泡の中には空気が閉じ込められていて、草ボンベなしで過ごせるようになっていた。

　呼吸ができる。つまり、会話ができるということだ。

「はぁ～、どうなることかと思ったにゃ」

　ナビに抱えられるように水馬ケルピーに揺られるマンマ。

「マスターとの同行ですので、最後にはどうにかなります」

「うにゃ？」

「マスターは、たしかにアレなときはありますが……いかなる危険も乗り越えてきた方です」

「アレにゃ？」

　むむ、とマンマは考える。

　思い出したのは、直前に感じたリィトとの緊迫したやりとりだ。

「……おしっこが近い、かにゃ」

「は、はい？」

　滑るように進む水馬ケルピーは、水底へ水底へと潜っていく。

「水精霊ウンディーネ、寝てます」

　フラウの言葉に、魚人族フィッシャがこくこくと頷く。

　珍妙な踊りにしか見えない、魚人族フィッシャと花人族フローラのジェスチャーでのやりとりをちょっと微笑えましく思ってしまう。

　水馬ケルピーの周囲に大きな気泡ができている。

　魚人族フィッシャの能力（おそらくは粘液）で作られた気泡だ。

　その中で、人工精霊タルパであるナビを抜かすと三人で呼吸が続けられているのは……フラウのおかげである。

　花人族フローラであるフラウが、本気を出して光合成をした結果だ。

　草ボンベを開発したリィトの発想に着想を得たらしい。

　花人族フローラの力、もしかしたら見くびっていたかもしれない。

「こっち、ついてこいと言ってます」

「……これ、罠じゃないよな」

「ちがう、です」

　フラウは断言する。

「……助けて、って言っています」




　深く、深く。

　潜っていった先。

　その美しい女性は眠っていた。




　大量の水に満たされた空間を通り過ぎ、リィトたちが行き着いたのは、上階の神殿によく似た造りの部屋だった。

　そこにいたのは、ひとりの女だった。

　――青みがかった肌は半透明で、耳の部分にはカチューシャのように豪ごう奢しゃな魚のヒレがついている。水で構成されたドレスがたなびいている。

　彫刻が施された石の棺の中で、静かに、死んだように眠っている。

　――水精霊ウンディーネだ。

「ふぁ」

　リィトは、震えた。

「ファンタジーだっ!!」

　そう。

　これぞ、ファンタジーである。

　今までエグい見た目のモンスターを無限に討伐する日々だった。

　いや、それはそれでいい。

　だが、リィトの異世界生活には足りなかったのだ……ワクワクが！

「ずっと、寝てるんです」

　リィトたちの周りでズイズイと踊っている（ように見える）魚人族フィッシャたちのボディランゲージを、フラウが通訳してくれる。

　かつて、世界樹が世界を消したと同時に、水精霊ウンディーネは眠りについてしまった。

　水精霊ウンディーネを守るため、魚人族フィッシャたちは神殿を閉ざした。

　数百年にわたって、水精霊ウンディーネは眠り続けているらしい。

　魚人族フィッシャたちは水精霊ウンディーネの加護の元で生きてきた種族であり、何世代にも渡って水精霊ウンディーネを守り続けてきた――しかし、彼らの崇める水精霊ウンディーネが目覚めることはなかった。

「……それで、えっと……『ときがきた』って、言ってます」

　魚人族フィッシャたちが、ずいずいと踊りながらリィトに迫ってくる。

「……俺？」

　そのとき、ナビの身体が光り輝きはじめる。

「なっ――制御不能、です」

　リィトと一心同体の、称号やスキルを司る人工精霊タルパ。

　そのナビが、リィトの意思でもナビの判断でもなく、能力を発動している――その状況に、リィトは目を見開いた。

　ありえない。

　まるで、自分よりも大きな力が働いているような。

『……世界樹の加護、発動』

　硬質なナビの声が響き、スキル『探羅万象』が発動する。

　感覚が、拡張する。

　と、同時に魚人族フィッシャたちが湧いた。

　さきほどまでがフォークダンスだとしたら、今はもうロックフェスの最前線で頭を振っている状態になっている。

　眠っている水精霊ウンディーネの心臓部分が、青い光を放っている。

　まるで。

　そこに触れろと言っているように。

「……こ、これはっ、スクープの予感っ」

　マンマがポシェットに手を伸ばす。

　ペンと手帳を取り出そうとするが……水に濡れて、ほとんど意味を成さない状態になっていた。

「ふにゃっ!?　しょ、初歩的なミス！」

　ドンマイ、としかいいようのない状況である。

　なぜって、そうだろう。

　精霊の復活、なんていう歴史に残る発見がこれから行われるのだから。

「はやく、はやく……って言ってますっ」

　フラウが魚人族フィッシャたちのダンスのような言語につられて、ズイズイと踊りながらリィトを急かす。

　恐る恐る、手を伸ばす。

　水精霊ウンディーネの心臓部分に触れた、瞬間。

「うっわ！」

　ナビの身体から光がほとばしり、眠る水精霊ウンディーネが微かに動いた。

『命令者、世界樹の祝福者。対象、水精霊ウンディーネ起動』

　ナビの声とともに、光が収まっていく。

　水精霊ウンディーネの体内に光が吸い込まれていき――眠れる森の美女が、目覚めた。




　まぶたが開く。

　途端に、水精霊ウンディーネの姿が崩れた。

「ひゃっ」

　水になり、床に広がり、そして、その水がうごめいて再び人の形をなした。

　さきほどまで横たわっていた水精霊ウンディーネが、すらりと背筋を伸ばしてリィトたちの前に立っていた。

「……これが、水精霊ウンディーネ……」

　真夜中の湖に満ちる静寂を集めたような瞳が、リィトをじっと見つめている。水中にいるかのようにふわふわと漂う長い髪……薄く微笑む、アルカイックスマイルというのだったか、神秘的な表情をしている。

　魚人族フィッシャたちのボルテージは最高潮に達した。

「うおっと！」

「きゃっ」

　水精霊ウンディーネを蘇らせてくれたリィトの周囲で、魚人族フィッシャたちが激しく踊りまくっている。フォークダンスっぽい花人族フローラたちの踊りにくらべて、ロックフェス感がすごい。

「すごく、嬉しいって、言ってます」

「ありがとう、フラウ。見ればわかるかも……」

「きゃっ」

　魚人族フィッシャたちがリィトの周りから離れて、静かに空中に佇む水精霊ウンディーネのほうに殺到する。

　魚人族フィッシャたちは水精霊ウンディーネに手を伸ばし、ぴょんぴょん飛び跳ねている。

「……再起動はっ、な、ナビはいったい」

「大丈夫か、ナビ！」

　正気を取り戻した相棒に駆け寄り、リィトはナビの手を握った。

「問題ありません、ですが、その……アレです、マスター」

「アレって？」

　リィトの純粋な疑問に、ナビはもぎょもぎょと口ごもる。

「手を握るのこと、ナビにとって不要です。身体接触や言語を介さずとも、マスターのことはよくわかっておりますので」

　いつもより少し早口なナビ。

　その姿を見ると、人工精霊タルパというのがいかに精霊という存在をよく真似ているのかがわかる。

　いまだ一言も発さない水精霊ウンディーネと、姉妹だと言われれば納得してしまいそうだ。

「うにゃっ」

　目を輝かせて一連の流れを見ていたマンマが、声をあげた。

「あぶないにゃっ！」

「……っと！　生長促進すくすくとそだて」

　振りかえると同時に、ベンリ草を生長させる。

　なるべく細かく枝分かれと繁茂をさせた、クッション性に優れた盾を展開した――が。

「うわっ!?」

　リィトの想像を超えて、ベンリ草が茂ってしまった。

　まるで、別のなにかの意思が働いたかのように。

（もしかして、『世界樹の祝福者』の影響……!?）

　新しく獲得した称号のことが頭をよぎる。

　次の瞬間、大量の水がリィトの盾にはじかれる。

　術者であるリィトに伝わってくる感触は――

（水魔導でいう、水刃みたいなものか）

　高位の魔導師が習得する、水を意のままに操る術だ。

　水精霊ウンディーネともなれば、一瞬にして、呪文もなく発動するのか。

　リィトでなければ首を刎はねられていただろう、ということがハラハラと舞い散るベンリ草の葉っぱからわかった。

　死ぬところだった。けれども、生きていた。

　そのヒリヒリと焼き付く高揚感を味わうのは久しぶりだ。




「――おまえたち」




　水精霊ウンディーネが声をあげる。

　エコーのかかったような響きが、地下神殿にこだまする。

　薄い笑みと、静かな声を崩さずに、水精霊ウンディーネは歌うように語りはじめた。

「傲慢なる人の子たちよ、芽吹かぬ愚かな芥け子し粒つぶたちよ。我らが聖なる樹を枯らし……あまつさえ、我らが眠りを妨げるか」

　あ、めっちゃ怒っている。

　リィトは身構えた。

　前世の中間管理職時代、リィトの同僚にこのタイプがいた。

　怒っていれば怒っているほど、慈愛あふれる笑みを浮かべるのだ。

　その表情とは裏腹に、言葉は鋭く、ときには手が出る。

　そういうタイプの人であったから、彼の逆鱗に触れないようにとリィトの部下がミスを隠蔽してしまったことがあった……早期に対処していれば、なんということもないミスだったが、時間が経ったことでかなりの大炎上になり、火消しと始末書の嵐によりリィトが胃い潰かい瘍ようになるという事態を引き起こした。

　水精霊ウンディーネの微笑みに前世のトラウマを刺激されたリィトは、思わずきゅっと唇を噛みしめた。

「深く傷つけられた世界の神秘を再び打ち壊そうとするか――人の魔導師よ」

　微動だにしていない水精霊ウンディーネの周囲に、水が渦巻く。

「ふにゃっ」

「マスター、指示を！」

「あのっ！」

　この状況、解決策はひとつだ。

　リィトはマンマとナビを遮って、叫んだ。

「なにがあったんですか？　話、聞きましょうか!?」

「……は？」

　ナビから情報が送られてくる。

　水精霊ウンディーネの敵性反応が、消えた。

　――リィトはそっと首にかけていた水筒に手をかけた。




◆




「……ぷはぁ～っ！」

　トーゲン村名物、マタタビ酒。マンマが密かに水筒に詰めて運搬してきたマタタビ酒を、水精霊ウンディーネは一気に煽った。

　全身を構成する水が波打って、わずかに赤く色づいた。

　酒に酔うと顔が赤くなるのは、人間の血が赤いからだが……水精霊ウンディーネが赤くなるのは、いったいどういう原理なのだろう。

「ぐぬぬぅ……」

「村に帰ったら、また、のめますっ」

「ふにゃ……ありがとうなのである、フラウぅ」

　マンマが飲み干されていくマタタビ酒を名残惜しそうに見つめている。

　フラウが持ってきたサンドイッチのベントーは、魚人族フィッシャたちの水泡に守られて奇跡的に濡れずに済んでいる。

　水精霊ウンディーネは固形物を食べることはないとのことで魚人族フィッシャたちに振る舞ったが、具になっているハーブや葉物野菜は食べたことのないようで、まん丸い目を見合わせていた。

　魚人族フィッシャたちは、きょとんとした表情が意外とキュートだという発見があった。

　くだをまきはじめた水精霊ウンディーネの隣に、リィトは腰掛けた。

　赤ベリージュースを片手に、水精霊ウンディーネの話に相づちを打ち続ける。

「はぁ～～～愚か！　寝て起きても怒りが収まらぬ！」

　水精霊ウンディーネは、頷くリィトに気をよくしたのか饒舌さに拍車がかかる。

　フラウとマンマが魚人族フィッシャたちとじゃれ合っているのは、ありがたい。

　床にベントーを広げ、水筒から思い思いのドリンクを飲んでいる。

　これが青空の下ならば、陽気なピクニックだ。実際は、少しも日の差し込まない神殿の奥の奥なのだけれど。

「人間どもが悪いのです。我らから学んだ魔導を調子に乗ってバカスカ使い、空中魔力エアル・マナを枯渇させた……おのれどもは空気がなくては生きられぬ存在のくせに、我ら精霊が空中魔力エアル・マナがなければ存在を維持できぬことをとんと理解しようとせぬ……」

「うんうん、なるほど」

「リィト、とやら」

「はい」

「そなたは、なかなかの使い手とみえる……」

「そうですか」

「わらわの一撃をあのように受け止める……あれは水と土に属する術だろう。人間にしてはよくできておるぞ」

「ど、どうも」

　いやいや、なんだこの状況。

　これぞファンタジーという見た目の水精霊ウンディーネと、居酒屋にでもいるような会話を繰り広げることになるとは。

「我ら精霊の力が失われている中で、あれほどまでの術を行使できるとは……カッスカスの空中魔力エアル・マナでは苦労もあろう」

「ん、あれは過大評価というか」

　水精霊ウンディーネの一撃を受け止めた盾を思い出す。

　おそらく、リィトの植物魔導だけであれば、あっという間に水刃に切り裂かれていただろう……それこそ、リィトごと。

「過大評価？」

「術の威力が増幅されているというか」

「それは……まさか空中魔力エアル・マナを根こそぎ吸い上げる、おまえたちの使う忌まわしい術のことか？」

　一瞬、水精霊ウンディーネの声色が剣呑になる。

　リィトは「いや」と短く否定をした。

　基本的に、今の魔導師が使う術の多くは体内の魔力を使って実行する。周囲の空中魔力エアル・マナを使うことは前提とされていない。だって、ないのだから。

「……たぶん、リコのおかげだ」

「リコ？」

「うぅん、確証はないんだが――」

　本物の水精霊ウンディーネを目の前にして、リィトの中であることが確信に変わる。

「――世界樹の精霊だ」

「なっ！」

　ざぱぁん！

　神殿中の水が激しく波打った。

　水精霊ウンディーネの興奮が、彼女の領域である神殿内に伝わったのだろう。

　マンマが打ち寄せる水から逃げ回り、リィトの膝の上に乗ってきた。

「世界樹のっ！　精霊であるとっ!?」

　水精霊ウンディーネが眠っていた棺を安置していた祭壇は、周囲を水で囲まれている。

　波打ち際で遊んでいた魚人族フィッシャが「ぴゃー」と声をあげて波に攫さらわれて流されていった。

　フラウが心配そうに駆け寄ったけれど、とうの流された魚人族フィッシャたちはうねる波の中で楽しそうにはしゃいでいる。

　この短い時間だけれど、ぎょろっと大きな目をした魚人族フィッシャたちにも表情の変化があるのだなということがわかってきた。

「その話、まことか！」

　ずいっと身を乗り出す水精霊ウンディーネ。

　その表情はまるきり酔っ払いだ。

「推測だけどね」

「伝達ちなみに。水精霊ウンディーネ、あなたの再起動をする際にマスターの取得された称号が活性化アクティブになっています。経緯ログをお見せしましょうか」

　ナビが目を閉じると、その身体が薄く発光する。

　その光が伝わって、水精霊ウンディーネの全身が光を帯びる。数秒後、水精霊ウンディーネは息をのんだ。

「……リィト・リカルト」

　水精霊ウンディーネの声は、感動に震えていた。

　ひし、と両手で手を握りこまれる。

　人の身体ではありえない、水そのものの温度がした。

　膝の上にいるマンマの猫のごとき高い体温とのギャップで、そのひやりとした感触が際立つ。

「再び世界とわらわが繋がったとき、確信していた。わらわを目覚めさせたのは、悪しき人間の業であると……聖なる樹を枯らし、我らを世界から遠ざけ、かつての精霊たちの神殿を穢し貶めた……」

「神殿、を？」

「……汚れた神殿は、汚れた魂を生む。わらわは我が神殿と眷けん属ぞくたちが汚れることをよしとしなかった。ゆえに我が体躯をここに埋もれさせ、我が眷属たちを長らえさせることとした」

「待ってくれ、それって……地下遺跡ダンジョンは、もともと精霊たちの神殿だったっていうことか？」

　ロマンシア帝国で発見された地下遺跡ダンジョンのことを水精霊ウンディーネに伝えると、そこはかつての精霊神殿の場所と一致しているという。

　精霊神殿は人による創造物ではなく、精霊という存在の一部として存在しているのだとか。

「じゃ、じゃあ――」

　リィトは震えた。

　膝の上のマンマも耳をピンと立てている。

「北大陸の対魔百年戦争は、人間が世界樹を枯らしたせい……？」

「それ、大スクープにゃっ」

　愕然とした。

　森林破壊だか環境汚染だか知らないが、昔の人間の狼藉のせいでリィトの異世界生活が作業ゲーと化していたというのか。

　百年前、北大陸で栄華を誇ったロマンシア帝国を突如として襲ったモンスターの大発生は、人間たちにとっては非常にゆゆしき事態だった。

　地下遺跡ダンジョンという人間の英知の及ばない事象と、無限にあふれ出てくるモンスターたち。

　人間世界の生活が脅かされた。

　この百年間、帝国は軍備力の増加に努め、モンスターの大量発生の震源地である北大陸と接しているギルド自治区は徹底した鎖国のために国境線に長大な石の壁を作り、自分たちの領土と民を守る選択をした。

　料理はまずく、生活も快適とはいいがたい。

　異世界ハルモニアは、そういう状況になってしまっていたのだ。

「じ、自業自得っ！」

　リィトは頭を抱えた。

　過ぎたことは仕方がないとはいえ、あまりにもしょうもなさすぎる。

　前世では、環境問題とか持続可能社会とか、「大切ではあるが、自分の人生とは関係ないもの」だと思っていた。

「……再びこの世界に世界樹が芽吹いたのならば、じきにこの森の水源も復活するだろう」

　……と、水精霊ウンディーネ。

　とりあえず、リィトにとっては願ってもいない事態だ。

「じゃあ、川が復活したら村まで水を引いて畑を――」

「百年も経てば、川も泉も我が清流に満ちるであろう」

「ひゃっ」

　……百年？

「いや、じきにって言わなかったか？」

「百年程度、瞬きする間であろう。人の子が三度子を成す頃には、すべては元通りだ」

「そ、それってどうにかなりませんか？」

「む」

　水精霊ウンディーネが表情を曇らせて、フラウに目をやる。

　きょとんと首を傾げる。

「聖なる樹がこの地に再び根を下ろした。だが、水が流れ、地を満たすには水だけではならんのだ」

「水だけでは……あっ」

　トーゲン村の周辺と、東の山のありさまを思い出す。

　平地は荒れ果てた荒野であり、山にはかろうじて木々が残っていたけれど、豊かな山とはいいがたい。

「どういうことでありますか？」

「木だよ」

「ふにゃ？」

「水が豊かな土地になるためには、木が必要だ。……けれど、木が育つには水がいる」

「つ、つまりにゃ？」

「……たしかに、少しずつ状況を改善するしかないのならば、百年で土地が生き返るなら御の字ってことだな」

　乾いた土地に水があふれた場合に、どうなるか。

　答えは、「そこらじゅう水浸しになる」だ。

　水が地中に染み込み、土地が潤うためには植物が必要だ。

　植物の張った根が、大地を柔らかく耕し、流れる水を土中にため込む役割をする。

　逆に、植物がなければ水はその地にとどまることができない。

　木々の伐採の進んだ山に大雨が降ると、地滑りや土砂崩れが起きるのはそういう仕組みだ。

「ふにゃ……じゃあ、村に水を引くのは……？」

　リィトは肩をすくめる。

「フラウ」

「は、はいっ」

「ちょっと、お願いしたいことがあるんだ」

　リィト・リカルト。

　二つ名は、『侵略の魔導師』。

　彼が戦ったあとの土地は、見る影もなく荒れ果てる。

　――人間たちにとっては。










第５話『植林活動は気持ちがいいと思う』




　作戦の決行まで、一週間の時間を要した。

　水精霊ウンディーネ神殿の入り口までやってきたリィトは、大きく息を吸い込んだ。

「水精霊ウンディーネ、起きてくれ！」

　リィトの声が響く。

　その声に応じるように、神殿の周囲を満たしている沢の水がうねった。

　うねり、ねじれ上がり、形をなしていく。

　地上に顕現した水精霊ウンディーネは、日の光に照らされて、地下で会ったときよりも美しく輝いていた。

「……リィト・リカルト、我が名を呼んだか」

「ああ、約束を果たしにきた」

　風が吹く。

　濃い緑の匂いがする。

「……これは」

　水精霊ウンディーネが、わずかに目を見開く。

「……木々が、蘇っている」

「まだまだ、根の定着は遅いけれどね」

「これは、そなたの力か？　人の子の魔導師よ」

「植林だよ、花人族フローラたちが助けてくれた」

　残り少なくなってきたリィトの手持ちの種子を発芽させ、トーゲン村で育て、苗とした。リィトの植物魔導による生長促進すらも、ほとんど必要ないほどだった。

　世界樹の若木の近くに植えて育てると、良質な苗になる。

　日向が好きな苗、日陰でないと育たない苗。それぞれの性質によって、山の随所に花人族フローラたちが苗を植えていってくれたのだ。

　山の土壌は痩せていて、水分も少ない。木を生長させてしまうのは、心許ないが……魔力を多量に含んだ水分があれば、その限りではない。

「ひどいな。大気に聖なる力が少しも含まれてない……とはな」

　水精霊ウンディーネがぼやく。

　かつての世界であれば、ありえないほどに神秘の枯渇した世界。

　魔導師たちが、個人の魔力量という才覚や才能にまかせて魔導を使用しなくてはいけなくなった。

　かつては、この世にあまねく存在していた空中魔力エアル・マナによって、誰もが魔導を行使でき、精霊たちのような高位魔力生命体が息づいていた。

　世界樹が芽吹いたこの地なら、かつての理想郷を再現できるかもしれない。

　水精霊ウンディーネの水で作ったベリー、野菜、そして、ゆくゆくは米。

　最高だ……絶対に美味しい……！

　広大な農園と、炊きたてのごはんを夢想するリィトは、緩む表情を引き締めて、キリッとした声で言い放つ。

「力を貸してくれ、水精霊ウンディーネよ……俺の領地を潤してくれないか」

　空中魔力エアル・マナの枯渇によって弱った水精霊ウンディーネのために、緑と魔力にあふれた環境を復元する。

　称号【世界樹の祝福者】の保持者であるリィトは、どうやら精霊に対して影響を及ぼすことができるようだった。

　休眠モードだったナビが顕現する。

「覚醒おはようございます、マスター……称号【世界樹の祝福者】、活性化アクティベートします」

　ならば。

　リィトがするべきことは、ひとつ。

（決まった……今の言い回し、めちゃくちゃファンタジーっぽかったぞ！）

　思わず、ぐっとこぶしを握るリィトだった。




「……了解した」




　水精霊ウンディーネは静かに目を閉じる。

　風が吹く。

　せせらぎが聞こえる。




　水精霊ウンディーネの体が輝き、ざわめく。

　休眠モードだったナビが顕現する。

「魔力反応、増大――水精霊ウンディーネ、変成します」

　その瞬間、リィトは腰につけた革袋を手にとった。

　その中には、小さな粒状の種子が入っている。

「仕込みは流々、仕上げをご覧じろってやつだな」

　時代劇的なセリフで、ちょっとかっこつけてみる。

　こういうのは、楽しんだもの勝ちだ。




「水は世界樹のまにまに世界を巡る――」




　水精霊ウンディーネの放つ光が最高潮に達し――その体から、大ぶりの剣が出現した。

　水でできた大剣を、水精霊ウンディーネが構える。

　大地に剣を突き刺すと、水があふれ出していく。いや、あふれ出すなんてものではない、噴出してきた。

　と、同時に、水精霊ウンディーネの輪郭がぐにゃりとゆがみ、こんこんと湧き出す水源に変化する。

　神殿が湖になる。

　湖があふれ出し、小川が流れる。

　干上がって久しいけれども、もともと川が流れていたところに水が流れ込む。リィトがこの土地を買ったときに見た地図から、その経路は計算済みだ。

　小川がうねり、川になる。

　どうどうと流れる清水が、しぶきがリィトの頬を濡らす。

「おお……っ！」

「報告。魔力含有量が基準値の四・五倍に達しています」

「よし、これなら――」




◆




　一方その頃、東の山。

　至るところに待機している花人族フローラたちは、今まで感じたことのない気配に「ひゃっ」と声をあげた。

　遠くから、どどど……と響く、低い音。

　多量の魔力を含んだ川が山全体に行き渡る。

「い、きますっ！」

　トーゲン村で育てた苗木を植えた場所に、花人族フローラが数人ずつスタンバイしている。

　一週間。

　苗木を育てながら、リィトが立てた策。

　水精霊ウンディーネを開放し、トーゲン村へ流れる川を確保する。

　水と魔力が流れるその瞬間に、一気に苗木を育てる。

　それにより、数十年分の植林を進めるのだ。

　土壌の定着。森林の再生。それらを一気に片付ける。

　トーゲン村に水を引き、ますます発展する道筋をつける。

　ただし、この作戦にはひとつ問題があった。

　術者であるリィトから遠い場所にある苗を、リィト本人は一気に生長させることができないのだ。

　世にも珍しい植物魔導。

　対魔百年戦争の中で、モンスターと渡り合うために様々な魔導が発達したロマンシア帝国であっても、リィト以外の術者はいない。

　だが――、

「みんな、おねがいっ！」

　フラウの声と、ボディランゲージ。

　それを合図に、苗木の近くに待機していた花人族フローラたちが、いっせいに声をあげた。

「「「「せいちょうそくしんすくすくとそだて」」」

　喋るのが苦手なはずの花人族フローラたちが、舌足らずに叫ぶ。

　それと同時に、水精霊ウンディーネの魔力を含んだ水を一気に吸い上げながら、苗木が急激に生長していく。

　太く、たくましい幹。

　地中深くに張った根。

　水精霊ウンディーネの神殿から、下流を眺めるリィトは黄土色の地面が緑色に染め上げられていく様子に息をのんだ。

　植物魔導を、自分以外の人間が使っているのを目の当たりにして、リィトは思う。

　――ああ、なんて美しい魔導なのだろうと。

　かつてのリィトには、絶対にとれなかった作戦だ。

　花人族フローラたちに、植物魔導を教えたのだ。

　基本中の基本である、『生長促進』だ。

　だが、花人族フローラたちの腕前は、付け焼き刃とは思えないものだった。

　暴走も、枯死もなく、すべての苗が健やかに育っている。

「これは、壮観だな！」

「……さすがです、マスター。花人族フローラたちには植物魔導の特性が備わっていることを見抜くとは」

「フラウのおかげだよ……魚人族フィッシャの泡の中、水馬ケルピーに乗っている時間はそこそこ長かったはずなのに、ちっとも苦しくならなかったんだ」

　人工精霊タルパであるナビは呼吸が必要ない。

　リィト、フラウ、マンマの三人分の呼吸をまかなってくれたのはフラウの頭にある花の光合成だった。

「あいつ、自分と共生している花を操ってたんだよ」

　喜怒哀楽にあわせて花が咲く、花人族フローラと共生している植物。

　リィトはそれを植物魔導のひとつとして定義したのだ。

　農作業の合間に『リィトさんのよくわかる植物魔導講座』をひらいたところ、花人族フローラたちは驚くべき早さで『生長促進』を習得した。




　緑、緑、緑。

　山が染まっていく。




　リィトは革袋から、最後の種を取り出す。

「水精霊ウンディーネ」

「……なんですか、リィト・リカルト」

「魚人族フィッシャたちに、これを」

　神殿の入り口には、魚人族フィッシャたちが外の様子をこわごわうかがっているのが見えた。

　誰が最初に外に出るのかをうかがいながら、お互いに背中を押している。明るいところで見る魚人族フィッシャは、のっぺりしていて、やっぱり案外可愛い顔をしているのだった。

　水精霊ウンディーネに促されて、リィトのもとに魚人族フィッシャたちが集まってくる。

　つぶらな瞳で、じっとリィトを見上げる魚人族フィッシャたち。

　ほとんどの時間を水中で暮らす彼らは、言葉によるコミュニケーションはできない。

（よ、よし、やるぞ……。俺はできる、俺はできる）

　リィトは意を決して、フラウに教わったボディランゲージを開始した。

　珍妙な踊りにしか見えないそれを、全力でやりきる。

「ほっ！　はっ！　よっ！」

　謎のダンスか、あるいは特撮ヒーローの登場シーンのようなポーズを繰り出すリィトを魚人族フィッシャがじっと見つめている。

「このっ！」

「種子をっ！」

「まいてくれ！」

　リィトは魚人族フィッシャたちに革袋に入っていた種子を渡す。

　水精霊ウンディーネ神殿から採集してきた水草を、トーゲン村で栽培したものだ。

　水草に植物魔導をかけるのは初めてだったので非常に苦労したが、どうにか種子を作ることができた。

　川の中の生態系でも一番の基礎になるのが、水草だ。

　水棲生物を操ることはできないが、水中の植物を整えておけば遠からず豊かな川になるだろう。

　釣りとかできるようになるかもしれない。

　そう。釣り、それはスローライフの象徴。楽しみだ。

「……ぷぎゅっ」

　魚人族フィッシャたちは、リィトが必死に覚えてきたボディランゲージを理解したようだ。

　お互いにポーズを決めながら、次々に川のほうへ泳ぎだしはじめる。

「は、はっや！！！」

　ギュンッと音を立てて泳ぎ去って行く魚人族フィッシャたち。

　あのサン●オのキャラっぽいきょとんとした見た目で俊敏なのは、ちょっと意外だった。

　先日の探索のときには、水馬ケルピーに乗るリィトたちへの気遣いもあってゆっくり泳いでくれていたのだろう。

　あっという間に、水精霊ウンディーネ神殿の周囲にはリィトとナビ、そして体からこんこんと水を生み出し続ける水精霊ウンディーネだけになった。

　やがて、水精霊ウンディーネが放っていた光が収まっていく。

　大量に生み出し続けていた水も止まり、あとには清涼で静かな湖と、そこから流れる川が残った。

「あ、水馬ケルピー！」

　神殿から、水馬ケルピーたちが顔を出して湖を駆け回りはじめる。

　リィトたちを背中に乗せてくれた水馬ケルピーが、人懐こくリィトにすり寄ってきた。つぶらで優しい瞳に、長い顔。

　馬、可愛い……っ！

　リィトは、思う存分に水馬ケルピーを愛でた。

「今後は、我が神殿がこの地の水源となるだろう」

　と、水精霊ウンディーネが呟く。

　なるほど。神殿からの湧き水とか、ものすごく高く売れそうだ。水素水とか、そういう感じで。

　前世の記憶にある水にまつわる、ややうさんくさいビジネスに思いを馳せ、遠い目をしてしまうリィトであった。

「……定額制ウォーターサーバーは、ちょっとこの世界にはまだ早いかなぁ。一応、ミーアに話してみるか……」

　赤ベリーの発注ミスにまつわる問題は、水源が確保できたことで遠からず解決するはずだ。

　手元には、わずかに水草の種が残っている。

　川の中は流れが速いため、魚人族フィッシャたちに任せるしかない。

　封印された神殿内部は、どう考えても豊かとは言えない状況だ。

　そこでどうにか水精霊ウンディーネを守るために種族を繋いできた魚人族フィッシャたちは個体数も少ないため、圧倒的に手が足りない。

　東の山で暮らしていた花人族フローラと同じ状況だ。

　まぁ、大所帯よりも、暮らしやすくていいのだけれど。

「……よし、ここは俺たちでやるか」

「了解はい」

　ナビとともに、湖の中に種まきをはじめる。

　湖は小さな沢だったことが信じられないくらいの広さになっていたが、水馬ケルピーたちが背に乗せて手伝ってくれたおかげで、ほとんど時間はかからなかった。

「……おぉっ」

　すべての種まきを終えて、顔を上げる。

　豊かな水源と、緑の山。

　見違えるような光景だ。

　しかも、その水源は失われていた水精霊ウンディーネ神殿――ナビによると、川の水に含まれる魔力量は通常の五倍近い。

　魔力を含んだ水は、植物の育成を大きく助けることがリィトの研究でわかっている。それを応用したのが、リィトの魔力にあわせて品種改良をしたベンリ草による植物魔導だ。

「これは……また村づくりが捗るな」

　種まきを終えた魚人族フィッシャたちが、リィトの元に戻ってくる。

　あとは川を下りながら、魚人族フィッシャたちが植えてくれた水草の種子に植物魔導で発芽と育成を促すだけだ。

　日光は、さんさんと照っている。

　日照も魔力も十分だ。

　花人族フローラたちは、植物魔導は初心者だ。

　ここはリィトがやらねばならない。

　水馬ケルピーたちは、すっかりリィトに懐いてくれているため川下りにも付き合ってくれるようだ。

　乗馬の心得のないリィトにも難なく乗りこなせる。

「推測おそらく、称号【世界樹の祝福者】の効果と思われます」

「称号……って、ちょっとした隠しステータスじゃないのかよ……」

　基本的には、称号なんてステータスは意味を成さない。

　ナビのおかげで、ややゲームじみたステータス分析ができるリィトであるが、今まで見たことがある称号なんて【肝っ玉母ちゃん】【万年二位】【褒め上手】などのギャグみたいなものばかりだった。

　どうやら称号というのは、スキルセットのようなものらしい。

　様々な経験、スキルや特技を取得することで、称号として記録されるらしい。

　【世界樹の祝福者】のスキルセットの中に、魔力生命体と心を通わせられるような効果があるのだろう。

　高位魔力生命体である水精霊ウンディーネを目覚めさせ、水棲の魔力生命体である水馬ケルピーがここまでリィトに懐くのは、そういった理由があるはずだ。

「水精霊ウンディーネ。ありがとう、精霊の復活に立ち会えて、ひとりの魔導師として光栄に思うよ」

「そ、そうか。我らが聖なる樹を再び芽生えさせたのだ、並の魔導師ではあるまい」

「精霊に褒められるとむず痒いけど」

「こほん、その」

「……ん？」

　水馬ケルピーに乗って立ち去ろうとしたとき、リィトの肩を水精霊ウンディーネが掴んだ。

「リィト・リカルトよ。その聖なる樹はどこにあるのだ？」

「村だけど」

「そうか。この目で見てみたいのだが」

「じゃあ、村まで来るか？」

「そうしたいのだが……わらわは神殿から離れることはできんのだ」

「ふむ？」

　リィトは思い出す。

　地下遺跡ダンジョンから生み出されるモンスターたちは、そこから離れた場所に移動すると弱体化して消滅するという特性があった。

　地下遺跡ダンジョンが精霊神殿のなれの果てだとすれば、水精霊ウンディーネにも同じ現象が起きると考えてもいい。Bluetooth イヤホンが端末から離れすぎれば、音質が悪くなっていくのと同じことだ。

　地下遺跡ダンジョンから出てきたモンスターの弱体化には、ひとつ例外があった。

　それはモンスターたちを束ねる『首領』と呼ばれるモンスターが進撃した場合だ。

　首領を倒せば、すべてのモンスターが消滅する。

　逆に言えば、首領を倒さない限りはモンスターの弱体化は起こらない。

「えっと、たしかあれは……」

「検索たしか……首領が擬似的な地下遺跡ダンジョンとして機能していたかと」

　きらっと水精霊ウンディーネの瞳が光る。

「愚かなる人の子の中で、そこに思い至るとは。神殿というのは建物ではなく、在りようなのだ――」

「う、わっ！」

　音もなく滑るように近づいてきた水精霊ウンディーネが、リィトの顎に細い指を添えた。

　涼やかな表情が、目の前に、迫っていく。

「さぁ、わらわの力をその身に受けるとよいぞ、リィト・リカルト」

「……え、は？」

　近い。近い。

　近い、近い、近い、近い。

「……そなたが、我が神殿となれ」

　囁き声が、リィトの耳をかすめる。

　唇が、目の前に迫った――そのとき。

「失礼、水精霊ウンディーネ殿」

「うわ、ナビ!?」

　ナビがリィトの襟首を引っ張り、水精霊ウンディーネとリィトの間に割り込んだ。

「……我らが同胞――によく似てはいるが、まがいものか。わらわの成すことになにか申そうというのか」

　威嚇でもなんでもなく、ただただ、事実を並べる口調だ。

　思えば、目覚めた当初から、水精霊ウンディーネは目の前にいるはずのナビに一いち瞥べつもくれていなかった。

　高位魔力生命体。この世界から、一度は姿を消した存在だ。

　本調子ではないであろう水精霊ウンディーネは、トーゲン村一帯をすっかり変えてしまうほどの魔力を持っている。

　本来の姿であれば、それこそナビなど「精霊の姿をしたなにか」としか思えないだろう。

「……ナビはマスターにより生まれた人工精霊タルパです、水精霊ウンディーネ殿にひとつ確認を」

「人工精霊タルパとな……世界樹の祝福者の眷属よ、わらわになにか？」

「水精霊ウンディーネ殿の実行する操作に、マスターとの身体接触は必要ないかと」

「……ほう」

「高位魔力生命体による身体接触が、マスターにいかなる影響を及ぼすかわかっていない以上、ナビはそれを許可することはできません」

「悪いが、わらわとこの者の魔力同調のためには肌に触れねばならぬ。人の魔力は微弱ゆえな」

「そうですか。高位魔力生命体の行動についての認識を更新します。ただ、申告の通りであったとしても、頭部への接触である必要はないかと」

「……人工精霊タルパよ」

「なんでしょう、水精霊ウンディーネ殿」

「もしや、ヤキモチというものか？」

「なっ！」

　無表情だった水精霊ウンディーネが、わずかに笑った。

「わからんでもないが、この者は今後さらに多くの精霊とまみえることになるだろう……わらわ一柱にそこまで魔力を荒ぶらせていては、身が持たぬぞ」

「ま、まぁまぁ！　待てって、二人とも！」

　リィトは慌てて仲裁に入る。

　万事上手くいっているところで、リィトを巡って諍いが起きては困る。

　トーゲン村の水不足を解消しようとして、せっかく豊かになってきた村を洪水で水浸しにしてしまってはかなわない。

　本調子の水精霊ウンディーネであれば、その程度は造作もないことだろう。

　なんとしても、それは避けなくてはいけない。

　冷静冷徹なナビゲーション・システムのようなふりをして、ナビは意外と嫉妬深い。

　朝寝坊をしたリィトがナビの呼びかけに三回応答しなかっただけでも、かなり冷ややかな対応をされるほどだ。

「とにかく、平和に！　精霊同士、仲良くっ！」

　リィトは、有無を言わさぬ速度で水精霊ウンディーネの手を握った。

「なっ」

「ほら、ナビも！」

　なにかを言われる前に、ナビの手を握る。

　水馬ケルピーに乗ったまま、二人と手を繋いで村へと向かう。

　両手に花ならぬ、両手に精霊だ。

　水草を育てながら、トーゲン村に向かう。

　途中、水精霊ウンディーネとナビで一触即発の状況が何度か起きたが、リィトの必死の調整で大洪水の危機は免れた。

　ああ、中間管理職。

　前世の胃痛が蘇るリィトなのであった。




◆




「す、すごいニャ！　あっという間に山が緑で、川もっ！　水さえあれば、今よりベリー類の安定供給が……っ！」

「にゃふぅ、今すぐ記事にしたいのである……トーゲン村の情報解禁いつになるのにゃ……」

　村長であるリィトも、花人族フローラたちも出払っているためにお留守番を言い渡された猫人族キャッタコンビはそれぞれの商売に思いを馳せていた。

　商人ギルド『黄金の道』所属の商人で、現在、高騰している赤ベリーの受注量を間違えてしまったことによって窮地に立たされているミーア。

　ベリー類の安定供給は、彼女にとって文字通りの死活問題だ。

　発注元の創薬ギルドは、バックに多くの有力ギルドをつけている。ポーションや携帯食料ベイクなどの製造を担い、鎖国中にも帝国と繋がりがあった。

　つまりは、大口顧客かつ、絶対に敵に回したくない相手だ。

　創薬ギルドは、急に安定的かつ戦略的なベリー類の仕入れをはじめたミーアに目をつけたようで、ミーアの弱みを握ってギルドの傘下にしようとしているらしい。

　なんとか、そのような状態にはなるまいと日々、根回しや調整に追われていたミーアだった。

　トーゲン村の抱えていた、ベリーの大量生産ができない唯一の不安要素だった水不足が解消されたことは、ミーアにとって朗報以外のなにものでもない。

　最高だ。

　首の皮が繋がった。

　安心で腰が抜けそうになるミーアが、マンマにもたれる。

　そのとき……村に花人族フローラたちの気配が帰ってきた。




◆




　川に植えられた水草を育てながらトーゲン村に帰り着いたリィトと水精霊ウンディーネは、喝采の中で迎えられていた。

　水精霊ウンディーネと繋いでいた手をそっと離すと、今までになかった魔力の流れを感じる。ナビとの繋がりほどではないけれど、水精霊ウンディーネとの微弱な絆のようなものが発生している。

（……ふむ、魔力が同調する、ってやつか）

「マスター、表情が非常にアレです」

「ひっ」

　殺気に近い気配を発しているナビに、リィトは背筋を凍らせた。

　のどかなトーゲン村に、水精霊ウンディーネと修羅場が到来した瞬間であった。

　水精霊ウンディーネは、トーゲン村の風景を見まわして佇んでいる。

　神々しい風体に……というか、半透明の美女という異様な存在に、留守番を任されていた猫人族キャッタズがてこてこと寄ってくる。

「こ、これが精霊であるか……っ」

「だから言ったのである、本当に水でできた美人さんだにゃ……」

「おおお……」

　興味津々の二人に、水精霊ウンディーネが視線を落とす。

　水晶玉のような瞳が、マンマとミーアを捉えた。

「……目覚めたときにも気になったが、このもふもふとした生き物は、猫人族キャッタ……？」

「ミーたちのことを知っているのかニャッ!?」

「かつて、この地には多くの旅人がやってきた。どの旅団も猫人族キャッタをつれていたが……なるほど、これはいいものだ」

　水精霊ウンディーネが、音もなく空中を滑りマンマを抱き上げた。

　マンマがじたばたと藻掻いた。

　その隣に立っている、目の下に濃いクマを作ったミーアが、ちょっと羨ましそうにマンマを眺めている。

　猫可愛がりされるのは気が引けるけれど、いざ可愛がられている他猫を見るとちょっと複雑な気分になる猫人族キャッタの性なのであった。

「ふにゃ!?　尻尾さわるの、よくないのであるっ」

「おお、あたたかくて柔らかい……」

「ふにゃあああ」

　水精霊ウンディーネは猫人族キャッタがとにかく珍しいらしく、マンマをもふもふとなで回していた。

「……君たちも可愛いと思うぞ」

　それを遠巻きにして、ちょっと寂しそうな表情の魚人族フィッシャたちの一団に、リィトは一応フォローをいれておいた。

　水精霊ウンディーネに可愛がられたい魚人族フィッシャたちは、少しだけ落胆した様子で肩を落としていた。

「ぷぎゅっ！」

　魚人族フィッシャのひとりが、なにかに気がついて駆け出す。

　山のほうから、花人族フローラの一団が降りてきた。

　フラウがその先頭を歩いていて、大きく手を振っている。

「ぷぎゅっ！」

「おーい、ですっ！　大成功ですねっ」

　花人族フローラたちが踊り出す。

　それに答えるように、魚人族フィッシャたちがくねくねと体をくねらせる。

　声が聞こえないほどの遠方でも、ボディランゲージならば問題なく意思疎通がとれる。

　花人族フローラたちは、プレーリードッグよろしくコロニー単位の群れを形成しているが、広大な土地で植物を育てて暮らしている。遠く離れた距離での意思疎通に適しているのがボディランゲージだったのだろう。

　魚人族フィッシャたちが水中での意思疎通のために生み出したダンスと、花人族フローラのそれが似通っているのは興味深い。

「おかえり、みんな」

「ただいまですっ、リィトさま」

「フラウ、ありがとう。通訳がなければ、植物魔導を花人族フローラに教えるなんて、できなかった」

「はいっ！」

　照れくさそうに笑うフラウ。

　実のところ、今回の作戦についてリィトが考えあぐねているときに、花人族フローラたちに植物魔導を教えてはどうか、と提案をしてくれたのはフラウだった。

　彼らに植物魔導の適性があり、彼らをリィトの代わりに魔導を発動させる役割につかせる。

　そんな突拍子もない作戦を実行可能なレベルにできたのは、フラウの力があったからこそだ。

　守るべき少女だったフラウが、背中を預け、ともに大きな作戦を実行するパートナーとして動いてくれた。

　花人族フローラを引き連れて、小走りにこちらへ戻ってくるフラウに、リィトは目を細める。

　日差しの中で輝く笑顔は最高に可愛らしい。

「……頼もしいやら、寂しいやらだなぁ」

「進言たとえば、ロマンシア帝国では領民の権限や能力を制限する施策をとる領主もいたかと記録していますが」

「いやいや！　俺、嬉しいからさ」

「……？　領民の能力向上は生産性の担保の反面、反乱および革命のリスクとなりえます」

「それでも、だよ。いつまでもなにもできないようにしておくなんて、一番たちの悪い支配だよ」

　持ち場での仕事をやりきった花人族フローラたちがぞろぞろと帰ってくるなり、畑に駆け込んでいく。

　彼らにとっては、なによりも自分たちが手塩にかけている畑や植物が大切なのだ。

　川の水に含まれている魔力は、畑にはまだ大きな影響を与えてはいないようだ。

「「「やーーーっ！」」」

　畑の作物の無事を確認した花人族フローラたちは、川へと駆け出す。

　トーゲン村での生活用水や農業用水は、リィトが地下水を汲み出す水道を作ってまかなっていた。

　しかし、埋蔵水の枯渇を避けるために、必要最低限の汲み上げしかできない。正直、キツいところはあるのだ。

　半分は植物である花人族フローラたちは、我先にと川に飛び込む。

　ざばん、ざばん！

　飛び込んだ花人族フローラの身体に共生している植物が、次々に花開いていく。

　つぼみが花開くときには、「ぽん」と微かな音がする。

　あちらこちらから聞こえてくる、開花の音色がトーゲン村に響く。

　マンマをひとしきりモフり終えた水精霊ウンディーネがトーゲン村を見回して、満足そうに頷いた。

　その瞳には、慎ましやかながら美しく手入れされた畑と青い空が広がっている。

　清涼な水とわずかな水草とヒカリゴケの他はなにもない、清潔で寂しい水精霊ウンディーネ神殿にはなかった、光と匂いに溢れた世界だ。

「ああ、美しい土地だ……魔力が満ちている」

　風が吹く。

　畑の緑と、花人族フローラたちの頭に咲いた花が、風にそよぐ。

「アリガトーッ！」

　全身で喜びを表現する花人族フローラたち。

　その時だった。

「……世界樹が」

　村の片隅に植えられている世界樹の苗木が、淡い光を放っている。

　土に染み込んだ川の水が、世界樹に力を与えているのだ。

「ああ、あれが――」

「水精霊ウンディーネ!?」

　輝く世界樹のほうへと、水精霊ウンディーネが駆けていく。

　涼やかで穏やかな表情をかなぐり捨てて、まるで初恋の人との待ち合わせに向かう乙女のような表情だ。

「……っ」

　眩しいものを見上げるように、輝く世界樹の若木を見上げる。

　かつての美しく、豊かだった世界を懐かしむ水精霊ウンディーネを、リィトたちはそっと見守った。

　長い時間、そこに水精霊ウンディーネは佇んでいた。

　その足下には、川から上がってきた魚人族フィッシャたちが寄り添っている。

　きょとん、と不思議そうな表情が癒やされる。

「なんか乾いてきてるけど、大丈夫かな」

　近くに他ならぬ水精霊ウンディーネがいるから心配はないだろうが、眩しい日差しは魚人族フィッシャたちにとっては初めて体験する脅威に違いない。

「リィト・リカルトよ、そなたはまことに世界を愛する者なのだな」

　長い沈黙ののちに、水精霊ウンディーネがリィトに微笑んだ。

「いや、そんなたいそうなものでは……」

「短き人の生に喜び、悲しみ、小さな愉しみを渇望する……それが世界を愛するということなのだ」

　その辺に生えている植物を眺めるだけで数時間を喜び、作業ゲー的な生活を悲しみ、メシマズ世界でいつかうまい飯を食べる日を渇望する。

　たしかに、身に覚えはあるけれど。

　水精霊ウンディーネは柔らかく微笑んで、リィトに手を差し伸べる。

「わらわは、この地を再び愛そう。新たなる樹の芽吹いたこの地を」

「は、はぁ」

　急なファンタジー展開だ。

　なんか、小難しい言い回しで迫ってくる精霊、ものすごくファンタジーっぽいぞ。

　世界樹の光に同調するように、水精霊ウンディーネが光を放つ。

「ナビ、状況報告頼む」

「……。了解」

「えっ。なんだよ、今の間」

「別に」

「別にって言っている人は、たいがい別にって思っていないんだよ……知ってるか、ナビ？」

「解析完了これはすごい」

「無視かよ……っ！」

　契約主マスターの扱い、雑すぎないだろうか。

「水精霊ウンディーネからリィト・リカルトへ、契約の申し入れです」

　契約。

　つまりは、リィトとナビのような関係になるということだ。

　リィトはナビに顕現に必要な『この世界との接点』を提供する。

　ナビはリィトに『自らの権能によるサポート』を提供する。

　両者の間には、破ってはならない誓いが交わされる。

　リィトとナビの間にあるのは、『互いを決して裏切らない』という誓いだ。

「水精霊ウンディーネ、君の掲げる誓いはなんだ？」

「……リィト・リカルトが世界を愛し続けること。わらわは、それを望もう」

「そうだな、これからは楽しく生きる……ってことでいいのなら」

「ああ、それで十分だ。世界樹を芽吹かせたのは、そなたの徳と力あってこそであろう。……草木を育て、愛でる者たちに水の祝福があらんことを」

　水精霊ウンディーネが差し伸べた手を、リィトがとる。

　瞬間、水精霊ウンディーネの放つ光が大樹のように空へと伸びる。

　呼応するように、世界樹が光り輝き、同じように空へ伸びる光の柱となった。




「水は世界樹のまにまに世界を巡る――命を育み、再生と調和を司らん」




　水精霊ウンディーネの言葉とともに、トーゲン村が光に包まれた。




◆




「ふぅ、特急竜車用の走竜とはいえ、長旅には違いありませんね」

　アデルことアデリア・ル・ロマンシア第六皇女は、トーゲン村に向かいながら青空を見上げていた。

　もうすぐ到着だ。

　ウンディーネ神殿の探索の日には一日中眠りこけてしまって蚊帳の外だった。

　帝国での公務の合間に、お忍びでトーゲン村に通う日々。

　肉体的には疲労がたまっているのだが、心が安まる瞬間のために行き来をやめられない。
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「ヌシはどうしているでしょうか、楽しみです」

　東の山に生息していた猛虎型モンスター『ヌシ』をパワーと筋肉でねじ伏せてからというもの、すっかりヌシに懐かれている。

　もふもふの猫型モンスターは、敵に回れば脅威ではあるが、懐かれれば可愛い。とても可愛い。

　早く会いに行きたい。

　早くモフりたい。

　そして、アデルの信奉するリィトが、今度はどんな面白いことをしてくれるのか。ウンディーネ神殿の探索では、どんな成果があったのだろう。

　遺跡であるから、たとえばウンディーネの痕跡とか、宝物とか、新たな発見をしているかもしれない。

「……ん？」

　トーゲン村の方向に、巨大な光の柱が出現している。

　天まで届くほどに輝く光の柱が……二本。

「な、なんでしょうかアレは……!?」

　アデルは走竜の腹を蹴って、先を急ぐ。

　馬スホースの数倍の速度で走ることができる走竜（という名のトカゲ）の大きな足が、地面を捉えて蹴っていく。

　土つち埃ぼこりを巻き上げながら、トーゲン村まで急ぐアデル。

　ひゅっ、ひゅっ、と走竜が苦しげに呼吸をする。

　そもそも、日々筋トレを怠らないアデルは、艶やかな見た目とは裏腹にそれなりの重量がある。

　それに加えて、走竜は自分の能力の限界までを発揮して走っている。

　理由はひとつ。

　アデルが、そう望んでいるから。

「頑張ってくれてありがとう、走りましょう！」

　その一声が、走竜をさらに駆り立てる。

　幼い頃から動物に好かれていた。

　リィトが彼女のステータスを参照すれば、そこには称号【動物好き】が燦さん然ぜんと輝いている。

　畜産農家や羊飼いなどに所持者が多い称号だが、なにかのバリューがあるわけではない。

　皇女という立場や名誉騎士団長という地位には、あまりマッチしていない称号だったためにリィトはまったく気にかけていなかった。

　帝国内では、通常の動物よりもモンスターのほうが多く生息していたため、有効な能力でもなかった。

　しかし、リィトの活躍によって対魔百年戦争が終結した今、帝国内でも徐々に家畜や愛玩動物への注目が高まっている。

　アデルは、強い。

　鍛え上げられた肉体による、圧倒的な強さ――それは、動物たちをアデルの味方にする。

　動物たちは、本能的に強い者に惹かれる。

　そして、まっすぐで心優しい存在を慕う。

「あの光の柱……悪しきものではなさそうですが」

　リィトを心配するアデルを乗せた走竜は、力の限り爆走する。




◆




　ウンディーネの契約の光が収まると、トーゲン村の様子は一変していた。

　リィトの植物魔導や世界樹の祝福ですくすくと育っていたトーゲン村の作物に、瑞々しい露がおりている。

　土には潤いがあり、生命力が大気に満ちている。

「す、すばらしいにゃ……っ！」

「ウニャーーーッ！　こ、これだけ水があればっ！」

「ああ、そうだな」

　リィトは畑の片隅にある蛇口に歩み寄る。

　水不足のこの土地にやってきたときに、ベンリ草で作成した地下水を汲み上げる水道だ。

　生活用水から農業用水まではまかなってくれていた、トーゲン村の生命線だ。雨のほとんど降らないこの土地で、豊かなスローライフを送れていたのはこの地下水のおかげだ。

　地下水というのは、大昔に降った雨が植物たちの力で地中に流れ込み、途方もない時間をかけて濾過され、ため込まれていくものだ。

　ナビの解析の結果、この一帯の地下水は決して豊かではない。かつての自然の恵みを切り崩す行為を続けるのは、リィトとしては避けたいところ。

　というわけで。

「今まで、ありがとうな」

　リィトはそっと、蛇口を閉じた。

「……生命枯死しおしお」

　指先が蛇口に触れた瞬間に、蛇口は枯れて朽ちて、土の一部となった。

　蛇口としての役目を終えても、これはトーゲン村の土の一部となる。

　植物は、生きている間はその根で土を支えて、死んでからも大地となる。そういう存在なのだ。

「……とはいえ、緑肥だけじゃ心許ないけどな」

　農作物を作る際に使われる肥料は、大きく分けて「緑肥」と「堆肥」に分けられる。緑肥は枯れた植物を肥料にしたもので、堆肥は動物の糞を発酵させたもの。緑肥であれば、生長促進すくすくと生命枯死しおしおを繰り返して大量生産ができるが、どうしても堆肥の栄養価にはかなわない。

　ゆくゆくは畜産もしてみたいところだ。水の心配がないというのは、そういった方向に村を発展させることも許されるということで。

「また楽しみが増えたな」

　思わず、小さくガッツポーズをした。

「通知おっと！　――称号【ウンディーネの契約者】を獲得しました」

「また称号か」

「戦いの日々よりも、このような土地にやってきてからのほうがステータスが上昇するとは……」

　ナビが、なかば呆れたように言った。

　――そのときだった。

「リィト様ぁああぁぁっ！」

「ほげっ！」

　背後から猛烈な勢いで、リィトに抱きつく――いや、タックルをかます者がいた。

「あ、アデル……」

「先ほど、村でなにやら不穏な光が！　なにかあったのですか」

「あ、ああ……たぶん、ウンディーネの……」

「神殿の探索でなにかあったのですか!?　モンスター討伐であれば、このアデリア・ル・ロマンシアが全力で助太刀を」

「ち、ちが……」

　直情的で純粋で熱血漢。

　優れた筋肉の持ち主であるアデルは、思い込んだら止まらないタイプだ。

　リィトの背骨がミシミシと音をあげていたとしても、アデルの重いは、いや、思いは止まらない。

「リィト様になにかあったらと思うと……胸筋が引きつりそうでしたわ」

「そ、それは心臓が張り裂けそう、かな……？」

「とにかく心配でした！」

　ぎゅうぎゅうと締め上げられて、落ちる寸前のリィトを救ったのは、ウンディーネだった。

「そなたは我が契約者を害する者か、人の子よ」

「……人型のモンスターですわね」

　アデルに殺気が宿る。

　リィトは慌てて否定した。

「ち、ちがう。彼女は……ウンディーネだ」

「…………は、はい？」

「さよう。わらわはウンディーネにして、リィト・リカルトと契約によって結ばれたこの地の清流の守護者なり」

「……なっ」

　帝国と行き来しているアデルとは、リィトは長らく入れ違いが続いていて会えていなかった。

　ウンディーネ神殿の探索へ行く、というところまでは知っていたアデルだったが、まさかウンディーネが発見されていたとか。

　しかも、リィトがそのウンディーネの契約主になっているとか。

　にわかには信じられなかった。

「な、なん!?　ちょ、ちょ、ちょっとお待ちください！　これはいったいどのような状況で!?」

「えーと、話せば長いというか」

「……ふむ。敵対者ではないのか」

　ウンディーネはアデルをじっと見つめて、ふいに興味を失ったようにそっぽを向いた。

「では、わらわは顕現を続ける必要もあるまい。神殿に帰る」

「ぷぎゅっ」

　徐々に消えていくウンディーネに、魚人族フィッシャたちが不安そうに飛び跳ねる。

「案ずるな、わらわはお前たちとともにある。神殿に戻ればいつでも相まみえることができよう……」

　ウンディーネの本体は、神殿にいることで最も効率的に力を回復できるらしい。

「我が契約者よ」

「うん」

「――わらわの権能の一部はそなたに預けるぞ」

　そう言い残して、ウンディーネは消えてしまった。

　魚人族フィッシャたちがきょろきょろと辺りを見回す。

　姿は見えなくても、ウンディーネの気配は途切れていない。

　リィトの治めるトーゲン村が、ウンディーネの加護の元にあるからだろう。

　魚人族フィッシャたちは、また安心したように村の中を興味深そうに散策しはじめた。彼らにとっては数世代ぶりの神殿外の世界。興味が尽きないようだ。

　リィトはウンディーネが言い残した言葉が気になっていた。

「……権能って？」

　ナビが、即座にリィトのステータスを探査スキャンした。

「新スキルの獲得を確認しました」

「まぁ！　リィト様が新たなるお力を！」

　スキル『探羅万象』に続いて、新しいスキル。

　称号【ウンディーネの契約者】を獲得した今、かなり期待ができそうだ。

　ファンタジー感あふれる格好いいスキルに違いない。

「……困惑えぇ……」

「どうした？」

「……――新スキルの獲得を確認」

　ナビの言葉に、全員が身を乗り出す。

「どんな新スキルなんだ？」

「にゃ？」

「ニャッ」

「…………うろ」

「え？」

　ナビが、なぜか恥ずかしそうに目をそらす。




「……新スキル『じょうろ』を獲得しました……」




　しん、と。

　静寂がトーゲン村を包んだ。

　じょうろ。

　……じょうろ？

「それ、どんなスキルなのにゃ……？」

　全員の純粋な疑問のまなざしに、リィトは首を傾げる。

　じょうろって。

　あの、花に水やりをする？　ぞうさんの形にデフォルメされがちな？

　頭の中に、ウンディーネの声が響く。




　――この地を潤すのに、力のほとんどを使ってしまった……再び力を蓄えるまでは、そなたに託せる権能はそれだ。

（えええ……せめて『如雨露』とか、そういう当て字で……）

　リィトが新スキルに戸惑っていると、

「あっ、だいじょぶ、ですか!?」

　フラウが慌てて駆けだした。

　その方向を見ると、魚人族フィッシャの一匹が地面に倒れて目を回していた。

　どうやら、村のあちこちに咲いている小さな花が珍しく、じっと見ている間に干からびてしまったらしい。

　ぬめっとしていたはずの体表が干からびている。

　周囲の魚人族フィッシャが慌てて助け起こそうとするが、彼らも水分不足で焦燥しているようだ。

「いけません、お助けしなくては」

「川に運ぶニャッ!?　お魚くわえるのは得意だニャッ！」

「くわえちゃだめだろ」

　川までは走って数分。

　急いで運べば命に別状はないだろうが、一刻を争う。

　そもそも、この状態から水に放り込んでいいのだろうか。

　直射日光でほかほかになった体をひんやりした水に浸したら……うん、気持ちよさそうだ。

「……ん？」

　リィトは、あることに気がつく。

　倒れている魚人族フィッシャの体は、触ってみるとまだ湿り気を帯びている。

　ただし。頭部に、丸いものがついている。

　日向の直射日光にさらされて、すっかり水気がなくなってしまっている。体表と同じ色味なのでわかりにくかったけれど。

「これ……か、カッパの皿……!?」

　そう。

　リィトにはなじみの深い、カッパの皿だ。

　河童カッパといえば、皿。その皿が乾くと動けなくなるやつ。

　そのとき、右腕に違和感を感じたリィトは、思わず右手首を掴んだ。

「み、右手が……う、うずっ!?」

「マスター、スキル発動の準備ができています――スキル『じょうろ』、発動まで三、二、一――」

　ナビの声と同時に、リィトの右手から――水があふれ出した。

「うわぁ！」

　干からびて倒れている魚人族フィッシャの頭の皿に、リィトの手からあふれ出した水がじゃばじゃばと注がれていく。

　数秒もたたないうちに、魚人族フィッシャがぱちりと目を開いた。

「ぴぎゅ……ぷぅ……？」

「き、気がついたかい？」

　なにが起きたのかわかっていない魚人族フィッシャが、むくりと起き上がってキョロキョロと周囲を見回して……リィトを見上げた。

「……ぴぎゅぷぅ～～～っ！！！」

　むぎゅっと魚人族フィッシャに抱きつかれて、リィトはぎょっとする。

　陸上では意外と可愛らしい鳴き声をあげる魚人族フィッシャが、リィトの周囲を取り囲む。

「ぴぎっ！」

「ぷぎゅ！」

「ぴきゅーっ！」

　リィトの手から水が出ることに気がついた彼らが、自分の皿にもかけてくれと頭を突き出して揺れている。

　モッシュピットの真ん中に棒立ちになっているロックスター的な絵面になりつつ、リィトは魚人族フィッシャの頭に水をふりかける。

「……これ、もしかして際限なく出るのか？」

「肯定はい、水の勢いは一定ですが、ウンディーネの魔力が枯渇しないかぎりはスキル『じょうろ』の発動に制限はありません」

「それは便利だな！」

　水の有無は本当に重要だ。

　植物だって人間だって、水がなければ生きていけないのだから。

「リィト様!?」

　アデルが驚愕に震えた。

「その……水を際限なく扱える能力を得たと言うことは……旅や進軍につきまとう制限がなくなったということですよ……!?」

「ニャああ……な、なんとぉ……ッ！　こんなスキルがあったら行商可能な地域が増えるニャ……ッ！」

　アデルの言葉に、ミーアもコトの重大さに気がついたようで毛を逆立てて衝撃を受けている。

「あっ」

　そういえば。

　飲用水の確保というのは、あらゆる活動の基礎にある。

　進軍にせよ行商にせよ、水さえあれば……という状況は無数にある。

　いかに高位の水魔導師といえども、無から水を生み出すことはできないのだ。空気中の水分を凝固させて水を生み出す、という芸当もできるが、それこそ帝国で『賢者』とされるひと握りの魔導師が隠し持っている奥の手というレベルだ。

「……ま、当面は使う必要はなさそうかな」

　となると、このスキルについてはあまり知られないほうがよさそうだ。

　秘密をばらすような者はトーゲン村には出入りしていないが、念のため気を引き締めておこう。

「はーぁ……もったいないにゃあ……」

　マンマが溜息をつく。

　ウンディーネ神殿での一件は、『嘘か真実か、ガルトランド都市伝説』という眉唾もののエピソードを集めた記事にすることになっているらしい。

「ふにゃ……この大発見も一切合切記事にできないオフレコなんて、まさに猫人族キャッタにパァルであるにゃあ……」

　リィトは改めて、トーゲン村を見回す。




　瑞々しい畑に、こぢんまりとした家々。

　その間を走り回る花人族フローラと魚人族フィッシャ。

　光を纏った世界樹の苗木。

　そして、新たに得たウンディーネの加護。




「……水があれば、水耕ができる」

　リィトは震えた。

　そう。

　この異世界ハルモニアの一番の問題点。

　飯が不味い。

　それを解決する日がきたのだ。

「米が……米が作れる……っ！」

　トーゲン村の資源とリィトの植物魔導……今の状況ならば、豆も米も麦も作れるはずだ。

　バリエーションの少ない味の薄い料理とはおさらばだ。

　リィトは思わずあふれた涎を拭き取って、新たな可能性に思いを馳せるのだった。
















３章『帝国ってのはろくでもないと思う』










第６話『お姫様王女様だって休みたいと思う』




　ロマンシア帝国、首都。

　中心地にそびえる堅牢な城の一角で、荒い息づかいが響いていた。

「……くっ、……あぁっ……ぐ……あぁぁっ！」

　苦しげな息づかいは、うら若い女のものだとわかる。

「んっ、ふぅっ……あっ……っ」

　リズミカルに、責め苦に耐えるような吐息が漏れる。

　悩ましいその声は――ロマンシア帝国第六皇女、アデリア・ル・ロマンシア――通称アデル姫の居室から響いている。

「んんっ…………っ、ハァ、ラストオォ……ですわっ！」

　ひときわ高い声をあげて、幅広の腕立て伏せをしていたアデルが床に崩れ落ちた。

　玉のような汗が額に光っている。

　日課の筋トレのクライマックスの風景だった。

　この時間帯にアデルの部屋の周囲を警護する係が誰になるかを巡って、若い衛兵たちの間でたびたび喧嘩になる。
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　やましい気持ちはない。決してやましい気持ちはないけれど、変わり者ながら美姫として名高いアデルの艶やかな声には興味が湧いてしまうわけで。

「あぁ……気持ちがいいっ……」

　上腕二頭筋をいじめ抜いて恍こう惚こつの表情を浮かべるアデル。

　普段であれば、扉の外に張り付いていた気配がそそくさと退散していく頃合いだ。

　しかし。

　今日に限っては、その気配がなかった。

　そもそも、扉の外の気配が普段とは違う。

　たとえるならば、モンスターに対峙した初陣の兵士のような緊張感が漂っている。

「……？　妙ですわね」

　汗を拭きながらアデルが首を捻っていると、扉が叩かれる。

　コンコン、ココン……という独特のリズムに、アデルは眉をひそめた。

「アデリア姫、ご機嫌いかがかな」

　アデルの長兄である、フランク第一皇子だった。

　年は二十近く離れているため、兄というよりも父親のようにアデルに接してくる。

　すでにフランクとアデルの父は、対魔百年戦争の最中に他界している。

　祖父に当たる現皇帝の跡継ぎとして、もっとも有力な皇子のひとりだ。

「……兄上」

「肉体の鍛錬はいいが、髪や肌の手入れこそ姫君の本分ではないのかね」

「もちろん余力のある限りは容貌にも気を配っております……帝国の象徴たる一族の血を軽んじてはおりません」

　自分でも驚くほどに硬い声色での返答に、アデルは「しまった」と思った。

　フランクは、他人から反論されることが大嫌いだ。

　特に、相手が女子どもであるのならばなおさら。

「率直に言おう。とっとと嫁に行ってくれ、行き遅れになるぞ、アデリア姫」

　不機嫌を隠そうともしないフランクは、そう吐き捨てた。

　ああ。またこの話か。

　心底うんざりしているのを悟られないように、アデルは言葉を選びながら逃げを打つ。

「……名誉職とはいえ騎士団の一角を預かる身です、戦後の混乱や各地の残存魔獣の駆逐も済まないうちに婚姻など」

　アデルの第六皇女という立場は、本来であればすでに王城にはいないはずの存在だ。

　ロマンシア帝国は、ひとつの帝国であると同時に小国の集まりだ。各地を治める領主たちとの関係は帝国の地盤であるといえる。

　要するに。

　帝国の皇女というのは、政略結婚のために存在しているのだ。

「兄上には申し訳ありませんが、私はまだまだ戦後処理に――」

「そのことだが、女が前線に立っていたのは非常時だからこそ。今やロマンシア帝国は対魔百年戦争を乗り越え、復興期となった」

「……と言いますと？」

「生めよ殖やせよ、ということだ。お前ももうそろそろ観念しろ……今回の縁談は断れん、相手はジュリアン・クレイグ辺境伯だ」

「クレイグ辺境伯……」

　ロマンシア帝国を構成する領主のなかでも、別格の存在だ。

　ガルトランド自治区との国境線である海岸――対人特区の統治権を認められている。

　辺境を統治し、守護するその手腕は帝国にとってなくてはならないものだ。その信頼に比例するように、多くの特権を与えられている。

　当代のジュリアン・クレイグは、モンスターたちの大量発生地でもあったクレイグ領を守り通した、非常に帝国内での地位と評価の高い人物だ。

　優秀な戦士であり、統率力もある。

　ジュリアン自らが戦地に赴くこともあった。

　年の頃は四十半ば、初老とはいえ男盛りだ。

　二人の妻を失っており、三人目の妻と先頃離縁したとかいう噂だ。

　そして。

（……たしか、戦時中から何度か求婚をされていましたわね……）

　非公式なものであったが、戦地で何度かアプローチをされたことがある。

　このクソ忙しい時になにを、というのがアデルの率直な感想だった。

　塩対応にもめげずに、アデルに何度も求婚をしてくるジュリアンへの印象は非常に悪い。

　優秀な人物ではある。

　しかし、公私混同の姿勢はいただけない。

　問題は平和な時代になり、彼の発言力が増したことだ。

　ガルトランド自治区との交易が再び活性化しはじめたことをきっかけに、彼の領地のインフラ整備や治安への関心が高まっている。

「クレイグ領が独立すれば、帝国の発展と平和が脅かされるのだ……あの男は、お前に執心している。この機会は逃せない」

「兄上！」

　アデルの返答を待つことなく、フランクは部屋をあとにした。

「……はぁ」

　豊かな金髪を掻き上げて、頭を抱える。

　なにもかもが面倒だが……ひとつ、気になることがある。

「クレイグ領の重税問題……気になるところです」

　帝国の中心地からかなりの距離があるクレイグ領において、領民たちに不当に重い税金がかけられているという報告がアデルの耳に入っていた。

　かつ、ジュリアンは疑り深い性格で、中央から派遣された役人に領地の実態を決して見せないようにしている。

　中央で実態が把握できないため、終戦後も長らく放置されている現状だ。

「…………」

　クレイグ領の現状に心を痛めているアデルは、ふと考え込んでしまう。

　もしも。

　……もしも、アデルがこの求婚を受けさえすれば。
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　久々にトーゲン村にやってきたアデルは、到着してすぐに寝落ちした。

「おぁ……ふかふかで……いい匂いですわ……」

　積み上げた麦わらに沈んでから数秒で、穏やかな寝息を立てはじめたアデルに、フラウがそっと布をかけてあげていた。

「つかれ、だけじゃないです」

「だろうなぁ、昔から抱え込む性格だったし」

　目の下にクマを作っているアデルに、リィトは溜息をついた。

　民を守るために戦う自分でありたい。それがアデルの願いだ。

　そのための筋肉をよりよく鍛えるために、睡眠と食事とトレーニングをなによりも大切にしている。

　その彼女が、寝不足で目の下にクマを作っているというのは異常事態だ。

「悩み事か……うぅん、恋の悩みか？」

　いや、アデルに限ってはないだろう。

　リィトのことを偉大な魔導師として信奉しているアデルだが、色恋沙汰的なことになったことは一度もない。

　よくも悪くもさっぱりしている皇女様なのだ。

「ん……むにゃ……」

「よく寝てます」

「麦わらの匂いって、なんか安眠効果あるもんな」

「マスター、その件でミーアさんから打診がありました。こちら、寝具の材料として買い上げを希望されていると」

「うーん、今のペースでの生産はできないから保留で」

「了解はい、そのようにお伝えしておきます」

　植物魔導による生育のブーストは、万能ではない。

　当然ながら、植物が育つということは土地のリソースを消費するのだ。ウンディーネ神殿から流れ出る、魔力豊富な川の水という助けはあるが、土壌の栄養分は確実に減ってしまう。

　この土地で栽培するのに適した品種の開発が終われば、あとは花人族フローラたちに通常通りに育ててもらうつもりだ。

　植物を育てることがなによりも好きな花人族フローラたちは、トーゲン村の畑が広がるたびに小規模な宴を開いているほどだ。

「そろそろ小麦は、花人族フローラたちに任せてよさそうだな」

「ええ、フラウさんに引き継ぎをしましょう」

　ウンディーネの加護を得たトーゲン村では、少し前から麦の栽培が行われている。

　通常であれば一年をかけて栽培が試みられる農作物の施策も、植物魔導の基本である生長促進すくすくと生命枯死しおしおがあることで、高速で試行をすることができる。

　リィト以外にも、花人族フローラたちが植物魔導を使えるようになったことは大きい。

　リィトが小麦の味や収穫量などを上げるための品種改良をし、花人族フローラたちがこの土地で育てるのに適した品種改良をする。

　そうしてできあがった小麦は、味もよくて、病気に強い、農家が喉から手が出るほどに欲しくなるような代物に仕上がった。

　麦穂が揺れる一面の畑は、いよいよ村が発展してきたという感じがする。

　これならば、稲作ができる日も近い……はずなのだが。

「米は、原種が見つかってないんだよなぁ」

「コメという植物についてはデータがありませんが、温暖な気候が頒布地域であると聞いています」

「うん、もとは南方の植物だったって……教科書で読んだ気が……」

　今となっては新潟や北海道などの豪雪地帯が「こめどころ」として名高いが、もとは温暖な地域の植物だったらしい。

　ロマンシア帝国はかなり寒冷な気候である。

　原種さえあれば品種改良はたやすい。植物魔導とはいえ、原種を生み出すことはできないのだ。

　すでに栽培されていた麦を使って、米っぽいなにかを作ろうと思っていたのだが、どうやっても上手くはいかない。美味しくない。

「というか、それ以前に……今ある作物をどうするかだよなぁ」

「余剰生産についての報告レポートを読み上げましょうか？」

「いや、いいよ。収穫までには卸先を考えないとなぁ……ガルトランドの相場を崩してもまずいし」

　花人族フローラたちは、水不足が解消したことを幸いと、どんどん畑を拡張しているのだ。

　好きなだけ植物を育てられる今の状況は、花人族フローラたちにとっては最高の状況だ。

　それだけに歯止めが利かなくなってしまい、トーゲン村やミーアによる商業ギルドへの出荷量をはるかに超えた生産量になっている。

　まだ実りの季節は先だけれど、このままでは過剰生産で大変なことになってしまう……のだが。

　保存できるように加工するなどの打つ手はあるし、生命枯死しおしおで対処することもできそうだ。

　今から思い悩む必要もないだろう。

「よっこいしょ、と」

　リィトは立ち上がって、ぐっと伸びをする。

　すやすやと眠るアデルが、フラウのかけてくれた布にくるまっている。が、初夏とはいえ、少し肌寒いようでアデルが小さく呻く。

「おっと……毛布とかあったかなぁ」

「体温がやや低下していますね、なにか温かいものを……」

「なにか悩み事でもあるんだろうなぁ……」

「アデルさんは今回は長めのご滞在になるとおっしゃっていましたので、休養プログラムをご提案してみましょうか」

　休養プログラム。

　最近、ナビができるようになったことだ。

　トーゲン村の畑の拡張やウンディーネ神殿の復活など、商売のタネや特ダネを掴んだことで仕事が忙しくなった猫人族キャッタズは、トーゲン村にやってくるときには完全に疲れ果てた燃えかすになっていることが増えた。

　大都会、ギルド自治区ガルトランドでの疲れを癒やすため、ハイキングや川下り、ウンディーネ神殿でマイナスイオンを感じながらのお昼寝、花人族フローラの畑仕事を手伝ってからの焚き火を囲んでバーベキュー……。

　とにかく、トーゲン村ののどかな自然を満喫できるアクティビティをナビから提案しているのだ。

　そのおかげか、トーゲン村をあとにする頃には毛艶もつやつや、おめめもキラキラ、爪もピカピカの完全無欠の猫人族キャッタとなっている。

「――マスター、半歩下がってください」

「ん？」

　そのとき。

　東の山のほうから、一陣の風が吹いた。

　巨大なもふもふが音もなくやってきた。

「あっ！　ヌシ！」

「がぅ！」

　猛虎型モンスター。ヌシ。

　東の山に生息していた猛獣で、花人族フローラたちが崇めていたヌシである。

　アデルによりボコボコにされたのち、彼女のことをボスとして慕っているのである。要するに、アデルの巨大な飼い猫なのである。

「お前、本当にアデルのことが好きだな……」

「ぐるる」

　グルーミングの音が響き渡る。

　かつて山で対峙したときに感じたような恐ろしい脅威はなく、本当に大きな飼い猫だった。

　寝ぼけ眼のアデルがヌシに抱きついて、ふかふかと暖をとる。

　初夏の日差しのなかで温まった毛皮は、ふかふかのお布団の匂いがする。

　天日干しの布団の匂いの正体は太陽光で死んだダニというのは、いったん考えないでおこう。

「……ん、ヌシ……あなた……」

「んぐにゃん？」

「どうしたんだ？」

「これ、ヌシの子どもたちですわ」

　アデルがリィトに差し出したのは、両手で抱っこできるサイズの猛虎型モンスターだった……要するに、もっふもふの猫である。

　あどけない表情で、抱っこしているアデルの指をなめている。

　ヌシの毛皮にしがみついていたようだ。

　全部で三匹。

　白、黄色、黒……と、高位の猛虎型モンスターであるヌシの体毛を三頭分したような見た目をしている。

　ヌシ、メスだったのか。

　というか、父親は誰だとか。

　そういった疑問が駆け巡ったが、リィトの脳はたったひとつの単語に支配されてしまった。

　そう、たった一言。

「んぎゃわいいっ！」

　こちらの人生がはじまってから、産声以来一番デカい声を出した。

　リィトはのちにそう語る。

「こ、子猫……だと……!?」

「小さいですがヌシの子ですから、子トラというか、子ヌシというか……ですわね」

「可愛い……っ！」

　リィト、撃沈。

　猫人族キャッタだって、それは可愛い。

　しかし、ミーアとマンマは友人であって、あまり大々的にもふもふすることはできない。

　求められればなでたり捏こねたりはするけれど。

「う、うわ～～っ！　可愛いな、おい……これが……猫っ！」

　前世での悲願、猫でも飼ってのんびり暮らすこと。

　リィトは目の前に現れた「最終目標」に震えながら手を伸ばす……が。

「いでっ」

　かぷ、と噛まれた。

　どうやら怯えさせてしまったらしく、三匹の子ヌシはアデルの胸元に潜り込んでしまった。

　鍛え上げられた胸筋が形作る芸術的な造形は、ロマンシア帝国の兵士たちの間では語り草だった。

　戦闘中にどこ見てるんだ、とリィトは常々思っていたけれど。

「どうしてアデルばっかり懐かれるんだ……？」

「アデルさんの称号になにか効果があるのか……あるいは、アデルさんの性質が称号取得のきっかけになっているのか」

「卵が先か、鶏が先かって感じだな」

「むにゃむにゃ……」

　眠るアデルを守るように、近くに座り込むヌシ。

　ヌシのまわりで、ちょろちょろと遊びまわっている子ヌシたち。

　大変に可愛らしい。

「……？　なにか気になるのか、ヌシ」

　ヌシがじっと空を見上げていた。

　その先には、枝を広げる世界樹がある。

「ふむ……？」

　そういえば。

　ウンディーネが復活してから、リコの姿を見ていない。

　夢にも現れていないが……樹木の本体だけは、活き活きとしているのだ。

　リィトにスキル『探羅万象』と称号【世界樹の祝福者】を授けたあとに、眠りに落ちるように消えてしまった。

　ウンディーネとリィトが契約した際に、世界樹も光り輝いていたわけで。

　世界樹の精霊（仮）、リコとまたすぐに会えると思っていたのだけれど……今のところは、音沙汰ナシ。

（まるで、力を蓄えているみたいな……？）

　すやすやと眠るアデルが目覚めたのは、すっかり日が暮れた頃だった。




◆




　ロマンシア帝国クレイグ領は、北大陸の海岸線にある。

　領地の端にある火山の影響で、乾いた温暖な土地だ。火山灰由来の水はけのよすぎる大地と、吹きすさぶ海風……農業には適していない領地が広く広がっている。

　火山の近くには大規模な地下遺跡ダンジョンが発生し、火属性のモンスターが大量発生したことがある。

　戦時中からガルトランド自治区との密貿易で領民の一部は潤っていたが、大半の領民は飢えている。

「……というわけでして」

　ヌシに寄り添われ、膝に三匹の子ヌシを抱いたアデルが背筋を伸ばす。

「このたび、私に求婚しているクレイグ辺境伯ですが、やはり看過できません。自国内での生産能力向上について、あまりにも無頓着かと」

「ふむ」

　アデルの熱弁に、リィトは腕組みをする。

　鍛え抜かれた筋肉のせいで忘れがちだが、彼女は非常に理路整然とした主張を持っているし、それを伝えるためのまっすぐな言葉を持っている。

　トーゲン村の夕食は、ごく簡単なベリージュースや薄焼きのパンだ。

　花人族フローラたちは、日没とともに早々に眠ってしまっている。

　リィトはベリージュースを飲みながら、アデルの言葉に耳を傾ける。

「かの領地が抱える問題は、領地内の生産能力にあると思いますの」

「生産能力というと」

「農地ですわ。土地が痩せていることは不幸ですが、そもそもクレイグ辺境伯をはじめとして、統治体制に問題がありそうですの」

「たとえば？」

「この百年間、各農地の石こく高だかが一切記録されていませんわ。本来であれば十二年ごとに土地の再評価を行ったうえで課税することを推奨しているのに」

「石高」

　ふむ、とリィトは考える。

　耳慣れない言葉ではあるが、要するに土地あたりでどれくらいの農作物ができるのかを指している。

　日本では、かつては藩の生産力の単位が「石高」だった。

「カガヒャクマンゴク」なんかは有名だ。

　基準となるのは、ロマンシア帝国では麦だろう。

　ロマンシア帝国内にある領地で税として納められている麦などの穀物、家畜、布や金属。

　それからポーションやその原料であるベリーなど。

　こういったものが税金として扱われる。

　国土内に大量のモンスターが発生している、先の見えない内乱状態にあっては貨幣はなんの役にも立たない。

　現物、特に人が生きるのに必要な食料と、戦闘に必要な金属は価値が高くなるのだ。

　クレイグ領では、領民から穀物で税金を受け取り、帝国への上納品を自国の貨幣で納めていたのだ。

　ガルトランド自治区からの密輸品が多く流通するクレイグ領に対しては、帝国も強くは出られない。

「だからこそ、対魔百年戦争で前線に立っていた私が嫁ぐことでクレイグ領との交渉材料を得ようというのでしょう」

「なるほどな、アデルは有名人だから」

「戦果以外で有名になどなりたくないですわ……」

　前線に立ち、モンスターを次々に倒し、時にはモンスターをなぜか手懐けて子分のように従えていたアデリア・ル・ロマンシアはちょっとした救国の象徴のようになっているのだ。

「それに、大きな戦果は本来はリィト様のものなはずですわ」

「俺は目立ちたくないから、いいんだよ……」

「いえ！　リィト様の偉大さは、知っている者は知っていますのでっ！」

「ん～、迷惑ぅ……」

　もうロマンシア帝国から追い出された身なので問題ないけれど。

　姫君という立場は大変だなぁ、と他人事ながら頭の痛いリィトだった。

「……このアデル、我が身を捧げるのは高潔で、強く、心優しい御方と決めておりますのでっ！」

　キラキラと瞳を輝かせてリィトを見つめるアデル。

　アデルにも白馬の王子様を夢見るような一面があるのだなぁ。

　微笑ましく思っているリィトは、満面の笑みで頷いた。

「うん。そういう人、いるといいな」

「……は、はい」

　ちょっと不満そうなアデル。

　アデルのふかふかソファになっているヌシが、ジトーッとリィトを睨んでくる。

「え、なんで睨まれてるの……？」

「本当にアレですね、マスター」

「ええ……？」

　困惑である。

　前世、中間管理職時代にもこういうことがあった。

　人の幸せを願っているのに、なぜか白い目で見られるこの瞬間……理不尽だ。労災の一種なのでは。

　ベリージュースを煽って、遠い目をしてしまう。

「ニャーッ！　ミーたちが来たニャッ！」

「おお、ミーア」

「お土産もあるのであるぅ」

　トーゲン村の開拓が順調になり、ミーアとマンマの仕事も軌道に乗ってきている。

　創薬ギルドからの大量発注は、商業ギルド『黄金の道』でベリーの売買で頭角を現しているミーアを潰すための工作だったことが、ギルド自治区連合会の調べでわかった。

　そもそも、赤ベリーの品薄はポーションの値段をつり上げるために創薬ギルドの一部の人間が行っていた買い占めが原因だったのだ。

　そこに、ミーアがトーゲン村産の赤ベリーをひっさげて市場に出回らせてしまった。

　良質かつ適正価格で取引ができるミーアの赤ベリーは大繁盛。

　創薬ギルドのポーションの価格も、次第に下がってきてしまった。

「ってわけで、こちらの言い値で赤ベリーはすべて買い取って頂いたのニャ！　ぼろ儲けニャッハッッハ！」

「わがはいも笑いがとまらんのにゃ……ふふん、汚職スクープは儲かるのである……」

　すっかり元気を取り戻したミーアの横で、マンマも満足げに笑う。

　要するに「絶対に納品できない」とわかっていて、わざと大量の発注をかけたわけだ。

　協議の結果は、ミーア側の完全な勝利。

　ウンディーネの加護を得たトーゲン村で植物魔導を駆使して一気に育て上げた赤ベリーを、創薬ギルドはすべて買い上げることで話がついた。

　マンマは一連の騒動を記事にしたことで、社会派記者としての地位を手にしたのであった。

　一方、怪しげなオカルト系紙面にマンマが寄稿した『怪奇！　精霊神殿！』という眉唾ものの冒険譚もコアな読者を獲得しているのだった。

　オカルトが流行するのは平和な証拠。

　陰謀論が流行するのは世の中不安定な証拠。

　……うん、平和だ。

　多少の諍いさかいはあれど、ガルトランドは平和なようだ。

　ミーアが巻き込まれた騒動が、きっちりと商業ギルドと創薬ギルド同士の話し合いで解決したことにリィトは感心していた。

　しかも、かなり合理的な解決策だし。

　ギルド自治区を掲げているのは伊達だてではない。

　ロマンシア帝国であれば、個人同士、あるいは派閥同士での争いに発展していたに違いない。

　百年間にわたるモンスターとの戦いで、帝国内にパンチとキックとビームで物事を解決する機運が蔓延しているのだ。

「そうそう、お土産ニャ！」

「わがはいのお気に入りのドーナツである～……徹夜明けのコーヒーとドーナツは染みるのにゃ……」

「まぁ、もう夜だけど」

「にゃふ……徹夜明けにうまいものは、夜食にしてもうまいのにゃ～」

「む……それは、たしかにそうかも」

　徹夜明けに啜るアツアツの朝ラーメンは格別だったなぁ……仕事のデスマーチの先にある唯一の希望の光、ラーメン。

　当然ながら、深夜に食べるラーメンも趣深い。

　なるほど、情報ギルド『ペンの翼』の気鋭の記者はさすが考察が鋭い。

　アデルが油の染みた紙袋に入ったドーナツをじっと見つめる。

「どー、なつ……ですか」

　丸い揚げ菓子に、アデルは興味津々だ。

「いただいてもよろしいかしら？」

「ど～ぞ～」

　特急竜車で一昼夜。

　作りたてとはいえないドーナツだが……。

「…………」

　一口食べて、リィトは沈黙した。

　作ってから時間が経っていることを差し引いても、なんとも残念なできばえだ。

　まず、油が臭い。

　一般に出回っている食用油が高価なこともあり、使い回しているのだろう。そもそも品質がよくないだろうし。

　そして、小麦はぼそぼそ。硬い。

　砂糖も同じく高価なものなので、ドーナツの形をしているがガツンとしたジャンクな甘みとはほど遠い。

　揚げたてや作りたてはまだしも、この状態だと厳しいものがある。

　硬くて、油臭くて、味がしない。

「タイヤかな？」

「たいや、とはなんですの？」

「いや、こっちの話……」

　どんなに不味くても、食べ残しはしない。

　それがリィトのポリシーだ。

「……ごちそうさまでした」

　明日は胃もたれしそうだ。

　アデルは物珍しさが勝ったのか、機嫌がよさそうに完食していた。

　嫁入り騒動で沈んでいた表情が少し柔らかくなったのはよかったけれど、これでいいのか感がある。

　ミーアもマンマも特に気にしていないのか、二つ目のドーナツに手を伸ばしている。

　ドーナツをつまみに女子三人のトークが弾んでいるのをリィトはぼんやりと眺めていた。

（こういうのって、奇跡だよなぁ）

　それぞれの生活や仕事が落ち着いていて、時間を共有できる。

　誰かの悩みに耳と心を傾けられる。

　リィトの前世でも、あるいは、帝国での戦いの日々でも、そんな時間はなかったように思う。

「というわけでして、私としてはクレイグ領の民の生活状況だけでも知りたく……できれば、なにか救済策をとりたいのですが……」

「にゃるほどにゃー」

「特に、今年は天候が不順とか。税を納められぬ民がでるのでは、と……」

「それは大変だ」

「……弱小ながら近頃は再びモンスターの出現情報もあるとか」

　ふぅ、と深く溜息をついたアデルにベリージュースを注いでやる。

　ひとつ、リィトには気になることがあった。

「なぁ、アデル」

「はい？」

「今までなら、悩む間もなく断っていた縁談だろ、それ」

「……それは……」

　アデルが口ごもる。

　やはり、なにかを隠しているようだ。

「クレイグ辺境伯は、今や帝国中央とほぼ対等な力を持っていますわ……帝国としては、かの領地とのパイプを持っておきたいのでしょう。それに……」

「それに？」

「……婚約が成立したら、クレイグ領全体に恩赦が出るそうで」

「恩赦」

「はい……税を払えなかった領民の負債を帳消しにするだとかで」

「あぁ……」

　なるほど。

　アデルがここまで思い悩むには、なにか理由があると思っていたけれど。

「負債のある民は、領内の火山近くにある鉱山での労働義務が発生しまして……不慣れな農民が大けがを負う事故があとを絶たないとかで。それに、モンスターによる被害者も多く出ているのです」

「労災だ……」

　リィトは深く溜息をつく。

　異世界の蟹工船というやつだろうか。

　貧しい者は仕事を選べず、仕事を選べなければ貧しさから抜け出せない。

　アデルを迷わせていたのは、彼女の優しさだった。

「ううん……」

　重苦しい沈黙が流れる。

　アデルがそこまでする必要などない、と思う。

　けれど、帝国の姫君であり騎士であるアデルの高潔な心を否定したくない。

　沈黙を破ったのは猫人族キャッタズだった。

「簡単なことニャ！」

　ミーアが自信満々に胸を張る。

「ふにゃ？」

「リィトが、そのクレイグ領ってところの畑で作物をガーッと育てて今年の税をどうにかすればいいニャ！」

　赤ベリーの大量栽培で窮地を切り抜けたミーアにとっては、ホットな話題だ。

　しかし、リィトは乗り気にはなれなかった。

「いやぁ……」

「ふにゃ？」

「目先のことは解決しても、その先はどうするんだ？」

　ミーアがきょとんとして、首を傾げる。

「その先……あっ」

「俺がずっといられるならいいけれど、植物ってのは毎年毎年、新たに手がかかるんだよ」

　植物を人の手で育てることは、本来であれば長い時間のかかることだ。

　一度、田畑を潰してしまえば、それを再び農地にするためには途方もない手間と労力がかかる。

　そして、継続的に実りを得るためには、知識も人手も必要で。

　植物魔導は万能ではない、というのがこういう部分だ。

　リィトがいなくなれば、あとはその地に住む人々の頑張り次第。

　……そして、人は楽をして手に入れたものに、あとから労力を注ぐことはできない生き物なのだ。

「土地にあわない植物だったら、なおさらだめだろうしね」

「ふにゃぁ……そんにゃ……」

「たしかにリィトの言うとおりなのニャ。商売というのも、ミーの手を離れるようになるまでが難しいのニャ」

　腕組みをして、ミーアがしたり顔で頷く。

　商人として腕を振るう彼女にも、似たような経験があるのだろう。

「自分以外の誰でもできるようにするってのは難しいもんだよ」

「そういうことニャ」

「ふにゃ……わがはい、一生記者でいいにゃ……編集長とか、考えただけで胃痛がするのである……って、うっぷ！」

　眠たげにドーナツを囓かじっていたマンマの顔色が急に悪くなった。

「うぶぶ……ふにゃ……胃が……おろろろ」

「だ、大丈夫ですか!?」

「大丈夫にゃ……ドーナツを食べると、たまにこうなるのにゃぁ……」

「……あとでフラウに胃薬になるような薬草がないか、聞いてみるか」

「どうぞこちらへ、お背中をなでて差し上げましょう」

「助かるのにゃ……うっぷ」

「ずるいにゃ！　ミーもっ！」

「はい、ミーアさんもこちらへどうぞ」

　ヌシにもたれかかりながら、膝の上で甘える猫人族キャッタズの背中をなでる。周囲には、いつの間にか丸くなって眠っている子ヌシたち三匹……。

（羨ましすぎる……っ！）

「はうぅ、アデルの手は気持ちいいにゃ……」

　少し吐き気が治まったらしいマンマが穏やかな表情で微笑む。

　リィトの部屋の片隅ですやすや眠るフラウに目をやる。

　花人族フローラは日の出とともに目覚めて、日没とともに眠りにつく。

　しょんぼりしているアデルと一緒に過ごしたいという気持ちと眠さの間で葛藤したフラウは、リィトの膝の上で撃沈してしまったのだ。

　部屋の片隅の、麦わらの匂いのするソファで丸まってすやすやと眠っている。とても可愛い。

　今の生活には満足だ。

　新鮮な野菜に、穏やかな時間。

　新たな冒険に、見知った仲間。

　そんなトーゲン村の日々は、リィトからある思いを奪っていた。

「うまい飯を……食いたい……っ」

　ヘルシーな野菜も嬉しい。

　近頃、川には小さな魚影がある。ウンディーネ神殿から川に出てきたようだ。

　しばらく経ったら、魚釣りもできるようになるだろう。

　そんな日々に、リィトは忘れていたのだ。

　異世界ハルモニアのメシがまずいことを。

　うまい飯を食うことが、リィトの当面の目標だったことを。




　砂糖と油まみれの、ジャンクなドーナツ。

　塩ががっつり効いた、フライドポテト。

　カツカレー、コロッケそば――




「……油かぁ」

「リィト様？」

「いや……」

　クレイグ領の地理的条件を思い出しながら、リィトは考える。

　そうか、良質な油さえあれば――。

「行ってみるか」

「え？」

「クレイグ領、行ってみようか――ナビ」

　短い呼びかけに、休眠モードになっていたナビが顕現する。

「試算とすると、最短かつ安全な移動手段は……船旅かと」

「船旅……？」

　内地の地下遺跡ダンジョンから湧き出るモンスターとの戦いに明け暮れ、長らく鎖国政策をとっていたロマンシア帝国の姫君アデルにとって、それは未知の冒険だ。










第７話『船出にはロマンがあると思う』




『船（ふね、舟、舩、英い収める: vessel あるいは boat あるいは ship）は、人や物などをのせて水上を渡航（移動）する目的で作られた乗り物の総称。船（船舶）は浮揚性・移動性・積載性の三要素をすべて満たす構造物をいう。』（Wikipedia より）




「……というわけで、ようは海の上に浮いて移動できればいいわけだ」

　トーゲン村から西に少し移動すると、海岸線に行き着く。

　断崖絶壁に、荒れた海。

　まさか、この場所で海水浴をする気にはならないけれど。それでも、海は海だ。

　ただ、今回の作戦であれば岩場とちょっとした地面があればどうにかなる。

「生長促進、すくすくと育て」

　ベンリ草を操って簡易なエレベーターを作り、断崖絶壁をするすると降りていく。

　リィトとナビ、アデル、そしてミーアの四人は水平線にひとしきりはしゃいでから、小さな陸地を見つけてクレイグ領への移動をはじめることにした。

　今回の旅の肝は、ミーアになるだろう。

　リィトはベンリ草の種子を砂浜のあちこちにまいていく。

　植物魔導の応用として、ベンリ草を意のままに操って建造物を作ることができる。トーゲン村にある小屋が、まさにそれだ。

　対魔百年戦争時代には、一夜にして巨大な要塞を築いたりもしていたわけだが……大規模な術式は久々だ。

　リィトは大きく深呼吸をする。

「――生長促進すくすく、生命枯死しおしお！」

　ばき、ばきばき、ばき！

　破壊と再生を繰り返しながら、ベンリ草が船の形を成していく。

「おお、おおお……これが船……っ！」

「造船技術なんてないから、ハリボテだけどね」

　リィトは肩をすくめる。

　造船というのは特殊な技術だ。

　いくら船の形をしていても、緻密な計算のうえに成り立った造形を真似できていなければ、ただのハリボテだ。

　ただし。

　浮けばいい、移動できればいい。

　そういうことならば――。

「……よっし」

　リィトの編み上げたベンリ草の船は、四人が乗って移動するのに必要十分な大きさだった。

　これから、丸二日の船旅になる予定だ。

　甲板の他に、ちょっとした居室がある。

　巨大な葉っぱが帆の役割を果たして、舵の部分は植物魔導で動かす機構になっている。

　ただし、これだけでは、船ではない。

　ちょっと凝ったデザインの流木だ。

「ナビ、頼んだ」

「了解はい、称号【『ウンディーネの加護】を励起します」

　ナビの体が青く光る。

　いや、正確にはナビの胸元に埋め込まれている青い宝玉――アクアマリンが光りを放っている。

　高位魔力生命体、ウンディーネの魔力の光だ。

　リィトが【世界樹の祝福者】の称号をもって目覚めさせたウンディーネは、トーゲン村や東の山の緑が戻るにつれて、その魔力を取り戻しつつあった。

　ナビの胸元にあるアクアマリンは、ウンディーネの力を集めた結晶だ。

　いわゆる、分霊。

　地下遺跡ダンジョンから出てきたモンスターの弱体化のメカニズムからナビが分析した。

　このアクアマリンがあれば、ウンディーネの力を彼女の神殿から離れたところでも行使できる――ということだ。

「ウンディーネの権能により、水流の調整を行います」

　海の水がうごめき、リィトの作り上げたベンリ草の船を海へと誘う。

　荒波をねじふせ、水面を操る。

　ウンディーネの権能を借り受けたナビが、「ふふっ」と人間くさい笑みを浮かべる。

「調整、調整、調整！」

　あまり必要ではなさそうな微調整を繰り返し、船を海流に乗せていく。

「楽しそうで、なにより」

　リィトには手に取るようにわかる。相棒ナビのテンションはものすごく高い。

　目の前で起きている幻想的な風景を目を丸くして見ていたアデルとミーアが、「あっ」と声をあげた。

「ニャアアア、船が！」

「リィト様、私たちまだ乗っておりませんわ！」

　二人の声に、今度はリィトが「あっ」と声をあげる番だった。

「しまったっ！」

　船を海に浮かばせること。

　そこに集中しすぎていたリィトであった。

　ナビがわなわなと震える。

「……申し訳ございません、ウンディーネの権能の代理行使に……ナビとしたことが……夢中に……」

　ウンディーネの権能に、やや調子に乗ってしまったナビなのであった。

「大丈夫、まだ間に合う――生長促進すくすく！」

　船を構成するベンリ草を操り、船と陸を繋ぐ橋を構成する。

「急いで乗るぞ！」

「はいっ！」

　アデルがミーアを抱えて橋を渡って、船に乗る。

　その瞬間、船が遠く離れ、橋が崩壊した。

「おっと」

　リィトはベンリ草のツタを再び操って、船に飛び移る。

　空中に浮遊しているナビが、最後に船に乗り移った。

「……ふぅ」

　危なかった。

　完全に調子に乗っていた。

　海にお船を浮かばせたはいいが、船だけがよその国に行ってしまって自分たちが岸辺に置き去りとは笑えない。

「よし、これで海流に乗っていけば明後日の朝にはクレイグ領の予定……でいいんだよな、ナビ」

「肯定もちろん。海流のコントロールはどうぞナビにお任せを」

「わぁ……これが、海ですのね」

　ウンディーネの権能で作り出された水流に乗って進む船の上、アデルが潮風になびく金髪をおさえる。

「上手くいったな」

　事前に計画をウンディーネに話したところ、本来は海には海の精霊がいるはずで、その場合はウンディーネの権能で海の水を動かすことが難しくなるらしい。

　高位魔力生命体である精霊は世界樹が失われたこの数百年の間、ウンディーネのように眠りについているか――あるいは消滅してしまったか。

　スキル『探羅万象』を起動してみる。事前にウンディーネに聞いていたとおり、海精霊らしき大きな魔力反応の気配は、この海には存在しないようだ。

　海流の表面をウンディーネの権能で動かすことに成功したわけだ。

「あとは、到着を待つばかりだな」

「さすがです、リィト様……船旅といえば、操船のための水夫数十人を用立てて、そのほとんどが海の藻屑になるという野蛮な行為だと思っておりましたわ！」

「船旅のイメージ、悪すぎないか!?」

　アデルの心配をよそに、順風満帆な船旅である。

　ミーアがきょろきょろと甲板の上を見回している。

　ふと、不安そうにリィトを見上げた。

「明後日の朝まで、飲まず食わずニャ？」

　船の上には、リィトたち以外にはなにもない。

　快適な木陰を提供してくれる小さな樹木と居室はある。

「水なら、ほら」

　リィトが右手を差し出す。

　スキル『じょうろ』を発動すると、清らかな水があふれ出てくる。

「おおお！」

「食べ物もこの通り、どうぞ」

　リィトが指をはじくと、船の一部が盛り上がって果実が生る。
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　ベンリ草の一部に混ぜ込んでいたリンゴに似た果実の種子だ。

「一泊二日程度なら、十分にやっていけるさ」

「おおお……高性能なお船ニャアァ！」

　大興奮のミーアだったが――数時間後、事態は一変する。
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「おぼろろろろ」

　あわれ、毛玉をはいていた。

　優雅な船旅どころではなさそうだ。

「死ぬ……しぬぅ……」

　べしょべしょと泣いているミーアに、リィトは迷う。

　船酔いは辛い。

　いかんともしがたい辛さだ。

「ううん……」

「リィト様……あの……私も気持ちが悪くなってきました……」

「アデルもか」

　ロマンシア帝国第六皇女殿下に、船上ででろでろになってもらうわけにはいかない。

「ナビ、到着時間を繰り上げることはできないか？」

「検討そうですね……水流を強めるとなると、ウンディーネ本体の召喚が必要かと……」

　ウンディーネの召喚は、今まで試みたことがない。

　ナビの胸元にあるアクアマリンを触媒にすることで、確実に召喚できそうだということは魔導師としての経験でわかる。

　だが、二度、三度と召喚が可能かどうかはわからない。

　リィトは考える。

（現地でウンディーネの支援が受けられないのは避けたいな……）

　だとすると、今ここでウンディーネを召喚するのは得策ではない。

　なにか手立ては……と、そのときだった。

「観測あれを！」

「……ん？」

　東の山のウンディーネ神殿からトーゲン村を通って流れる川を、なにかが下ってくる。ころんとしたマスコットのようなフォルムが何体も、超高速でこちらに泳いでくる。

「魚人族フィッシャ！」

　水面をぴょんと跳ねたきょろっとした目と、ぱちんと視線が合う。

　頭の上にはわかりにくいけれど、カッパみたいな皿。

　海水をものともせずに泳いでくるのは、魚人族フィッシャの性質なのか、それともウンディーネの加護なのか。

「っ！　推進力の向上を確認しました」

　ぐっと、後ろから服を引っ張られるような感覚。

　見れば、魚人族フィッシャたちが船を押したり引っぱったりして泳いでくれているようだった。

　ゆったりとした速度で進んでいた船が、ピッチを上げる。

「わぁ、真っ白い鳥ですわ」

　グロッキーなミーアを介抱しながらも、自分も少し青い顔をしたアデルの肩に、カモメのような海鳥がとまる。

「アデルのこと心配しているのかな」

「ふふ、どうでしょうか……ふふ、とても可愛いですわね」

　アデルに頭をなでられて海鳥はゴキゲンだ。

　いつもながら、アデルの動物好きには驚きだ。

　アデルが動物が好きなだけではなく、動物たちのほうもアデルを好いていたり、あるいは敬意を持っていたりする。

　相手がモンスターであっても、動物型のものであれば友好的な関係を築くことがあるのだから、驚きだ。

「……風の谷のあの人かな？」

　動物からの好かれ方が、もう世界的宗教のシンボルや、あるいは某名作アニメ映画の主人公レベルなのでは……と思うリィトであった。

「くー♪」

　少なくとも。

　鳥って、もう少し警戒心があるものなのではないだろうか。

「再計算完了よいしらせです、この速度を維持できれば深夜にはクレイグ領に到着するかと」

「それ、好都合かもな」

　船舶の出入りというのは、ただでさえ警戒されるものだ。

　状況によっては強行突破のような状況になるかも、と思っていた。

「灯台などの目印はありませんが……」

「大丈夫、ナビがいるだろ」

　リィトは言い切る。

　深夜の上陸ともなれば、座礁などの危険がともなう。

　けれど、人工精霊タルパナビはリィト専用のナビゲーションシステムだ――リィトの周囲の地形の測量や索敵は彼女の権能の領域。

「頼んだぞ、相棒」

「……はい」

　ナビはそっと、ウンディーネの力を宿したアクアマリンに指先で触れる。

　人工精霊タルパであるナビと高位魔力生命体・ウンディーネの間には、その魔力量や権能に天地ほどの差がある。

　ナビには自然を意のままに操ることなどできはしない。

　だからこそ、ナビの駆動システムはわずかな乱れがあった。

　リィトが【ウンディーネの加護】を得たことで、ナビが唯一無二の相棒ではなくなってしまうかもしれないという不安があった。

　けれど。

　リィトの態度は依然としてまったく変わらずに――むしろ、今まで以上の信頼を感じる。

「ありがとうございます、マスター」

「ん、今回は『アレ』じゃないのか？」

　ふふ、とリィトがいたずらっぽく笑う。

「……そういうところがアレなのです」

「え？」

　船は快速。

　船酔いしていたアデルとミーアが果実を囓って少し回復した頃、真夜中にリィトたちはロマンシア帝国クレイグ領に上陸した。










第８話『寒村にはトラブルが付きものだと思う』




　夜明け。

　クレイグ領をロマンシア帝国中心部と隔てる山脈の向こうから日が昇る。

　領主であるジュリアン・クレイグは日の出前からはじめていた鍛錬を切り上げ、汗を拭っていた。

　クレイグ領独特の乾燥した空気は、早朝にはツンと冷えている。

　四十を超えたとは思えない筋骨から湯気を上げながら、ジュリアンは白髪まじりの髪を掻き上げた。

「ジュリアン様」

　側近の声に、ジュリアンは振りかえらない。

「なんだ」

「防人さきもりからの報告で、南海岸に幽霊船が出たとか」

「……幽霊船？」

　きわめて現実主義なジュリアンは、根拠のない噂話レベルのことが領主である彼の元に持ち込まれることを嫌う。

　幽霊船など、もってのほかだ。

　モンスターの出現頻度や、税収の見込み……そういったことが、彼にとって必要な情報だ。

「ふざけているわけではないのです、その……数名が小型船で我が領地に入ったのちに……その船が消えたのです」

「消えた？」

「ええ、はい……まるで呪いにかかったかのように数百年の時が一気に進んで朽ち果てた、という報告があがっております」

「……報告が詩的すぎぬか？」

「それは私も感じております」

「ふむ」

　船が一気に朽ち果てる。

　にわかには信じられない報告に、ジュリアン・クレイグは豊かな顎ひげをなでる。

「……きゃつなら、あるいは」

　対魔百年戦争で目にした、正体不明の天下無双の魔導師。

　侵略の英雄ならば、あるいは――。

　かの英雄は終戦後に姿を消し、ロマンシア帝国の宮廷魔導師はぼんくらばかりとなってしまった。

「視察へ行く」

「ジュリアン様が、御自らですか」

「そうだ。準備を急げ」

「はい！」

　側近に南海岸への出立を告げたジュリアンは、足早に屋敷へと戻っていった。

「我が領地は、我が意のままに……それがクレイグ家のやりかただ」

　ジュリアンは呟く。

　小さな村ひとつから、自らの花嫁まで。

　すべてを完璧に、自分の思い通りに。

　それこそが海岸部のクレイグ領が、いずれロマンシア帝国の中心地となるための近道のはず。

　ジュリアン・クレイグは、自らに逆らう者をひどく嫌う。

　彼の求婚を幾度も断り続けているアデリア・ル・ロマンシアも、遠からず手に入れるつもりだ。
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　フニクリ村。

　クレイグ領でもっとも貧しいとされる寒村だ。

「うー、鼻がカサカサになってしまったニャ……」

　乾いた空気と砂埃に不機嫌そうなミーア。

　スキル『じょうろ』で出した水を、ミーアの鼻先に垂らしてやる。

「ぷは、生き返るニャ！」

「リィト様、ただいま戻りました」

「アデル」

　村の様子を見て回っていたアデルが、暗い表情で戻ってきた。

「みなさん、お腹を空かせていますし、喉を渇かせていますわ」

「……だろうなぁ」

　村の入り口でぼんやりと座っているリィトとミーアを遠巻きに見ている村民たちは、誰も彼もが虚ろな表情だ。

「食料はわずかなものを皆で分け合っているとか……若い殿方は、食事を求めてクレイグ私設軍にどんどん志願していってしまうとか」

「それがクレイグの狙いだったりしてね」

「人を安く雇いたいギルドは、貧乏な村でごはんを振る舞うものだニャ……ありえるのニャ」

「人間、食うことができなきゃ生きられないからな」

　リィトが畏れられた理由もそれだ。

　植物魔導は土地を覆い尽くして、変えてしまう。

　もしリィトが本気で村を潰そうとすれば、一瞬にして家から農地までをベンリ草で覆い尽くして人の住めない土地にしてしまうだろう。

　食べることのできない植物が生い茂る土地に、人は住むことができない。

　長い年月をかけて開拓した土地を、植物は日々浸食していく。

　リィトの植物魔導は一瞬で土地を破壊できるし、実際、小さな地下遺跡ダンジョンであればリィトの植物魔導で瞬時に破壊してきた。

　低位のモンスターたちも、食わねば生きていけない。

　彼らの食物を根こそぎ奪うリィトの植物魔導は、まさに侵略の象徴そのものだったのだ。

「かなりの農地があるみたいだけど……ちょっと、だいぶ様子がよくないな」

「なんだか、葉っぱに元気がないにゃ……」

「ああ、フラウが見たら卒倒するかもな」

　フニクリ村の農作物は、徹夜明けに上司に激詰めされた新卒三年目の会社員のごとき萎れ具合だ。

　植物を元気に育てることがなによりの生きがいである花人族フローラたちだ。

　この状況を見たら、彼らの頭に咲いている花のほうが萎れてしまうだろう。

「んー、乾燥した火山性の水はけのいい土地か……根菜類なんかは育ちそうなものだけど」

「どうやら、農地はすべて麦の栽培を義務づけられているとか」

「麦かぁ」

　潮風でカピカピになってきた髪をなでて、リィトは溜息をつく。

　塩害対策ができているわけでもない土地で、麦を育てたとしても収穫量はたかが知れていそうだ。

　食料と農業について無茶を押しつけてくる領主がマトモだとは、どうしても思えないリィトであった。

「……他の作物は、庭先で小さく育てることしか許されていないのだそうで」

「税って、麦以外では支払えないのか」

「クレイグ領では貨幣での支払いも許可されているはずです、が」

「この状況でお金を稼ぐニャんて、ミーでも無理だニャ」

　くしくしと鼻を気にしながら、ミーアがぼそりと吐き捨てた。

　少女のような背丈で、元気いっぱいの言動のミーアだが、商売にかける情熱と手腕は本物だ。

　創薬ギルドの件でも、大きく燃え上がった案件を最後まで投げ出さずに粘り、リィトがウンディーネと契約して状況を変えるまで取引を継続させていた。

　だからこそ、最終的に双方のギルド同士の話し合いにより、商業ギルド『黄金の道』に所属するミーア側が巨額の利益を得ることになったわけだ。

　ガッツがある。

　そして、いつでも商売っ気を忘れない。

　そんなミーアが、「これでは無理だ」と判断した。

「……だよなぁ」

　リィトが今回の旅にミーアに同行をお願いした理由のひとつが、これだ。

　クレイグ領の貧しさというのが、どの程度のものなのか。それを、ミーアの目から判断してもらいたかった。

　まぁ。他にも理由はあるのだけれど。

「それに、商売っていうのは信頼第一だニャ……あんな目で見られたら、ミーはすごすごと引き下がるしかないのニャ」

「うん、まぁね」

　村人たちは、急に現れたリィトたち一行に対して完全に警戒モードになっている。

　虚ろな表情でリィトたちのほうを伺いながら、なにやらお互いに囁き合っているわけで――しまったなぁ、とリィトはぼやいた。

（あー……）

　モンスター討伐を請け負う冒険者協会の魔導師として、あるいは正体不明の帝国軍の助っ人として、ロマンシア帝国内を転戦した経験のあるリィトだが、このような塩対応は初めてのことだ。

　やってしまったかも、とリィトは思う。

（モンスターどもっていう実際的な脅威があったから、当時はどこに行ってもウェルカムな感じだったんだけど……そりゃそうだよなぁ……）

　と、やや勢いで来てしまったことを後悔していたところで、村人たちの中からひとりの女性が歩み出てきた。

　年の頃は五十才くらいだろうか。

　白髪が目立つ、くたびれた印象の女性だ。

「あなたがた、こんな村になにをしにきたのですか」

　不思議な威厳のある声。

　おそらく彼女が、村で重要な役割を担っているのだろう。

　少しずつ集まってきた村人をよく見れば、彼女と同じくらいの年齢の人間はほとんどいない。男性は特に。

　この村の状況がわかって、リィトは暗い気持ちになった。

　平均寿命も短く、男性は鉱山での労働などにかり出されて村にいない状態なわけだ。子どもの姿もまばら。

　これは、あれだ。

　失政だ。

　リィトは確信する。

　これは失政の被害だ。

「……この村を、助けにきました」

　リィトの言葉に、女性は特大の溜息をついた。

「余計なことをしないでもらえませんか」

「なっ！　リィト様は信じられるお方ですわっ！」

「……あなたのような見るからに高貴な御方が来る場所でもありません、帰ってください」

　かたくなな態度に、アデルがぐっと言葉をのむ。

　なるほど、とリィトは思った。

　アデルは施政者側の人間だ。リィトも、どちらかといえばそう。

　この村に住む人たちは、施政者側にいる人間をまったくもって信じていないのだ。

　彼らの心を開かないことには、どうにもならない。

　ミーアの言うとおり、商売というのはお互いの信頼関係によって成り立つのだから。

「このような村、もうどうにもなりません……村が立ちゆかなくなれば、クレイグ様のご指示でこの土地は廃棄になるでしょうよ」

「そんな……ご自身の故郷に、そのようなことを」

「苦しい記憶ばかりがある故郷です。あたしたちは、おらが故郷を棄てることができてやっとまともな生活ができるのです」

「夢も希望もにゃいニャ」

「ミーア、静かに」

　黙ってしまったアデルに、長老っぽい女性が吐き捨てるように言う。

「家畜もあのようなことになってしまえば、早晩、一粒の麦すら畑からは採れなくなるでしょうよ」

「家畜……？」

　リィトは、村の様子をもう一度見回してみる。

　村に家畜がいないのだ。

　農村には家畜がいるはずだ。花人族フローラという農業チート集団がいない場合は、家畜の力を借りて畑を耕し、堆肥をつくり、乳や肉や卵から栄養をもらっている。

　その姿がひとつもない。

　牛カウカウも馬スホースも鶏コッコも、なにもいないのだ。

「おかしいニャ」

「……妙だな」

　リィトとミーアが同時に呟く――その瞬間。

「敵性反応！」

　ナビが叫んだ。

　アデルが村人たちを背中に庇うようにして立つ。

「……おらが村の家畜はあれですよ」

　諦めたような声で、村人の誰かが吐き捨てた。

　――魔物モンスター化した牛カウカウが、村をとり囲む簡素な柵を突き破っていた。

「なっ！」

　地下遺跡ダンジョンに迷い込んだ動物が魔物化する現象は前例があるが、リィトの活躍によってすでに地下遺跡ダンジョンのほとんどは力を失っているはずだ。

　リィトは驚愕に声をあげる。

「モンスター!?　牛カウカウがどうして……っ！」

「少し前に、家畜たちがあのように……今まで、どうにか税の一部を納めておりましたが、こうなっては飢え死にするしかありません」

「いやいやいや！　冷静すぎるだろ！」

　深い溜息をついて、膝を抱えて座り込む村人たち。

　魔導師でもない人間が、魔物化してしまった動物に立ち向かえるはずもない。絶望が日常、それがフニクリ村なのだ。

　巨大なツノに火がともった、異様な風貌の牛カウカウたちが嘶いななき、暴れ回っている。

「これ、魔導研究的には大発見だぞ……っ!?　家畜の魔物化って！」

「リィト様、そっちですか!?」

「あっ」

　つい好奇心が勝ってしまうリィトだった。

「いえ……そうですわ、リィト様は偉大な魔導師としての観点からこの事態を収拾しようとされているのですわね!?」

「そ、そういうことで！」

　相変わらず解釈が好意的で助かる。

「しかし……」

　荒れ狂う牛カウカウ。畑や家を荒らしながらこちらに向かってくる牛カウカウモンスターたちに、座り込んで諦め顔の村人たち。

「ニャアアア、顔が怖いニャッ！」

「地獄絵図だなぁ」

　牛カウカウたちを植物魔導で一網打尽にすることはできる。

　毒草とか、ツタで絞め殺すとか。色々とできる。

　ただ、あの牛カウカウはもとはこの村の家畜だ。家畜といえば財産だ。

　村の財産を破壊していいのか。

　リィトは悩んだ。

「……っ！」

　迫る牛カウカウたち。

　うなだれる村人たち。

「仕方ない、か……」

　目の前で被害が起きることを、見逃せない。

　見て見ぬふりはできない。

　そんな人のよさが、リィトを英雄にしたのだけれど。

　ベンリ草の種子に手をかける。

　これをまけば、あと戻りはできない――けれど。

「待ってください」

「アデル？」

　村人たちを守っていたアデルが立ち上がって、牛カウカウたちの群れに向かって駆けだした。

　どどどどど、と牛カウカウたちの蹄の音が轟く。

　ひっ、とミーアが息をのむ。

「止まりなさいっ！」

　アデルの声が村に響いた。










第９話『筋肉はすべてを解決すると思う』




「し、信じられん」

　愕然とした村人の声がひとつ響いたのを合図に、ざわめきが広がった。

　アデルに突撃していっていた牛カウカウたちが静まったのだ。

　大人しく、アデルにすりすりと頭を擦り付けている。

　アデルに頭をなでられた暴れ牛カウカウが、「ぐうう」と唸っている。

「魔物化した牛カウカウが……懐いてる！」

「さすが、だなぁ」

　リィトは感嘆した。

「いいこ、いいこですわね」

　アデルが慈愛に満ちた表情で魔物化した牛カウカウの頭に手を置いている。荒れ狂っていた牛カウカウがアデルになでられて大人しくなった様子は、まるで、聖女の宗教画のような光景だ。

　しかし。

　あれは懐いているのではない。

（筋力で……押さえつけている……）

　突進してこようとした牛カウカウの頭を、アデルは握力でもって押さえ込んでいるのだ。微笑みを浮かべたままで。

「ぶも……っ」

「いいこ、いいこです」

　周囲では牛カウカウたちが大人しくひざまずいている。

　あれは懐いているのではない。

　ボス級の牛カウカウが、腕一本でアデルにねじ伏せられて為す術もない光景に戦意を喪失しているのだ。

「うふふ……いい子ですね、本当に」

　そして、もっとも恐ろしいことに。

　アデルは、本当にただ牛カウカウを可愛がっているのだ。

「なにか嫌なことがあって、暴れていただけですわ……私も、たまにそういうことがあります」

　巨大な危険度Ｓ級モンスターをむしゃくしゃするに任せてぶん投げたことだろうか。それとも、荒れ狂う装甲竜をワンパンで沈めたことだろうか。

　いずれにしても、アデルの日々の鍛錬と。しなやかでかつ鋼のような強度を誇る筋肉皇女の肉体によってなせる技だ。

　戦乙女だとか、姫騎士とか。

　リィトに負けず劣らず、様々な二つ名で呼ばれるアデリア・ル・ロマンシアの本領発揮といったところだろう。

　村人たちの表情が、先ほどまでとは完全に変わっている。

「すごい……聖女さまだ……！」

「この呪われた村を救ってくださるかも……」

　その機会を逃さないのが、ミーアだった。

　くいくい、とリィトの袖を引っ張る。

「リィト、例のジョーロってここでもできるのニャ？」

「え？」

　スキル『じょうろ』。

　アデルが腕一本で牛カウカウを止めたインパクトには及ばない、右手から水を出せる技能だ。

「さぁさぁ、皆様！　並ぶのニャ～、水が飲み放題、なんと無料で水が飲み放題だニャッ！」

「え、ちょ、ミーア？」

「ほら、いいからいいから！　とっとと水を出すニャ！」

　瞳をきゅぴんと輝かせて親指を立てるミーアに言われるがままに、リィトは右手から水を出す。

　ウンディーネの魔力たっぷりの水だ。

　子どもがひとり、おそるおそるとリィトに近づいてきた。

　右手から出てくる水を不思議そうにさわって、一口飲んだ。

「っ、美味しい！」

　ごくごく、と喉を鳴らして水を飲む子ども。

　やがて、どこからともなく村人たちが水瓶や桶を持って集まってきた。

「じゅ、順番！　順番ニャッ！　この水は無限に湧いてくるのニャッ！」

「……訂正いえ、無限というには語弊があります。ウンディーネの魔力は膨大ですが、有限のもので――」

「細かいことはいいのニャッ、ほれほれ、どんどん出すのニャ！」

「お、おう」

「出血大サービスだニャッ！」

「いや、出てるのは水だけど……」

　出所が出所だけに、出血とかいう言葉は避けてほしいところだった。

「……み、見ろ！」

「ん……？　な、牛カウカウが！」

　アデルが屈服させた魔物化した牛カウカウたちが、元の姿に戻っていた。

　やたらと発達してしまっていたツノがぽろりと落ちて、穏やかな表情になっている。

「ウンディーネの魔力による浄化作用かと――牛カウカウに影響を及ぼしていた火属性の魔力が消滅しています」

「ぶおぉ♪」

　すっかり落ち着きを取り戻した牛カウカウたちが、ゴキゲンに萎れた草を食はみはじめた。

「スキル『じょうろ』からの……生長促進すくすくとそだて！」

　リィトがすかさず、牛カウカウたちの食べている草に魔力たっぷりの水をぶっかけて、植物魔導で育てていく。

「おおおっ！」

　今度こそ、村中がどよめいた。

　それはそうだ。

　今まで、どんなに苦労をして作物を育ててきたのかという話だ。

　それを、指先ひとつで健やかに育て上げているのだから、たまらないだろう。

「見たこともない魔導を操るすごい魔導師様……前に役人が話しているのを聞いたことがあるぞ、もしかして……対魔百年戦争の大英雄……」

「でも、草を育てるって……そんなんでモンスターが倒せるんかね……？」

「それはそうだけど、すごい人たちを連れてるし……言われてみれば、こう、ただ者じゃない感じというか……」

「そうじゃなくても、草を一瞬で育てられるってことはさ……」

「畑の麦も……」

　嫌でも期待が高まる。

　もしかしたら、この状況を変えてくれるかもとか。

　そういう、英雄を求めるような期待が。

「あー……」

　聖女然とたたずむ、牛カウカウたちを背後に従えるアデル。

　そして、すでに村人となんらかの商談をはじめているミーア。

　リィトは、ごっほんとひとつ咳をした。

「……残念だけど、この土地では麦を育てることはできないよ」

　リィトの宣告に、フニクリ村が凍りついた。

　火山性の暑くて乾いた土地が、氷点下に冷え込んだ。
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　絶望に絶望を重ねたような――度重なるサービス残業の果てに振り込まれた給与明細を眺めるような、そんな表情で長老ポジションの女性が呟く。

「……我々を助ける気はない、ということですか」

　枯れ葉のような顔色で、地面を睨んでいる。

　牛カウカウたちは気まぐれに助けても、村人は助けてくれないのかとか。

　税を納めることもできない領民は、貧しく苦しんで当然なのかとか。

　そんな恨み言すらも吐き出す気力がない、生気のない顔だ。

「ああ、助ける気はない」

「リィト様……？」

　アデルが不安げにリィトを見つめる。

　この場所にやってきたのは、なんのためなのか。

　アデルの望まない婚約を。

　そして、苦しむ領民の生活を。

　……救うために、やってきてくれたのではないのか。

「えー……この土地では麦を育てることはできないし、あなたたちを『助ける』ことはできないよ」

　でも、とリィトは続ける。

「――別の作物を育てることができるし、対等な取引をしたいと思ってる」

　しん、と村が静まりかえった。

「別の……？　麦以外を、畑で？」

「それに、取引って……この村にはなにもないのに」

　フニクリ村のすかんぴん具合は、誰の目にも明らかだ。

　姫君然としたアデルと謎の美女、それから美少女猫人族キャッタの敏腕商人を引き連れたリィトが、「対等な取引」などと言いはじめた――どう考えても、詐欺かなにかとしか思えないだろう。

　しかし、リィトは真面目そのものだった。

「乾いた土地」

　地面の土にふれ、立ち上がって火山と空を見上げる。

「温暖な気候」

　生ぬるい風が、リィトの頬をなでる。

　農作物は、「食料」という側面と「商品」という側面がある。

　この土地は、食料として成立する作物を継続して育てるのには適していないようだ。

　いや、品種改良を重ねて、やってやれないことはない。

　土壌改良だって、リィトにかかれば数年分を一瞬で済ませることも、できなくはない。

　だが、植物というのはその土地の気候や地理的条件と密接に結びついている。

　リィトがこの場所にいない、花人族フローラもいない。

　その状態で、村人たちを『助けた』としても、彼らはそれを維持することはできないのだ。

　助けてないのと同じこと……いや、希望を持たせただけ、もっとたちが悪いかもしれない。

　だから。

　リィトが提案するのは、別のことだ。

「この種子を育てようと思う」

「……？」

「これは、そうだな……俺の故郷での呼び名は、オリーブというんだ」

「オリーブ、ニャ？」

　リィトが取り出した種子に、ミーアが鼻をひくつかせる。

　乾いた土地での生育に適しているオリーブっぽい植物の原種。

　東の山の森林再生には、あまり使いどころがなかったのもありとっておいた虎の子だ。

　原種を発見してから放置していたのだが、今日のために少し改良を加えた。

　種子に含まれる油分をやや多くし、乾燥と虫害に少し強くしてある。

「そう……油の原料だ」

「油！」

「食用油の、な――生長促進すくすく」

　リィトがまいた種子が木になり、実が生り、生い茂る、

　たわわに実ったオリーブはつややかで、今にも良質な油オイルが滴ってきそうだ。

「オリーブオイル……クセはあるけどなんにでも使えるよ」

　とりわけギリシャでは、古代から現代まで油としての用途からソースとしての使われ方まで、日本の醤油と同じような感覚でオリーブオイルが使われているとか――深夜にぼんやりと眺めていたＮ●Ｋの番組で耳にしたような気がする。

　オリーブは比較的乾いた、水はけのよい土地で育ちやすい。

　この土地で育てるのならば、麦よりもオリーブだろう。

　さらには、この土地に流れる魔力の属性は火――加熱調理に使われる食用油を栽培するのには最適だ。

「ニャッ！」

　ミーアが、食用油という言葉に目を輝かせた。

「油っ」

「そう、油だ」

「高級品ニャッ！」

「ああ、そうだな」

　ロマンシア帝国でもギルド自治区でも庶民にはなかなか手に入らない、食用油。

　だからこそ、揚げ菓子であるドーナツはマンマの「徹夜明けのご馳走」になるくらいに高価だし、そのわりには酸化した油の使い回しをしているせいでミニサイズのタイヤなのかと思ってしまうくらいにまずいわけだ。

「トーゲン村で作りすぎている麦があるだろう、あれをミーアには買い取ってもらいたい」

「ニャッ！　他ならぬリィトの頼みだけれども……でもガルトランドに卸したら値崩れが――あっ」

「うん、卸先はフニクリ村だ」

　麦を育てるのには向かないフニクリ村に、大量に収穫予定の麦を買い取ってもらい消費してもらう。

　油の価格と麦の価格であれば、もちろん高いのは前者。

　というか、トーゲン村の麦は過剰生産したぶんなので相場よりもかなり安く買ってもらうことになるだろう。

　オリーブの栽培に関わるすべての取引が終わった結果、フニクリ村にはガルトランド自治区通貨と主食の麦が残るというわけだ。

「ですが、我が村にはそのような資金は……あっ！」

「そう。ミーアにはオリーブと加工品の油を買い取って、ガルトランド内で売りまくってほしいんだ」

　油、麦、そして金。

　それらを循環させて、あるべきものをあるべき場所に運ぶ。

　それが、リィトの考えだった。

　クレイグ領の税は、指定された作物である麦か、ないしは現金での支払いが認められている――フニクリ村が今までに支払えなかった税を払ってもあり余るほどの収入が得られるはずだ。

「……」

　うますぎる話への防衛本能。

　村人たちが互いに顔を見合わせている。

「このオリーブとやらを、俺たちが作れるのだろうか」

「もちろん。やり方は教えるし、はじめのうちは支援もする」

「油に加工ってのは……」

「まずは原材料を卸してくれるだけでいいし、色をつけて買い取ろうと思ってる……ここで無理のない加工方法を考案してくれたら、そのぶんもアイデア料として支払いもしたい」

　ミーアを通しての商業ギルド『黄金の道』との取引で、リィトはそれなりの金額の通貨を持っている。

　取引の手付金とリィトからの支援を合わせれば、当面の村の生活は保障されるだろう。

「あとは砂糖さえ確保できれば、うまいドーナツが食えるよ」

　ドーナツ、という言葉にミーアがじゅるりと涎を垂らす。

　徹夜明けのマンマと一緒に食べるドーナツが、大好きなミーアである。味はともかくとして。

「油の専売をしている業者があるニャ！　そこに恩を売れるのは大きいニャア～、んにゃっふっふ！」

　捕らぬ狸の皮算用をする猫人族キャッタは、にんまりとほくそ笑むのだった。

「手付金のミスリル貨は持ってきているニャ！」

　ミーアが背負っていたリュックから取り出した革袋を、どさりと置いた。

　ロマンシア帝国とガルトランド自治区において、どちらでも使える最高額通貨だ。

　自由は得がたいものだけれど、金で買える自由だってある。

　商人ギルド『黄金の道』のエース、ミーアに同行してもらった理由だ。
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　ジュリアン・クレイグ辺境伯が到着すると、フニクリ村はジュリアンへの報告書にあったものとはまったく違うものになっていた。

「なんだ、この木は……」

　緑の実が多く生っている木だ。

　もぎ取って食べてみると、えぐみがあり、甘みはまったくない。

「うぐ」

　ジュリアンの側近が、口に含んだ実を吐き出す。

　麦の生産を命じている土地に、意味のわからないヒョロっとした木が生えている状況。

「不法入領者どもの仕業か？　我が領地を荒らすとは許せん――捕らえて中央で裁きを受けさせようか。公正を愛するアデリア殿下への捧げ物だ」

　ほくそ笑むジュリアン。

　フニクリ村は度重なる税の未納によって、完全に領主による支配下に置かれている。

　一度そうなれば、領主側の強い支配から抜け出すことはできない。

　税を納める限りは、領地内での自由は保障される。

　しかし、税を納めることができなくなれば――クレイグ領では、帝国とは独立して税収を上げることを認められている。

　魔力豊富な火山と、貴重な鉱石や金属を算出する炭鉱がある。

　その炭鉱で働く人手を確保するため、ジュリアンはこの村への重税を課していた。

　麦の栽培を課し、納税を「麦あるいは通貨」とした。

　この貧しい村がロマンシア帝国貨やガルトランド自治区通貨を獲得できる見込みは薄いだろう。というか、ほとんどない。

　それはクレイグ領にとっては願ってもないことだ。

　税の未納を理由に、この村から労働力を炭鉱に送り込むことができる。

　要するに、「しけた税よりも無料の労働力」というわけだ。これはジュリアン・クレイグの下した判断だった。

　鍛え上げられた肉体に辺境伯という帝国からの信頼、それに代々応えてきたという自信。

　周囲を支配することはジュリアン・クレイグにとって当然のことだった。

　何度、断られたとしてもアデルを自らの妻にする未来を疑っていない。

　高潔すぎるほどに高潔なアデルは、クレイグ領の領民が苦しんでいるという噂を聞けば、関心を寄せるだろう。

　……その噂自体が、ジュリアンが流したものだったとしても。

「適当な村人から、不法入領者について尋問しろ……ついでに、昨年の税の未収分についても追求するように」

「はっ」

　同行した役人たちを走らせる。

「……まったく、我が領地にはふさわしくない村だ」

　ゆっくりと村の中を見て回っていると、ジュリアンは怒りを覚えた。

　発展しないもの、敗れ去った者。

　それはジュリアンの嫌うものだ。

「ふん……例の件さえなければ、このような村は早々に廃村にしているのだが――」

　そのときだった。

　役人たちが、慌てた様子でジュリアンのもとに駆け戻ってきた。

「ジュリアン様！」

「どうした」

「その……これを！」

「な、ミスリル貨だと!?」

　土地の売買や賠償金などの大きな取引でしか使われないミスリル貨。

　そんなものは、この寂れた村にあるはずがない。

「どういうことだ！」

「その、未納分の税をこのミスリル貨で納めるとかで……」

「違う、こんなものがどうしてあるのかと聞いている」

「その、商取引が行われたとか……」

　村人たちが、ジュリアンを取り囲む。

　武力では、非力な村人たち。

　ずっと虐げられていた村人たち。

　……彼らが、口を開いた。

「今後の税は、必ず払いましょう。ミスリル貨はまだいくらかあります――」

　じゃら、と革袋が音を立てる。

「麦の栽培はどうした」

「あちらの畑で、定められた広さは満たしています」

　もとより、実りのない麦をどうにか収穫をしようと広げすぎていた畑だ。

　クレイグ領で定められた面積を優に超えて、種たね籾もみばかりを消費していた。

「……くっ」

　税の未納がなければ、領主側にこの村に対して不当な要求をする道理はない。また、税の代わりに炭鉱労働に徴用されている村の若者たちは、すぐにでも帰還できるはずだ。

「それから、これを」

「ん？　書簡……帝国の紋章だと？」

　一通の手紙。

　上等な紙は高級品だ。

　帝国の紋章がプレスされている紙は、そうそう手に入るものではない。

　ジュリアンは側近に手紙を開けさせて、中身を奪うようにして受け取った。

「な……アデリア殿下……!?」

　封筒の中には、アデリア・ル・ロマンシア第六皇女の署名があった。

　ジュリアンの領地運営を視察した結果に関する苦言。

　そして、ジュリアンの求婚への拒否。

　震える手を周囲に気取られぬように、ジュリアンは手紙を握りつぶす。

（アデリア殿下をたぶらかす……やはり……あの男か……！）

　正体不明の無双の魔導師。

　宮廷魔導師に身をやつし、英雄としての責務を放棄してのうのうと暮らしているという噂を耳にしたことがある。

　リィト・リカルト。

　彼の正体が対魔百年戦争の英雄であるかもしれない、ということは帝国上層部では公然の秘密となっている。

　そして、彼が同じ宮廷魔導師団によって追放されたということも。

「……忌いま々いましい」

　次の納税期日まで、フニクリ村がどのような経緯をたどるのか。

　それをつぶさに見届けるように部下に指示をして、ジュリアンは呪詛を吐き捨てる。




　……しかし。

　彼が「あること」に気がつくのは少し先のことだ。

　ロマンシア帝国も、ジュリアン・クレイグも、誰もが軽んじて見落としていたフニクリ村に隠された秘宝が、リィト・リカルトの手に渡っていたことに気がつくのは――。




◆




「なんなのにゃ、その卵は……」

　トーゲン村に帰ってきたリィトたち一行を出迎えてくれたマンマが、ミーアの抱えている巨大な卵を見て怪訝な顔をした。

　フニクリ村は、リィトたちとの取引の先駆けとして牛カウカウ数頭と村に伝わる宝……卵を担保にしてミスリル貨を受け取った。

　牛カウカウについては、アデルがすっかり（物理で）飼い慣らし、村の一角に住まわせる手配をしている。

　猛虎型モンスターであるヌシ親子たちが牛カウカウを襲わないように言い聞かせている様子が微笑ましい。

「なにって……卵らしいってことしかわからん」

　全体に赤みを帯びた斑点模様がある。大きな卵だ。

　いわゆる、ヨ●シーの卵といった見た目をしている。

　はじめは化石かと思ったのだが、ナビ曰く。

「生体反応を維持しています。なんらかの卵かと」

　とのことで。

「フニクリ村の近くにある火山っていうか、鉱山っていうか……そこにある坑道から出てきたらしい」

　ミーアが両手で抱えるほどの大きさがある卵だ。

　ドラゴンが出るか、モンスターが出るか。

「目玉焼きとスクランブルエッグ、どっちが好きかにゃ？」

「マンマ、それは最悪質問だ！」

「ふにゃ、ただの質問だにゃ～……世論調査ってやつである」

「うーん」

　正体不明の赤い卵。

　リィトは頭を悩ませる。

　生体反応を維持、ということはこの卵がかえる可能性があるということだ。

「……やばい、ワクワクしてきた」

　ウンディーネの復活と、世界樹の沈黙。

　これからどうなるのだろう、という期待感が高まっている。

　この謎の卵も、もしかしたら――。

「リィト様、ご覧くださいませ」

「おお……っ！　牧場っぽいっ！」

　アデルが牛カウカウたちの放牧場に選んだのは、世界樹が植えてある一角にほど近い平地だった。

　牛カウカウがのどかにあくびをして、麦わらの上で寝そべる。

　畑では花人族フローラたちがせっせと作物の手入れをしている。秋に収穫して、海を隔てたフニクリ村の人たちの食べ物になるということを聞いて俄然やる気がでてきたらしい。

　川では「ぴぷーっ！」と魚人族フィッシャたちが遊びながら、少しずつ増えてきた小魚を追い回している。

　アデルはといえば、クレイグ辺境伯をこっぴどく振ったほとぼりが冷めるまではトーゲン村に雲隠れをするつもりなようだ。

「この卵、よろしければ私がお預かりしても……？」

「え？　いいけど」

「小鳥を卵から育てるの、小さい頃からの夢でしたの」

「小鳥」

　でっけぇ卵だけど、という言葉をリィトはのみ込む。

「鳥の卵なのか、これ？」

「どうでしょうか……どんな子が生まれるか、楽しみですね」

　アデルが少女のように微笑む。

　牛カウカウを片手でねじ伏せるパワーを完璧に制御して、慈愛に満ちた手つきで卵を抱くアデル。

　もしや、自分の体温で孵化させるつもりなのだろうか――という疑問はいったんのみ込んでおいた。

「……のどかだなぁ」

　リィトは晴れ渡った空を見上げた。
















４章『植物魔導師、村を救う』










第10話『やっぱりもふもふは可愛いと思う』




　トーゲン村の朝は早い。

　日が昇る前に起きだした花人族フローラたちが畑の手入れをはじめる。

　朝まずめと呼ばれる、魚たちが元気いっぱいに跳ね回る時間帯には魚人族フィッシャたちも気分がいいようで、川を跳ね回っている。

　汽水域――海と川の交わる水域には、少しずつ大型の魚があがってくるようになっている。

　――そして。

「タンパク、おはようございます」

　アデルが毛布にくるんだ卵に話しかける。

　ロマンシア帝国にある火山と鉱石の村、フニクリ村との商取引の手付金とリィトへのお礼として受け取った謎の卵だ。

　一説によると百年近く前から、フニクリ村に伝わっていた「秘宝」とのことだ。

「どんなネーミングセンスなんだ……？」

「マスターがそれをおっしゃるのは、少々アレかと」

「え？」

「……いえ、なんでもないです」

　ナビによると、謎の卵には生体反応はあるらしい。

　とはいえ、百年前からある卵に対して食欲を示しているアデルは、たくましすぎるのではないだろうかと思うリィトだった。

　小鳥を卵から育てるのが夢だった、というのは育ててどうするのだろうか――あまり深くは考えないようにしようと誓うリィトであった。

　猫人族キャッタズが卵を抱いて昼寝をしたり、アデルが自ら抱いて眠ったり。

　愛情たっぷりに温められている卵だが、今のところはバイタルに変化なし。

　本当にこれが卵かどうかも疑わしい。

「……一応、詳細なんかを調べられるといいんだが」

　トーゲン村はいい場所だ。

　リィトが思い描いたスローライフの聖地といった趣である。

　ひとつ不便があるとすれば、調べ物をするのが難しいことだろう。

　スマホなど夢のまた夢……紙の安定的な生産すらやや覚束ないこの世界では、図書館は富と権力の象徴だ。

　その図書館に行かなくては、コアな情報は手に入らない。

　大陸最大の知の宝庫であるロマンシア帝国図書館は、特権階級や学者にしか入館が許されていない。

　また、禁書と呼ばれる閲覧禁止の書籍も多いのだ。

　ギルド自治区ガルトランドに根を下ろす情報ギルド『ペンの翼』が重宝されるのは、その図書館に寄りつくことのできない庶民たちが様々な知識や噂話の元ネタなどに触れることができるようになったからだろう。

　情報は金より重い。

　知識は宝よりも貴い。

　……ただ。

　謎の卵は謎の卵のままのほうが、趣があっていいかもしれない。

　ロマンシア帝国の姫君であるアデルだが、名誉騎士団長という立場を利用して、視察の名目でトーゲン村に長期滞在しているのだった。

「すぅ……すぅ……」

「あ、寝た」

「いわゆる、二度寝ですね。体力の回復を図っているのでしょう」

「体力ねぇ」

「筋肉量の維持に大量の食事と睡眠を必要とするのかと――」

　愛おしそうに謎の卵を抱きしめて眠るアデル。

　この数日、食事とトレーニング以外の時間は卵を抱いて眠っているアデルだが、日に日に睡眠が深くなっているように思う。

「こんなに寝てるのになぁ」

「睡眠時間は、毎日三％ずつ長くなっています」

　なんだか、誰かに眠らされているかのような。

　そんな様子のアデリアに、にわかに不安になる。

　もしかして、病気の兆候とか。

　いや、いやいや。

　この健康優良児を超絶美女に仕立て上げたような筋肉皇女様に限って、そのようなことはあるはずがない――と、リィトは自分に言い聞かせる。

　ごく短時間で昏睡したかのように眠りに落ちてしまったアデルを覗き込んでいると――。

「……ふぁっ！」

「いだっ」

　ごつん、と前頭部に衝撃が走った。

　走ったどころではない。衝撃、大疾走である。

　勢いよく起き上がったアデルのおでこが、リィトのおでこを直撃したのだ。

　くらりと目がくらむが、なんとか持ちこたえた。

「大丈夫ですか！」

「……はい」

「申し訳ございません、つい……妙な夢を見たものですから」

「夢？」

　アデルは大きく頷いた。

　きょろきょろ、と周囲を見回して、なにかを探しているような仕草をしている。

「女の子に、会ったのです」

「えっ」

「銀色の髪の毛をした……リコという不思議な女の子に」

　アデルはまだ、世界樹の精（仮）――リィトがリコと名付けた不思議な少女には会っていないはずだ。

　リィトに【世界樹の祝福者】という称号とスキル『探羅万象』を授けたあとにとんと姿を見せなくなってしまったリコ。

　そういえば、すやすや眠るアデルの姿と、消える直前にリィトの膝の上ですやすや眠っていたリコの姿が重なるような気がする。

　夢の中で会える不思議な美少女。

　風が吹いて、世界樹の若木が揺れる。

　近くにアデルが作ったミニ牧場の牛カウカウたちが、ンモーンモーと鳴いている。いつも不機嫌だった上司の溜息のようだ。

　アデルが立ち上がり、卵を抱いたままふらふらと牧場――世界樹のほうへと歩きはじめる。

　運命が動きはじめる音がする。

　なんて。

　ちょっと詩的な気分になるリィトは、アデルのあとを追いかけた。




◆




　一方その頃。

　ロマンシア帝国、数々のモンスターを退けてきた絶対城壁に囲まれた首都のその中心。

　帝国城内の会議室は重い沈黙に包まれていた。

　ジュリアン・クレイグ辺境伯の所業についての報告書が第十一帝国騎士団名誉団長でもあるアデリア・ル・ロマンシア第六皇女から、枢すう密みつ院いんの重鎮たちの手に渡された。

　その報告書をつきつけられて、ジュリアンはこの場所に呼ばれていた。

「……倫理にもとる、という理由での求婚の拒否というのは前代未聞でありますが――なるほど、海岸部のフニクリ村への不当なる課税と」

　ジュリアンは手負いの獅子のような……あるいは、リィトなら腹痛を我慢している獅子舞のようだと表現するだろう表情で黙って座っている。

　突然の帝国本部からの呼び出しに、特急竜車を乗り継いで七日間の時間をかけて海岸部にある領地から城に呼び出されて先ほど到着したばかり。

（この機会にガルトランド自治区になにか動きがあったらどうするつもりなのか……）

　胸中は不満と、とっとと帰りたい気持ちでいっぱい。

　あらゆる会議室は、人の憂鬱で満ちている。

　それはどんな世の中でも変わらないのだった。

　はぁ、と深い溜息とともに枢密院の重鎮が口を開いた。

「あの村は生産性や税収以上の価値がある……という言い伝えを知らぬわけではあるまい、クレイグ殿」

「ん……？」

「あの村に祭られている、神聖なる卵を知らんか」

「……卵？」

　ああ、そういえば。

　ジュリアンは思い出す。

　そういえば、なにかあった気がするが。

　……あれが、辺境伯である俺が即日の命令で呼び出されるほどの物品だったというのか？

「詳細については、言い伝えも途切れ、史料も散逸しているが……あれはあの土地と密接に関わっているものだと。フニクリ火山の持つ魔力によって育まれているものだと……あの村は、あの卵を管理するためにあるようなもの」

「……なぜそのような重要なものが、たかだか村人に管理されているのか」

「対魔百年戦争は、我らの領地を完全に分断してしまったのだ……領主の愚行を諫めることもできぬほど」

「あの村がさほどまでに重要であるとわかれば、帝国にとって脅威になりうる――だからこそ、情報を漏らすようなことはしなかったのだが」

「まさか、辺境伯を務めるクレイグ家にまで伝わっておらぬとは」

　口々に放たれる好き勝手な言葉にジュリアンは唇を噛む。

　なんだ。

　知らなかっただけ。

　それなのに、この言われようはなんなのだ。

　パンチだ。

　パンチかキックで全員をぶっ飛ばしてやりたい。

　……しかし、戦乱の世が去った今となっては、それは蛮行として許されざるものになっている。かつての会議室はなかなかの弱肉強食であったと、懐かしく回想するジュリアンだった。

「……それで、村にあったという卵はどうなっている？」

「それは……」

　正直に言えば、報告できることなどない。

　なぜならば、まったくもって知らないことだった。

　卵だか、宝玉だか知らないが――すぐに戦いに役に立つこともなく、金になることもないものに注意を払える余裕など、百年単位の勝利なき内戦で吹き飛んでしまったのだ。

「……すぐに確認をいたします」

　信じられないような情報の散逸や、引き継ぎ事項の消失。

　国家であれ、会社であれ、「いや、その状況で？」というところから起きてしまうのだ。失われてはいけない情報ほど失われるし、だめなタイミングであればあるほど事故は起きる。

　そういうものなのだ。

　ジュリアン・クレイグは領地へと引き上げながら、毒づいた。

「……遠路はるばる呼びだすなよ、こんなことで！」

　領地と帝国の往復でいったい、何日ロスしたというのか。

　まったくもって、不合理だ。理不尽だ。

　鍛え上げられた肉体であっても抗えない頭痛にこめかみを揉みながら、ジュリアンは特急竜車に乗り込む。

　貴重な走竜を消耗させないよう、駅ごとに走竜を取り替えなければいけない。ロマンシア帝国内では、走竜は貴重だ。かなりの出費になってしまう。

　無用な出費に、時間の浪費。

　イライラすること、この上ない。




　――領地に帰ったあと、フニクリ村に祭られていた卵が消えていることに気付いたジュリアンが癇かん癪しゃくを起こすのは数日後の話だ。










第11話『仲間の新スキルも、やっぱりワクワクすると思う』




　リィトとアデルの目に飛び込んできたのは、世界樹の根元に座り込んでいる少女だった。

「リコ」

「……おとうさま」

　銀髪の美少女は、前回に会ったよりも少しだけ大きくなっているように見えた。正直、誤差の範囲だけれど棒きれのようだった手足に少しばかりふっくらとした肉がついている……ように見える。

「この子ですわ、夢で会った子は……お父様？」

「誤解だ！　誤解なんだって！」

　驚愕の表情でリィトを見つめるアデルの誤解を超高速で解いて、リィトは眠そうに目をこするリコに向き直る。

「しかし、やっぱりか……君がアデルを呼んだんだね」

　二人の声に振り返ったリコは、ぽやぽやとした表情でリィトとアデルを眺めている。

　まるで寝起き……というか、寝起きそのものだ。

　美少女の寝起きの表情かおが、木漏れ日のなかで輝いている。

　あどけない様子すら、なんだか神秘的だ。

「……あなた」

　きょと、とリィトとアデルをとらえたリコが口を開く。

　ゆっくりと立ち上がり、リコはまっすぐにアデルに歩み寄った。

　夢に出てまでアデルを呼び寄せたリコ。

　なにがリコの琴線に触れたのかはわからないが、アデルの姿を見て嬉しそうにしている。

　そうしてリコは、アデルに尋ねた。

「いとしい卵を抱くあなた。あなたのなまえ、リコにおしえて？」

「え、わたくしですの？」

　リィトに力を授けたときと同じように、リコはアデルに名前を問いかける。

（愛しい卵……）

　リコがアデルをここに呼んだ理由は、たった今アデルが抱いている燃えるように赤い謎の卵だ。

　やはり、百年前にフニクリ火山の坑道から出土したという卵は、なにか超常的なものなのだろう。

　もしかして、強力なモンスターの卵かも……とやや心配になっていたけれど、リコが「愛しい」というならば悪いものではないのだろう。たぶん。

　ふ、と。

　リィトの隣に相棒の姿が浮かぶ。

「――起動、顕現おはようございます」

「ナビ」

「世界樹の魔力反応、急激に高まっています」

「！」

「あなた、なまえをおしえて」

「アデル、ですわ。私の名前は、アデリア・ル・ロマンシア――アデルと呼んでくださいませ」

　茫洋として、アデルが応えた。

　夢見るような口調で言ったアデルの声に、リコが微笑む。

「あでる……アデル！　おとうさまの、なかよしさん」

「えっ」

　アデルの前に立ったリコが、そっと手を伸ばす。

「やさしいあなた、どうぶつがすきなあなた。どうかそのままでいて」

　指先が、アデルの額に触れる。

　リコの体が薄く発光し、世界樹が同じ光に包まれる。

「……？　今のは……？」

「……探査スキャン。アデリア・ル・ロマンシアの称号【動物好き】が変化していることを確認」

「称号の変化……!?」

「――新称号【ハイ・テイマー】を獲得したようです」

　称号【ハイ・テイマー】。

　聞いたことのない称号だ。

　モンスターや動物を手懐けることができる【テイマー】という職業は、ファンタジーあるあるだ。

　リィトの知る限り、この世界の動物……というか、モンスターたちは凶暴すぎて、テイマーのテの字もない世界観だったけれど。

　唯一、モンスターたちを（腕っ節で）手懐けることができていたのが、アデルだった。とはいえ、アデル本人には手懐けるなどという意図はなく、ただただ肉体と肉体のぶつかり合いを愉しんでいたわけだけれど。

　もしかしたら、そこがより動物的でモンスターと心を通わせられるのかもしれないけれど。

（称号【動物好き】が変化した……？）

　テイマーを飛び越して【ハイ・テイマー】を取得したというのは妙だ。となると、【動物好き】という毒にも薬にもならない称号がなにかのトリガーになった可能性がある。

　おそらく、ほぼ間違いなくそうだろう。

　だが、ナビのようなちょっとしたチート級の人工精霊タルパを持たないこの世界の人々は、称号の存在すらも知らない。

　困惑しきったアデルの表情は、さもありなんというところ。

　普段は毅然と、凜として背筋を伸ばしているアデルがおどおどしている様は、なかなか可愛らしいなとリィトは思った。

　対魔百年戦争中は、年相応な振る舞いなどできなかったのだから――うら若い乙女として、素の表情を見せてくれると安心する。

「え？　ええ？　あの……どういうことですの、称号とは……？」

　卵を大事に抱いたまま、おろおろしているアデルを案じたのか、村のほうからアデルの舎弟こと猛虎型モンスターのヌシが駆けてきた。

　獣の子の成長は早いもので、子ヌシたちも自分の足で少し遅れて駆けてきた。

　音もなく走るヌシに比べて、子ヌシたちは「とててて」という足音がしそうなキュートな走り方だ。

　リィトは子ヌシたちが可愛すぎて泣いた。

「よしよし、こっちだ」

「きゅっ！」

　子ヌシたちがリィトの腕に飛び込んでくる。

　この数日、リィトの必死のアピール大作戦――子ヌシたちの心を鷲づかみにする最強の猫じゃらしの開発――によって、すっかり懐いてもらえたのだ。

　マタタビで釣ろうとしたところ、猫人族キャッタたちから「それは犯罪にゃ……」「子どもになんてことするニャ！」と大ブーイングがあったので諦めたのであった。猫には猫の倫理観。人には人の乳●菌というやつだ。

「きゅう、きゅう♪」

「ははは、おまえたち……そんなに俺のことが好きかぁ～」

　満たされた気持ちで子ヌシたちをなでてやる。

　先ほどの怪現象に、頭の上に大量の「？」を浮かべているアデルを心配するように、ヌシが頭を擦り付ける。

　巨大な猛虎型モンスターに懐かれている美女の図は、牛カウカウを腕力でねじ伏せている姫騎士の図と同じくらいの絵力がある。

「あら？」

　ごろごろぉ、と喉を鳴らすヌシをじっと見つめるアデルがなにかをブツブツと言っている。

「あなた……言葉が喋れますの……？」

「ん？」

「あの、リィト様……ヌシが喋っていますわ！」

「…………俺にはなにも聞こえないけど」

　新称号【ハイ・テイマー】。

　おそらく、この称号に秘密があるのだろう。

　ナビの目に光が宿る。

　リィトのスキルを代理で実行できるというのは、彼の相棒であり異世界ナビゲーションシステムが精霊として顕現した彼女だけの特権だ。

「――スキル『探羅万象』にて追加探査します」

「そんなことが？」

「深掘りはできませんが――なるほど、称号【ハイ・テイマー】に付随してスキル『動物会話』を取得している可能性があります」

「なるほどな」

　リィトの新スキル『探羅万象』が、ナビの性能を大幅に向上させたり、ウンディーネの神殿の封印を解いたり――そういった力を与えてくれたのと同様のことが起きているのだろう。

「……で。ヌシは、なんて言っているんだ？」

　リィトが尋ねると、アデルはためらいがちに頬を染めた。

「ええっと……『いとしいひと！』と」

　お腹を空かしているのかと思っていた、ヌシの喉から響くゴロゴロ音がそんな意味だったとは。

「めっちゃ懐かれてる！」

　羨ましい。

　また、ヌシが唸る。

「あ、『わたしをみて！』と言っています」

（なんか……ペット語翻訳アプリみたいだな……）

　前世では、わんこやにゃんこの鳴き声を翻訳してくれる、というアプリがあった。もちろん、正確さや本当のところはわからない。人間に都合のいい翻訳なのだとは思う。

　しかし、もふもふと生活することに憧れを抱いていたリィトは、猫を飼ってもいないのに猫語翻訳アプリをスマホにインストールした過去がある。

　だって、猫と言葉を交わせるだなんて――あまりにも素敵だ。

「リィト様には聞こえないのでしょうか」

「おそらく、その子のおかげだよ」

　なにも言わずにニコニコと立っているリコに視線をやる。

　小さなあくびをしているが、この間のように今にも寝落ちしそうな雰囲気ではない。

　なんだか、少しずつ体力がついているような気配を感じる。

　子どもの成長というのは、目に見える体の大きさの他にも、こういうところで感じるものなのだろうか……と、なんとなく想像するリィトだった。

「きゅうっ」

　子ヌシたちがリィトの腕をぺちぺちと叩きながら、可愛らしい声をあげている。

　これは――じゃれついている。

　リィトは確信を持って、アデルに尋ねた。

「この子たち、今なんて言っているんだ？」

「……ええと」

「あれ、もしかしてまだ子どもだから喋れないとか」

　はむはむ、と子ヌシたちに手を甘噛みされながらリィトは尋ねる。

　これは完全に好かれていると思うのだけれど。

「……『狩りをしているよ』と……言っています……」

「えっ」

「その、狩りを」

「いや、聞こえなかったわけじゃなくて」

　リィトは耳を疑った。

　腕の中の可愛らしい子ヌシ三匹を見下ろしながら、悲しみに包まれる。

「そっかぁ……狩りをしているのかぁ……」

　小さくて、ふわふわで、可愛らしい命を見下ろす。

　狩りの練習できて、えらい。

　リィトは子ヌシたちをなで繰り回して、しみじみと感じ入ったのだった。

「……おとうさま」

　ついつい、とリコがリィトの袖を引っ張った。

「ん？」

「あれ、抱っこ」

「……卵を？」

「ふわ……」

　アデルが腕に抱いている謎の卵を指さして、あくびをした。

　リィトがアデルに視線をやると、アデルは卵をひとなでしてリコを見た。

　両手を差し出して、リコは「んっ」とアデルを促す。

　戸惑いながらもアデルが卵を手渡すと、リコは卵を抱え込んで踵を返した。

　とてて、と駆け出す。

「わわ、わぷ、あぶないです！」

「噛んだ……」

「噛みますとも！　た、卵を持って子どもが走るなど……帝都下町の女将さん方なら卒倒しておりますわ！」

「アデルのそういう庶民派なところって、どこから来るの」

「城の上品な食事からは摂れない栄養が、街の食事にはあるのです……」

「あー」

　ロマンシア帝国内の貧富の差は激しい。

　伝統に凝り固まった王侯貴族たちよりも、市井の商人たちのほうが富を得ている。

　戦時中にも市井の人間はたくましく、鶏肉などを調理して食す習慣を作り上げていたりする。

　鶏肉（といっても帝都近くに大量発生する怪鳥型モンスターの肉）が市場で大量に売られているわけだ。

　アデルはトレーニング後に鶏肉を食べることで、筋肉の張りが格段に見違えるという知見をお忍びで武者修行に出た先の市場で得たのだ。

　卵も当然、貴重なタンパク源。

　子どもが転んで卵を台無しにすることを恐れる主婦たちが、卵ひとつを運ぶのに巨大なカゴにおがくずや藁などを詰めこんでいたのを目の当たりにしていたのだ。

「……すぅ」

「あ、寝た」

　世界樹の若木の根元で、リコは卵を抱いたままで眠りについてしまった。

　今回は姿が消えることはなかった……のだが、あまりにも無防備だ。

　すよよ、すよよ……と眠るリコ。

　さっきまでのアデルと同じような、昏睡具合。

「……アデル、さっきまでの眠気ってどうだ？」

「あっ……そういえば、もう眠くありません」

「ふむ」

　スキル『探羅万象』を起動する。

　魔力の流れを見ると、リコから大量の魔力が謎の卵に流れ込んでいるのが見えた。

　ナビが訝しげに首をひねる。

「これは……？」

「魔力を吸っているみたいだ。アデルの魔力は少なくて、検知できなかったのかもしれない」

「……というか」

　リコと卵を繋ぐ魔力パスをまじまじと見る。

「これ、規格外すぎるだろ……」

　都市を巻き込んだ大魔術級の魔力が、卵に流れ込んでいる。

　ロマンシア帝国の宮廷魔導師団であれば、三十から五十人を集めてやっと――という魔力量だ。

　それが毎分、卵に送り込まれている。

「いやどんだけだよ」

　ドン引きというやつだ。

　この卵からなにが生まれるんだ。

　というか、リコだ。世界樹というのはここまでの存在なのか。

「こんな場所で……風邪を引いてしまいますね」

「う、うん。そうだな」

　普通に子どもを心配するテンションのアデルに、ほっこりしつつも複雑な感情になるリィトだった。

「……ん？」

　子ヌシがリィトの腕の中で暴れはじめる。

　下に降りたいのか、とリィトはそっと子ヌシたちを地面に下ろす。

　アデルに寄り添っていたヌシが、音もなく歩いて眠るリコに寄り添った。子ヌシたちもそれを追いかけてリコを取り囲む。

「おや……」

「アデル、ヌシはなんて？」

「なんでも『ここを動きたくない』、ということですわね」

「なんでだ？」

「……『守るべきものだから』と」

　ヌシと子ヌシたちが愛おしそうに、リコに寄り添っている。

　もふもふ温かそうな毛皮。

　ヌシたちが守っているのなら、安心だ。

「……提案どうでしょう。とりあえず、このままにしておきますか？」

「いや、それはさすがに……生長促進すくすく」

　周囲の草に植物魔導を使って、ベンリ草を編み上げ、簡易な小屋を作る。

　すやすや眠るリコと寄り添うヌシたちに屋根をかける。

　そして、ベンチを編んでリィトは腰掛けた。

「よし、と」

　小屋の中に腰掛けて、リィトはじっとリコとヌシたちを見つめる。

　眠る少女と動物は、見つめているだけでも元気になるような気がする。

　大量の魔力を吸い上げている、謎の卵。

　スキル『探羅万象』を起動すると、卵になにかの模様がうっすらと浮かんでいるのが見える。

（卵……これ、本当になにかの卵なのか……？）

　謎の卵。

　モンスターでもなければ、動物でもない。

　もしかしたら……。










第12話『ストーカーは恐ろしいと思う』




　――数日後。

　夕方になって、花人族フローラたちが畑仕事を終えた頃。

　トーゲン村に香ばしい匂いが立ち込めた。

「形はいびつだけど、できた！」

「おお～、ドーナツにゃ～！」

「いいにおいニャ！」

　わくわく顔の猫人族キャッタ二人がドーナツをつんつんと突いている。

　鼻をひくつかせている二人が、たらりと涎を垂らした。

　丸い形にくりぬくのが難しくて、へんな形にはなったけれど紛れもなくドーナツだ。

　トーゲン村産の小麦粉を練り上げて、フニクリ村の新鮮なオリーブオイルの試作品を使って揚げたドーナツだ。

「新しい油で、揚げたて……さて、どうなるかな」

　匂いにつられて、花人族フローラたちや魚人族フィッシャたちがやってくる。

　あまり大量に作ることはできなかったので、それぞれ分け合ってもらう。

　興味津々な様子で、お互いに顔を見合わせてはダンスをしている。

　リィトにはボディランゲージはまったくわからないけれど、ワクワクしているのはよくわかる。

「いっただっきますにゃ～！」

　ぱくり、とドーナツにかぶりついた猫人族キャッタが目を見開く。

「あっっっっっづ！」

　猫舌だった。

　リィトも一口食べてみる。

　油臭さもなければ、べとべとした食感もない。

　ただ――。

「んー、おいしい……かなぁ？」

　リィトは首を傾げた。

「こ、このような美味しい揚げ物……食べたことがありません……」

「ううん……？」

　食べられなくもないし、ガルトランド自治区で売られているドーナツもどきよりはよっぽど美味しいのだが。

「やっぱり物足りないなぁ」

「これで物足りないとおっしゃるのですか!?」

　こんなに美味しいのにですか、とアデル。

　リィトは頷く。

「うん、味が……」

　塩味のものはどうにかなる。

　岩塩も藻塩も流通しているのだ。

　しかし――甘みについては、蜂蜜程度しか流通していない。

　今回のドーナツも蜂蜜を使ってみたのだが、甘みが遠い。

　コクもないし。

「もっとジャンクな感じにしたいんだよなぁ」

　となると、やはり必要なのは、あれだ。

「……水も豊富になったし、いけるかな」

　リィトは、ううむと考える。

　そう。必要なのは砂糖だ。白砂糖だ。

　となると、必要なのはサトウキビ――だが、原種が見つかっていない。

　砂糖の精製はもうすこし先だとして……ドーナツを美味しくする方法が、もうひとつ。

「牛カウカウを、増やそう」

　リィトは、アデルの肩を叩いた。

「牛カウカウを増やす、ですか」

「ああ」

　リィトは頷く。アデルが作った小さな牧場。

　そこにはフニクリ村から譲り受けた、農耕用の牛カウカウたちがのどかに暮らしている。

　農村に小さな牧場。

　花人族フローラたちが運べない重い荷物を引っ張ったり、糞を使って堆肥を作ったり……と役に立ってくれている。

　しかし。すべて、雄牛だったのだ。

　繁殖ができないだけではなく、乳牛として飼育することができないのが非常に残念だった。

「いや、まぁ、雌牛をくださいなんて厚かましいお願いはできないけどな」

「フニクリ村にとっても、雌牛は重要な財産であったと推測されます」

「ああ、よくわからん卵よりも雌牛のが大切っていうのはわからなくない」

　その「謎の卵」は、リコが抱いて眠っている。

　リィトとアデル、それからたまにミーアとマンマが交代で様子を見守っているが、今のところは大きな変化はないようだった。

　少しずつ卵の表面に見える模様が濃くなっているが、それはスキル『探羅万象』を持っているリィトにしかわからないものだった。

「牛かぁ……フニクリ村の近くにいる牛型モンスターを捕まえるのが、一番いいかな」

　野生化――というか魔物化してしまった牛カウカウたちのうち、一部はアデルの腕力によって沈静化したわけだが、まだまだ周辺には逃げ出した牛カウカウのモンスターが多くいる。

　村の周りでウェイウェイしている暴れ牛カウカウたちを沈静化することは、フニクリ村の未来に関わる。

　なんといっても、でっけぇ牛カウカウである。

　人間というのは弱いのだ。

　ちょっと転んだだけで怪我をするし、牛に体当たりを食らえば命を落とす。

　弱っちいのだ、人間は。

　少し無理をしただけで、余生どころか人生を味わう間もなくあっけなく死んでしまうくらいには。

「……よし」

　一度、花人族フローラたちを連れてフニクリ村に行くつもりだった。

　少し予定が早まったけれど、悪くはない。

　そろそろ、オリーブの木が育ってきた頃だ。

　花人族フローラたちの農作業の様子を、村の人たちに見てもらう必要がある。

　来年からは、彼らだけの手でオリーブオイルを生産できるようにしなくては――というわけで。

「魔物化した牛カウカウを捕獲しに行こう！」




◆




　ジュリアン・クレイグ辺境伯は考えた。

　辺境伯に任じられる、実力と家格、そして忠誠心を兼ね備えた自分が置かれている状況について、思いを巡らせた。

「いや、やはりおかしい。俺がフラれるわけがない！」

　考えというか、確信であった。

　アデリア・ル・ロマンシア第六皇女への求婚を手紙で断られ、領地運営への異例の指摘を受けて、よくわからない卵が領地内のしけた村にあるという知りもしない情報について追及を受けた。

　しかも。

　村に行ってみれば、卵はない。

　よくわからない木を育てている上に、外貨を獲得して本来であれば貧民たちにはできないはずの納税をしてきた。

　借金の帳消しを盾に、民を道具として扱う。

　それが、クレイグ家代々のやりかただったはずだ。

　どうして、今までと同じようにやってきた自分だけが糾弾されるのか。

　それが、ジュリアンにとって、とうてい納得のできるものではなかった。

　――すべて、対魔百年戦争が終結してからだ。このようなことが起きはじめたのは。

　その象徴が、リィト・リカルトだ。

　あの考えの読めない男が、嫌いだ。

　……思えば、あの男のせいなのだ。

　リィト・リカルト。

　あの男が、妙な魔導で戦争を終結させ、アデルの気を引き、腹立たしいことにそれを誇りもせずにしけた宮廷魔導師の椅子に落ち着いた。

　追放の憂き目は当然の報いだと思っていたが、他人の領地に勝手に踏み入り、好き勝手をした挙げ句に、ジュリアンが存在すら知らされていなかった「秘宝」を持ち去ったのだ。許しがたい。

　フニクリ村の村人を尋問して聞き出した情報により、リィトが謎の卵を持ち出したことがわかった。

　他人の領地で意味不明の植物を栽培し、そして、ロマンシア帝国に伝わる卵を持ち去った。

　許しがたい。

　本当に、許しがたい。

「犯人は現場に立ち戻る――」

　完全にリィトを犯人扱いしているジュリアンである。

　フニクリ村近くの市街に陣営をはり、ジュリアンはリィトを待ち構える。ロマンシア帝国各地を転戦し、過酷な状況で戦い抜いてきたジュリアンだが、なにもない――それこそ、狩るべきモンスターすらいない寂れた村であるフニクリに滞在するのは、耐えがたかった。

「ジュリアン様、フニクリ村近辺に出没しているという牛型のモンスターの処遇については、いかがいたしましょう」

「放っておけ」

　借り切った宿の最上級の部屋で、渋い葡萄酒を傾けながら、ジュリアンはつまらなそうに言い放つ。

「そのような雑魚、俺が手を下すまでもなかろう」

「は、はぁ……しかし、聴取したところ作物や村人にも被害が」

「それくらい、村の連中でどうにかできないようでは、いずれにしても未来がなかろうさ」

　フニクリ村は、クレイグ領の中でも辺境も辺境。

「秘宝」だかなんだか知らないが、あんな村は手っ取り早く潰してしまえばいいと、ジュリアンは心の底から思っている。

「……リィト・リカルト……追放の身で、ロマンシア帝国の領地を踏むことは許さんぞ」

　もしも、リィトが再びこの地にやってくるようなことがあれば、すぐにフニクリ村に急行してやろうと思っている。

　一発殴らねば、気が済まない。

　――生まれてこの方、戦地での活躍を評価され続けたクレイグ辺境伯の世界観は、パンチとキックが強いほうが勝つのである。










第13話『本当に怖いのは野生動物だと思う』




　楽勝とはこのことである、とはマンマの記事の書き出しだ。

『ロマンシア帝国のモンスターハントの実情』という企画の取材のために、今回は情報ギルドの気鋭の記者、マンマが同行している。

　そんな話、鎖国政策の成功で都市部にほとんどモンスターがいないガルトランド自治区で需要があるのだろうか……とリィトとしては思うのだが、思えば隣国の生活事情というのは人気コンテンツなのかもしれない。

　前世でも、某隣国の生活事情なんかのネット記事はついつい読んでしまったリィトである。

　船旅ののちに、フニクリ村の近くの森は湿った木々と獣の匂いに満ちていた。

　野生化、もとい魔物化した牛カウカウたちの捕獲作戦中のリィトたちである。

「これ、記事になるのかにゃあ？」

　目の前の光景を眺めながら、マンマが溜息をついた。

　魔物化した牛カウカウたちとの派手な戦闘を期待していた様子のマンマにとっては、つまらない――というか、撮れ高のなさすぎる光景だ。

　なんといっても、魔物化した牛カウカウたちがアデルの登場と同時に大人しく服従のポーズをとっているのだから。

「絵面が地味にゃ～」

「そこはマンマの腕で盛ってもらって……」

　アデルの新スキル「ハイ・テイマー」の効果は絶大だった。

　本当に、歩くだけで牛カウカウが向こうから寄ってくるのだ。

　アデルは牛カウカウたちの言葉を理解し、村に戻ってきてほしいと話せば二つ返事でよいと言ってくれるのだ。

「んっも、んっも！」

　ちなみに、これが牛カウカウたちの二つ返事である。

　ちょっとした嘶いななきにしか聞こえないが、アデルは嬉しそうに牛カウカウたちの頭をなでる。

「んぶもぉ～♪」

　アデルのような動物会話スキルを持っていないリィトにもわかる。

　あれは、「ご満悦～♪」とかそういうことを言っているのだろう。

　アデルの白い指になで繰り回され、顔をぎゅっと抱きしめてもらっているのだ。帝国騎士団に存在するアデル姫親衛隊ファンクラブの面々が知ったら阿鼻叫喚だろう。

「ふにゃあ……せっかくの取材にゃのに、これじゃただのお散歩にゃ……」

「な、なんだか申し訳ございません」

「いや、むしろ助かるよ。アデル」

　正直、到着から数日かかる仕事だと思っていた。

　前回の上陸はゲリラ的にうまくいったけれど、その際に領地の作物をまるまるオリーブの木に置き換えるという所業を働いている。

　場合によっては――というか、どう考えても侵略行為なのである。

（怒られる前に、ここを立ち去りたい……っ！）

　アデルも同伴である。

　ふった女と、ふられた男。

　この世でもっとも揃ってはいけないものだ。

「それにしても、牛が子猫のようだにゃあ……でっけぇ子猫にゃ」

　猫人族キャッタ的に「子猫」ってどういう感情で発している言葉なのだろうか――などと考えながら、リィトはそわそわと落ち着かない。

「よし、そろそろ戻ろうか」

「はい！　残りの牛カウカウさんたちは、みなさんが連れてきてくださるそうですよ」

「めっちゃ手懐けていらっしゃる……」

　筋力と人徳。

　もしかして、このお姫様は最強なのではないかしら。

　リィト・リカルトは、うら若き第六皇女の底力に震えた。

　部下を動かす――あらゆる中間管理職が悩んでいることを、容易にやってのけるアデルであった。

「……？」

「どうした、アデル」

「いや、この子たちが……『助かった』と言っているのです」

「助かった？」

「……山に……怖い、ものがいる……？」

　称号【ハイ・テイマー】のおかげで、アデルが動物言葉を交わすことができるようになったとはいえ、相手はやはり動物だ。使える語彙に限りがある。

「……こいつらの天敵になりえる、モンスターが？」

　詳細は不明だが、できれば対処しておいたほうがフニクリ村にとってはプラスだろうが……。

　もっしゃもっしゃと草を食べている牛カウカウたち。

　でっかい角に、鋭い眼光。

　魔物化しているとはいえ、アデルによってテイムされてしまえば、のどかな農村の風景と変わらない。

　活火山の地熱のせいで山の頂上にいくにつれてはげ山になるが、このあたりには下草が生えているし、ちょっとした雑木林になっている。

　野生化、かつ魔物化した牛カウカウたちは、この草を食べて暮らしていたようだ。

　家畜としては、のんびりまったりと農作業に従事したり牛車を引いていたりする彼らが、ムキムキのマッチョ牛カウカウになっている――どこか、バキバキに鍛え上げられた肉体を持つお姫様を彷彿とさせなくはない。

「それにしても、牛カウカウが魔物化なんて聞いたことがなかったな」

　大迷宮、と呼ばれる大規模な地下遺跡ダンジョンの近くでは野生動物がそこから漏れ出る魔力の影響で魔物化することはあった。

「火属性の魔力の影響……って言っていたよな、ナビが」

　だとすると、その「怖いもの」という謎の存在も、魔力の影響を受けているかもしれない。

　リィトは考える。

「んもっ」

　スキル『探羅万象』で、牛カウカウたちの魔力を探る。

　なるほど、たしかに火属性の魔力を纏っている。

　だが、出所は？

　たしかに、火山などの大規模な自然物が帯びている魔力というのはある。かつての世界に満ちていた空中魔力エアル・マナの残滓のようなものだ。

　……だが、動物を魔物化するほどの力があるとは思えない。

「……ってことは、地下遺跡ダンジョンがこの近くにあるってことだよな」

　フニクリ村には小規模なモンスター発生の報告がある、とアデルが言っていたし――。

「精霊神殿の跡地が地下遺跡ダンジョン……元は、ここもウンディーネみたいな精霊が存在していたってことだよな」

　そこが魔力の発生源ということか？

　急に魔力が活性化した、ということは――もしかして、ウンディーネが復活したことと、なにか関係があるのだろうか。

（ってことは、魔物化を食い止めるには地下遺跡ダンジョンを叩くしかないけど……面倒だな……）

　もう、そういうレイドバトル的な不毛な戦いとは手を切りたいのだ。

　もしも地下遺跡ダンジョンが原因だとしたら、浄化とか封印とか一切考えずに、植物魔導で巨木を上から生えさせて物理的に埋めてしまおうか。

　もう、ただの残党処理。雑でも許されるはずだ。

　そんなことを考えていると、演算をしていたナビが呟いた。

『分析結果報告しらべてみたところ……牛カウカウたちの魔力反応、以前よりも薄まっています』

「え？」

　ナビが空中に顕現し、リィトに耳打ちをする。

　別に誰が聞いているわけでもないし、普通に話してくれればいいのだが。ナビは時折、むやみやたらに距離が近いことがあるのだ。

「……魔力の発生源が消えてる、ってことか？」

（……フニクリ村にあった魔力の発生源が、なくなった――って……あっ）

　海の向こうのトーゲン村。

　そこのシンボルとなりつつある世界樹の根元に作った小屋で、すやすや眠っている美少女を思い出す。

　世界樹の精霊である美少女リコが抱いて眠っている、ヨ●シーじみた大きな卵を思い出す……。

「もしかして、あの卵が……？」

　可能性としてはありえる。

　周囲を魔物化するほどの、強大な魔力――その発生源があの卵だというのなら、リコが大量の魔力をあの卵に注ぎ込んでいるのも納得できる。

　失った魔力を、注ぎ込む。

　あの卵が孵化するのに必要な分の、大量の魔力を――。

（これは、いよいよ早々に帰ったほうがいいな）

　あの卵のそばを離れるのは、得策ではなかった。

　さっさと雌の牛カウカウを連れ帰って、卵の様子を見に行きたい。

　絶対に面白い。

「ふにゃ、リィト……とんでもない顔をしているにゃ」

「え？」

「眉間にしわを寄せながらニヤニヤしてるにゃ……」

「そ、そうかな」

「そのお顔をされているときには、まもなく名案が浮かぶときなのです」

　アデルが胸を張って誇らしげに言う。

「え。そんなイメージ？」

「はい、リィト様が一番楽しそうにされているのも、そのお顔をされているときです」

「……悪ぃ顔にゃ～」

「えっ」

　うぷぷ、と笑うマンマ。

　楽しそうにメモ帳にペンを走らせている。

　紙が貴重な世の中なので、ものすごいチマチマとした字だ。なお、老眼鏡もない世の中である。

「ちなみに、それってなに書いているの？」

「にゃふ、リィトの言行録にゃ」

「げんこーろく」

「ゆくゆくは、トーゲン村がビッグな一大勢力になったら、わがはいがリィトの伝記の執筆者になるのにゃ」

「なるほどなー」

　ちなみに、この世界ハルモニアでは紙が希少なこともあり図書館や貸本が本の流通の主になっている。

　おそらく、マンマが伝記を執筆したとして、印税的な儲けには乏しいのではないだろうか……とは思う。

　それでも書きたいと言ってくれているのは、ありがたい。

　だが、紙の大量生産ができれば――いつか、衣食住が満ち足りたら、やってみてもいいかもしれない。

　ああ、のどか。

　牛カウカウたちをフニクリ村に戻したら、雌牛をより分けて数頭いただけばミッションコンプリートだ。

　――そのとき。

「……緊急報告しつれいします、マスターっ！」

「ナビ？」

　リィトの中で休眠していたナビが、切迫した表情で顕現する。

「異変を察知。……フニクリ村に、敵性反応があります！」

「えっ」

　フニクリ村には、花人族フローラたちがいる。

　フラウを中心にして、一家族から二家族ほどの花人族フローラが今回の旅行には同行していて、村人にオリーブの手入れを教えているはずだ。

　よい実の選び方から、ついてしまった虫の追い払い方まで、懇切丁寧に教えてくれている。

　フラウの通訳もあれど、花人族フローラたちのボディランゲージはフニクリ村の人々に通じていた――主に子どもに。

　子ども特有の謎コミュ力でもって花人族フローラたちとダンシングコミュニケーションをとる光景は、かなり微笑ましかった。

　敵性反応、という言葉に心臓が冷たくなる。

　このあたりに、危険度の高いモンスターがいるわけではないが――絶対に、誰も傷ついてほしくない。

　せっかくのスローライフだ。

　きな臭いイベントなんて、まっぴらごめんだ。

「参りましょう、リィト様！」

　リィトに先駆けて、アデルが走り出す。

　ここは彼女の守るべきロマンシア帝国の領土、そして、彼女の仲良しであるフラウにも危険が迫っている。

「にゃっ！　ちょ、ちょぉ、待ってくれにゃあ～っ」

　日頃の運動不足と寝不足のせいで、とてて、と走ってよろめくマンマ。

　怪我も危険もなさそうなことを確認して、リィトは踵を返す。

　むしろ、戦闘に不慣れなマンマはこの場所にいたほうが安全かもしれない。

　牛カウカウたちはすっかりおとなしくなっているし、村に起きている脅威は未知だ。

　ならば、ここで待っていてもらうのが得策だろう。

「急がないとっ！」

　アデルが強く地面を蹴る。

　地面がえぐられるほどの脚力。

「うおおおおおっ！」

「うわ、そんな……木をなぎ倒すのはちょっと！　いでっ！」

　最短距離を駆け抜ける――そのために、アデルはフニクリ村までの直線距離にある木々をなぎ払いながら駆けていく。

　強靱な筋肉があろうが、木の枝や葉っぱは生身のアデルの皮膚や髪の毛を容赦なく傷つける。

「……こういうときこそ、頼りにしてくれればいいんだけど」

　リィトは小さく呪文を呟く。

　植物魔導師にとって、森はテリトリーといっても過言ではない。

「っ!?　これは……木々がわたしを避けてくださる!?」

「それだけじゃない……さっ！」

　木の根っこを編み上げて、舗装する。

　ベンリ草を編み上げて、トロッコを作る。

　――車輪は舗装された道を、一気に駆け下りていく。

「乗れ、アデル！」

「はいっ！」

　トロッコに乗って、山を駆け下りる。




◆




　一方その頃、マンマは震えていた。

　……なんで。

　なんで、置いて行かれねばならないのだ。

　情報ギルド『ペンの翼』の敏腕記者を、背後に置いていくなんて。

「ゆ、ゆるせにゃいっ」

　運動不足の猫人族キャッタでは、きっとリィトたちには追いつけない。

　植物魔導を使って、なんか森をねじ曲げてるし。謎の乗り物を作ってるし。

　どうにか追いかけなくては。

　スクープを逃したくない。

　しかし。

　どうにかして、追いつこうにも猫人族キャッタの小さな体躯で、しかも運動不足で徹夜続きの新聞記者では追いつけない。

「……お？」

　むしゃり、むしゃり、と美味しく草を咀嚼する牛カウカウとマンマの目がぱっちりと合う。

「…………もぅ？」

「……いくにゃ」

　マンマは立ち上がる。

　そして、アデルにテイムされた牛カウカウたちに、大演説をはじめた。

「そこの牛カウカウたちよ！　立ち上がれ！　お前らの主人を助けるにゃ！」

「んも？」

「魔物化だかなんだか知らにゃいが、そんなに強そうになって草むっしゃむっしゃしてて、恥ずかしくないのかにゃ!?」

　熱弁するマンマを、じっと見つめる牛カウカウたち。

　ゆっくりと、牛カウカウが立ち上がる。

　集まってきた牛カウカウたちと、マンマと牛カウカウたちが見つめ合う。

「んも」

「ふぎゃ！」

　一匹の牛カウカウが、マンマの尻尾をモグモグと食んだ。もふもふのしっぽを、草と間違えたのだろうか。

　ぞわわ、となってしまったマンマだが、そんなことで諦めたりはしないのだ。




◆




「懐かしいなぁ、この感じ……っ！」

　とんでもない速さで山の斜面を駆け下りるトロッコの上で、リィトは呟いた。

　火山由来の砂利の影響も受けず、木の根っこでできたレールを猛然と走るトロッコ――懐かしい。

　トーゲン村となる土地に到着したときにも、トロッコに乗っていた。

　あのときは、たしかブレーキが壊れて……。

「……あっ」

　忘れていた。

　ブレーキをつけるのを。

（……まぁ、最悪、ベンリ草を車輪に絡めて止めればいいか）

　ムチウチに気をつけなくてはいけないけれど、それはそれ。

「……ん？　なんの音だ」

　トロッコの車輪の音に交じって、なにか轟くような音がする。

　リィトは首を傾げた。

　まるで、太鼓のような、集団でなにかが爆走しているような。

「マスター、後方確認を」

　ナビの声に、リィトはゆっくりと振り返る。




　――マンマは強い。

　ウンディーネの神殿でも、猫の本能むき出しに生き抜こうとしていた。

　ふわふわの可愛い見た目の猫人族キャッタ――ロマンシア帝国では愛玩種として扱われていた彼らのたくましさは、ミーアとマンマが教えてくれた。

　――そういうわけで。

「ふにゃあぁあっ」

　ドドドド、という地響きに一同が振り返る。

「そ、そこのけ！　そこのけにゃっ！」

　マンマは自ら、謎の技術で牛カウカウたちを焚きつけて、リィトたちを猛追していた。

　地響きの正体は、大挙して押し寄せる牛カウカウたちだ。

　先頭を走る牛カウカウの背中に、血走った目をしたマンマが乗っている。

「えっ」

「うにゃああ、事件現場に記者を置いて行くにゃんてっ！　許さないにゃっ」

「う、うわああ」

　追いかけてくる牛カウカウ。

　逃げていくトロッコ。

「んもぉおぉ～～～っ」

「ふにゃああ」

「うぎゃああああ」

　麓にあるのはフニクリ村。

　敵性反応の正体は――。

「クレイグ辺境伯！」

　リィトたちの目撃情報を得て、フニクリ村に駆けつけたジュリアン・クレイグ辺境伯だった。

　仁王立ちで全力で格好をつけている。

「アデリア殿下、これはゴキゲン麗しく……えっ、その乗り物はいったい!?」

「トロッコですっ！　どいてどいて！」

「ぬおおおお!?」

　猛スピードで突っ込んでくるトロッコに、ジュリアンは唸る。

　鍛え上げられた肉体と戦場で鍛えた反射神経によって、トロッコの進路から待避する。

「つ、ツノが燃えている!?」

　リィトたちの乗るトロッコの後ろの、魔物化した牛カウカウの群れ。

　その角に、火がともっている。

「興奮によってツノに火が……っ!?」

　トロッコに乗ったまま、リィトは振り返って息をのむ。

　背後の圧がすごい。とんでもない迫力だ。

　大作インド映画の見せ場感がすごい。

　火牛の計、なんていうのも有名だし、優しいイメージに反して牛というのはかなりアグレッシブである。

　というか、あれだ。

　闘牛のほうの牛だ、これ。

　リィトは「ひっ」と息をのむ。

　後ろを振り返ったまま、じっと牛カウカウの群れを見つめているアデルの表情はうかがえない。

　けれど。

　その瞳が、使命感に燃えていることをリィトは知っている。

「マンマさんと牛カウカウさんたちを助けませんと」

　アデルは小さく呟いた。




　――一方。

　迫り来る脅威に、フニクリ村はパニックに陥った。

「なんだあれ！」

「あいつら、魔物使いなのか！」

「まずいぞ、作物が！」

　農業の指導にやってきていた花人族フローラたちが、大慌てでオリーブ畑へと駆けていく。植物を守ることが、彼らの最優先事項。

「待避だ、待避するぞっ！」

　ジュリアンが自分の兵たちに指示を飛ばす。

「ひどい、村の方たちはどうするのですか！」

　ジュリアンの退避行動を遠目に見ていたアデルが唇を噛む。

「アデル！　やめろっ！」

「えっ？」

「唇、噛みちぎるぞ！　揺れるしブレーキかけるから！」

「は、はい!?」

　本気で心配をしているリィトである。

　トロッコは揺れるし、このあと急ブレーキをかけるし。

　アデルが戦いの中で負傷することに関しては、彼女が選んだ道である。だから、リィトがなにか口を出すのはお門違いである。

　しかし、揺れるトロッコで唇を噛みちぎってしまうという悲しい事故は避けられるなら避けたほうがいいに決まっている。

「心配してくださるのは嬉しいのですが、その、そこを心配されるところでしょうか!?」

「えっ」

「……少々アレですが、的確なご指示かと」

　猛スピードで岩の斜面を駆け下りるトロッコの上で交わされる微妙に緊張感に欠ける会話――それを打ち切ったのは、アデルだった。

「牛カウカウさんたちの言葉が聞こえません……興奮いかりで我を忘れているようですわ」

　トロッコの上に、アデルが立ち上がる。

「あ、アデル!?」

「止めてあげませんと……っ！」

　こうなっては、アデルはもう止まらない。

　それは知っているけれど。

「いやいや、危ないって！」

「リィト様、村のことは頼みますわね！」

　猛スピードのトロッコから飛び降りるアデル。

「ふにゃ!?」

　牛カウカウの背中に乗っているマンマの悲鳴。

　爆走する牛カウカウの群れのなかに、アデルの姿が消えていった。










第14話『戦う皇女様はかっこいいと思う』




　村に到着すると同時に、リィトはトロッコを急停止させる。

「あ、アデル……いやいや、あれはさすがに――」

　いかに鍛え上げられた肉体といえども、あの勢いで走ってくる牛カウカウの群れに飛び込んで無事で済むとは思えない。

　急いでアデルの無事を確認しようとするリィトの背後で、不穏な気配がした。

「……えぇっと？」

　振り返ると、そこには剣を構え、私兵団を従えたジュリアンがいた。

　その足下では、収穫したばかりのオリーブが踏み潰されている。

「…………」

　リィトは眉をひそめる。

　このオリーブは、この村の宝にも等しい。

　麦を育てるのにはもともと適していないこの土地で、外貨を獲得できる――そして、リィトがうまい飯を食えるようにと選んだ作物だ。

　平気で、それを踏み潰す。

　あまり好きになれないな、とリィトは思った。

　轟く牛カウカウの蹄の音がもうそこまで迫っている。

「ぶもぉおぉっ！」

　地震でも起きたかと思うような、地響き。

　牛カウカウたちの群れは、驚異だ。

　その鳴き声にリィトが気を取られていると、背後でズザザとあとずさるような気配。

「まったく、嘆かわしいっ！」

　ジュリアンの声が、やたらと遠くで聞こえてなにかと思いリィトが振り返ると。

「いや、遠っ！」

　……本当に、ものすごく遠くで仁王立ちをしていた。

「その珍妙な乗り物で、我々を挽き潰すつもりだったのだろう――あの暴れ牛カウカウたちで、我が領地を踏み荒らすとは……しかも！」

「いや……遠……」

　勇猛果敢、国士無双。

　そんな形容をされていた、優れた将であるジュリアン。

　それでも、大量の牛カウカウを背後にして爆走してくるトロッコの迫力にはやや気圧されていたようだ。

「……貴様、リィト・リカルト！」

「はい、そうです……」

「我が領地で勝手を働き、アデリア姫をたぶらかす不届き者！」

「前者はともかく、後者は誤解ですよ……あと、遠い……」

「この村に伝わる秘宝を持ち去ったことも、誤解だと？」

　ジュリアンの唸り声にリィトは首を傾げた。

「秘宝って、あの卵か……？」

「やはり貴様が……っ」

「数百年放置されてたっていうから」

　村人たちに聞いたところによれば、「今となっては、どうして大切にしているのかすらわからないが、とにかく高価なものらしい」という、ちょっと扱いに困るタイプのものだったようだ。

　とにかく物資に乏しいこの村で、リィトに渡す価値のあるものを――と、なけなしの貴重品ということで差し出されたのが、あの卵と牛カウカウだったのだ。

「……大事なものなら返すけれど――あの卵のせいで、牛カウカウたちが魔物化している可能性があるぞ？」

「戯ざれ言ごとを！」

　ジュリアンは吐き捨てた。

「まぁ、いい。あの牛カウカウどもを我が手でなぎ払ってからだ」

「えっ」

　ジュリアンはゆっくりと剣を抜く。

　付き従っている私兵たちも、それに続いた。

「おいおい、待て！　あの牛カウカウは、フニクリ村の大切な資源だぞ」

「魔物化した家畜など、文字通りモンスターも同然だろう」

「いや、ちゃんと元に戻せるんだ！　アデルが牛カウカウたちと話をつけてる」

「……牛カウカウと？」

「いや、その、話せば長いんだけど、そういうことだ」

「……戯れ言にもほどがあるだろう」

　リィトは「んぐっ」と唇を噛む。

　ちょっと哀れむような表情、やめてくれ。

　たしかに、「牛カウカウさんと話ができるんです」というのは、この異世界ハルモニアにおいてもメルヘンすぎる状況だけれど。

「――討伐する！」

　魔物化した牛カウカウたちに向かって、突進するジュリアンを止めたのは、凜と響きわたる声だった。

「いい加減にしてくださいませっ！」

「はっ!?」

　暴走する牛カウカウたち――と思っていたのは、はたして、そうではなかった。

　立ち上る砂埃に見えなかったが、ひときわ立派な牛カウカウの背中になびく金髪があった。腕にはマンマを抱きしめている。

　牛カウカウたちは興奮に我を忘れているわけではなかった。

　――アデルのために、走っているのだ。

「アデリア殿下っ!?」

　燃えさかる角を振り回した牛カウカウが、村に突入してくる。

　村のものや作物には目もくれず、ジュリアンとその私兵を追いかけ回している。

「うわ、うわわっ」

　火の粉が飛び散り、あわや家屋に燃え移りそうになってしまう。

「じょ、じょうろ！」

　リィトが右手からスキル『じょうろ』で水を出す。

　勢いがない水量だが、どうにかこうにか消火に成功した。

「おおお～」

　村人の拍手になんともいえない気持ちになるリィトだった。

　右手からほとばしる清らかな水が、なんとも空しい。

「ふにゃ……」

　牛カウカウの群れから命からがら逃れてきたマンマが、リィトによろよろと近づいてくる。

「ごめんにゃ……ちょっとハッパかけようと思ったら……こんにゃことに……」

「マンマ！」

「うぅ、牛カウカウさんたちはこっちの言葉がわかっているのであるにゃあ……ちょっと煽ったらこんなことに……」

「煽ったのかよ……」

「うう……大げさな見出しは、情報ギルドの基本だにゃあ……」

　どんな煽りをしたのやら、ということは置いておいて。

　とにかく、マンマが無事でよかった。村人にも大きな被害はなさそうだ。

「あの！　みなさん！　ありがとうございます！」

　アデルの声に、私兵を追いかけ回していた牛カウカウたちが大人しくなる。角にともっていた火が消えた……と同時に、魔物化していた姿がもとの牛カウカウに戻った。

「なるほど、魔力を使い果たしたのか……っ！」

　謎の卵が近くにないとなれば、魔力の供給元もない。

　体内に蓄積された魔力を使い果たせば、元の姿に戻る……という仕組みのようだ。

　村人たちが、久々に戻ってきた牛カウカウをなだめて抱きしめる。

　大切な資産であり、共に暮らす仲間でもある――家畜というのは不思議な存在だ。肉をいただくことになろうとも、やはり生きている間は人間たちのよき隣人なのだ。

「んもっ」

　ごきげんにそれぞれの飼い主のもとに戻っていく。

　牛カウカウたちを苦々しく睨み付けるジュリアンに、アデルが対峙する。

「ジュリアン・クレイグ辺境伯！　あなた、いい加減に……っ」

「その男にたぶらかされているのですね……」

「は？」

「そうでなければ、説明がつきません！　このような盗人の魔導師風情に入れ込んで、私からの婚姻の申し入れをお断りなされるなど――」

「あのっ！」

　アデルが叫んだ。

「クレイグ卿は、なぜそんなに私に固執するのですか？」

　その問いかけに、ジュリアンはさも当然のことのように答える。

「それは、あなた様が我が妻にふさわしいと――」

「……それは、対魔戦争のときから、私を『妻』としてご覧になっていたということですのね」

　ぽつり、と呟くアデルは唇を噛みしめる。

　トロッコの上でもなければ、暴れ牛カウカウたちに追いかけ回されるわけでもない。噛みしめた下唇を噛みちぎってしまうこともない。

　思う存分、噛みしめればいい。

「戦いの最中では、あなたも戦うことが求められたかもしれませんが！　もうその必要はないのです」

「それですわっ！」

「は？」

「私が、私として……ロマンシア帝国第十一騎士団の名誉団長として前線に出ていたことは、特別に『許されていた』ことなのでしょうか」

　アデルはリィトが好きだ。

　彼はアデルに、姫君らしくいることを求めないから。

　なにか条件をつけて、アデルに「許可」をしたりしないから。

「戦時中は特別で、終わったら貞淑な妻になることが当然だから……だから、ずっとつきまとっていたのでしょうか」

「む？　それが、当然の幸せで――」

「都合のいいときに、都合のいい『当然』を押しつけられるとでも？」

　アデルは、震える指を握りしめる。

　リィトは唸った。

「都合のいい、か」

　うぐ、と思わずリィトが唸る。

　都合のいい、当然。

　リィトが苦しめられていたのも、それだ。

　社会人なら従順な社畜ムーブをして当たり前。

　親孝行して当たり前、自分の時間を削って勉強するのが当たり前。

　力のあるものは他者に尽くして当たり前。

　力のないものは他者に服従して当たり前。

　――それは前世でも、この世界でも同じこと。

「ふにゃ……猫人族キャッタらしくない、とかミーアもわがはいも言われるのにゃ」

　フニクリ村の村人たちのうち、何人かがハッとした顔でアデルを見つめる。

「……当然……」

「考えたこともなかったけど……」

　他人から押しつけられる当然に、人は誰しも苦しめられている。

　スローライフを求めて、宮廷をクビになることに喜んでしまうような状態というのは、決して珍しくもない。

　フニクリ村の人たちが、この村が滅びてしまえと思っていたのと同じだ。故郷だろうが、代々守る謎の卵があろうがなかろうが。

　どこかで、誰かが、この世界を滅ぼして変えてくれると思っている。

「都合のいいように、私の正しい幸せを決めないでください」

　アデルはトーゲン村での休養で、少し健康的に日焼けした顔で言い放つ。

「……私は、リィト様のお近くにいたいのです」

「なっ」

　ジュリアンの顔色が変わる。

　牛カウカウに散らされた私兵たちが、周囲に戻ってきている。

　部下たちの前で恥を掻かされたと感じたジュリアンが、顔色を変えた。

「……いい気になるな、女」

「っ！」

「ただの女には興味はない、ロマンシア皇帝家の血筋に連なる騎士姫に俺は価値を見いだしていたのだ……自惚れるな！」

　ジュリアンが、つかつかとアデルに歩み寄る。

「貴様がそのつもりなら、女だからと手加減はしない」

　鍛え上げられた肉体。

　ジュリアンの拳がアデルに襲いかかる。

「アデル！」

「っ！」

　アデルはそれを避けて、深く踏み込んだカウンターを繰り出した。

　筋肉を育てることと戦いに人生をかけてきたアデル。

　木だろうがＳ級モンスターであろうが平気でぶん投げる彼女の本気の一撃だ。

「っ!?」

「……重いな。さすがは元我が伴侶候補」

　しかし、ジュリアンはその一撃を受け止める。

　にやり、と笑ったその口元を、薄い舌が這う。

「くく、悪くない……悪くないぞ……」

　次々に打撃を繰り出すジュリアン。

　アデルはそれを受け流しては、カウンターを叩き込む。

　自分から動けば勝機はない、というのがアデルの直感だった。

「うわ、グーパン……」

　パンチとキックで解決する方向性はあまり好かないリィトである。

　ほぼ互角、というのがナビの分析結果だ。

　勝率も変わらない。

　もしも、状況がひっくり返るとしたら――。

「んぶもおおおっ！」

　戦いの最中に、牛カウカウたちが叫ぶ。

　明らかに様子がおかしい。怯えている様子だ。

「えっ」

　牛カウカウたちを心配したアデルの動きが止まり、その一瞬の隙にジュリアンの拳が叩き込まれた。筋肉の鎧があれど、かなりのダメージのはずだ。

「くっ」

「危ない！」

　吹き飛ぶアデルの落下地点に、ベンリ草を茂らせてクッションを作る。

　と、同時に、牛カウカウたちがパニックを起こしている原因を探る。

「ナビ、状況報告！」

「っ、モンスターの魔力反応あり。申し訳ございません――索敵をかいくぐっていたようです！」

「スキル『探羅万象』を起動！」

「了解はい――あっ！」

「……山犬!?」

　鋭い牙を光らせた、白い毛並みに真っ赤な差し色の毛皮をまとった獣が疾風のごとく駆けてきた。

　古き魔物だ。

　その魔力の質、強さ、大きさにリィトは見覚えがあった。

　トーゲン村の東の山に住んでいた、猛虎型モンスターの「ヌシ」――リィトたちの目の前に現れた山犬、巨大な狼型モンスターは、ヌシと同格の存在だ。

　最近はアデルやリコに寄り添っているデッカい猫になっているが、ヌシは強大な力を持ったモンスターである。

　ロマンシア帝国に大量発生したモンスターとは別に、各地に古くから住んでいる魔物だ。

　この地には、狼型のモンスターが住んでいたのだろう。

　推定ランクは特Ｓ級。

　強大な魔力を持つ、危険度の高いモンスターだ。

　しかし。

　今はまるで、リィトたちに味方をするかのようにジュリアンに牙をむいている。

「なっ」

　――ジュリアンに襲いかかる狼。

　待避が間に合っているのは、さすがのジュリアン・クレイグだ。

「ふにゃ……もしかして、あれが牛カウカウたちが怖がっていたやつであるにゃ？」

　魔物化した牛カウカウが怖がるのは、より上位の魔物。

　なるほど、ものは道理だ。

「でも、どうして!?」

　一目散に。

　脇目もふらず。

　ジュリアンを攻撃対象にした行動に、リィトは息をのむ。

「……称号【ハイ・テイマー】の効果と推測します。魔物がアデルさんとその味方を攻撃することがないのかと」

「じゃあ、さっきの牛カウカウたちも本気でアデルを助けるために村にカチコミかけてたのか……」

　狼がジュリアンを取り押さえながら、なにやらぐるぐると唸っている。

　ベンリ草の茂みから出てきたアデルが、狼に話しかける。

「い、いけません！　食べるのはお待ちをっ！」

「た、食べっ!?」

　ジュリアンが動揺する。

「……あの狼、なんて言ってるんだ？」

「ぐぅ……」

「アデル……なんて言ってるんだ？」

「ええっとですね」

　アデルが口ごもる。

　その間にも、狼が牙をむいてジュリアンに詰め寄る。

　万全の状態であれば、互角かあるいはジュリアンが狼を撃退する結果になるだろう。

　しかし、不意打ちで未知のモンスターに対峙するとなれば話は別だ。

　牛カウカウたちに蹴散らされ、不意打ちで特Ｓ級モンスターを目の当たりにした私兵たちは、すっかり萎縮してしまっている。戦意喪失である。

「……まずそう、とおっしゃっています」

「えっ」

「たべてやってもいい、と……」

「う、うわぁ……せめて美味しく食べてやってくれよ」

　ジュリアンが苦虫を噛み潰したような顔で吠える。

　犬のように吠える。

「下等生物め……っ！」

　じり、じり、とジュリアンが後退する。

　目を合わせたまま、振り返らずに、ゆっくりと。

　野生動物と対峙した際の、基本の徹底方法だ。それは魔獣型のモンスターであったとしても変わらない。

　そう。つまりは、ジュリアンは負けを認めたのだ。

　ジュリアンの額に脂汗が浮かんでいる。

　生物としての圧倒的な力量差を、ジュリアンの戦士としての勘が悟ったのだろう。

　アデルとジュリアンの圧倒的な差。

　それは、アデルほどにはジュリアンは「生き物」を知らない。

　戦略や戦術、武芸――そういった類いのものであれば、ジュリアンに分があるが、こと動物の習性や身体のつくりについてはアデルに一日の長がある。

　未知は恐怖を生み、勝機を逃す。

「……ガウッ！」

「ひっ、ひぃっ！」

　大軍勢と緻密な作戦のもとにモンスター討伐を行っていたジュリアンにとって、不意打ちで対峙する狼は恐怖の対象だった。

「ふにゃあ、無様な敗走……っと」

　めもめも、とペンを走らせるマンマ。

　牛カウカウたちはすっかり魔物化が解けているし、ジュリアンたちは狼型のモンスターに脅されて撤退していった。

　そして――。

「助けてくださって、ありがとうございました」

「がうっ」

　アデルと狼は、早くもすっかり打ち解けている。

【ハイ・テイマー】の称号と動物会話のスキルは、彼女のよさを最大限に引き出している。

（俺の『じょうろ』との差よ……）

　手から水が出るスキル、たしかに飲み水の心配なく船旅だろうが探索だろうが出かけられるし、植物がよく育つ水はありがたい。

　ただ、やはりこう、派手さというか、ファンタジックさというか。

　もうちょっと欲しいというか、なんというか。

　リィトがおのれのアンラッキーを嘆いていると。

「……こ、こわい」

「あんな大きな口……みんなひとのみにされちゃう」

　村の子どもたちが、肩を寄せ合って震えている。

　大人たちも、アデルを少し遠巻きに見ている。

「あー……」

「そりゃ、怖いですにゃあ」

「言葉も通じない、でっかい犬だもんな」

　犬と人間は長いこと共存関係にある、というのはこの世界でも変わらない。

　番犬やそり引き、猟犬として活躍している。

　けれど、それはサイズ感がちょうどいいからだ。

　自分よりも巨大な肉食獣と、仲良くやれるかといったら……それは無理というものだろう。

「ジュリアンにも存在を知られたし、討伐隊が組まれるかもなぁ」

　ロマンシア帝国内でも、対魔百年戦争の残党狩りは盛んに行われている。

　この地にひっそりと、ずっと住み着いていたであろう狼も、「残党」扱いされれば数の暴力でもって狩られてしまうだろう。

「……わからないから、面白いのになぁ」

　植物魔導は万能ではない。

　よくわからない「植物」という相手と向き合って、どうにかこうにか試行錯誤しているのが楽しいのだ。

　けれど、多くの人にとってはわからないことは、怖いのだ。

　未知のもふもふに対して、可愛い可愛いと目を細めているアデルも、本質的にはリィトと同類なのだろう。

「はて、さて」

　踏みつけられたオリーブの実から、悲しそうに種子を拾い集めている花人族フローラたちと、アデルと狼、それから牛カウカウと村人たち。




「……その狼は、こっちでどうにかしましょう」




　リィトの言葉に、村人たちが一斉に安堵の表情を浮かべた。
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　トーゲン村の風景は、一変した。

　農場には牛カウカウ。

　牛カウカウのおかげで堆肥が作れるようになり、植物魔導や土地の魔力に頼らずとも安定した農業生産が期待できそうだ。

「く、くさいにゃ」

「そのぶん、栄養豊富なんだ」

「ニャ～、また商材が増えるニャッ」

　植物由来の「緑肥」から「堆肥」へ。

　匂いの対策で、におい消しの植物をあちこちに植えたところ、独特の匂いは多少軽減した。

　牛カウカウを使った粉挽き機をミーアが仕入れてきてくれたおかげで、麦を村で製粉できるようにもなったし。

　たくさんの牛カウカウたちを花人族フローラと魚人族フィッシャだけで面倒を見るのは難しい。

　どちらも小さな体躯で、牛カウカウを追うのは厳しい。

　それを助けてくれるニューフェイスがいるのだ。

「おーい、ポチ！」

「わおん！」

　フニクリ村からやってきた狼が、牧羊犬として活躍しているのだ。

　元は捕食者と非捕食者という関係だった彼らだが、トーゲン村というのどかで満たされた環境では、牛カウカウと牧羊犬という関係で平和に暮らしている。

「ミルクの生産も安定してきましたね」

「ああ、やっぱりこれだよなぁ」

　ミルクで練り上げたドーナツ生地はやはりコクと甘みがあるものに仕上がっている。

　バター、それから野生の鶏型モンスターを家畜化して、少しずつとれるようになった卵を使っている。

「ドーナッツって、こんにゃにうみゃいものだったのであるにゃ」

　もっきゅもっきゅと新作ドーナツを食べてご満悦のマンマである。情報ギルドでの記事の売れ行きも好評らしい。

　ミーアのほうでも、トーゲン村産のドーナツを売り出す算段を立てているようだ。

　白砂糖があれば、申し分のないお味になるはずだけれど。

「そろそろ水車を作って、粉挽きができるようにもしようか」

「水車でございますか！」

「ああ、動力の確保は重要だからね」

　リィトの言葉を隣で聞いていたアデルが、興味深そうに頷く。

　自動で動力をとれるようになれば、粉挽きの効率が上がる。

　川は資源であり、動力だ。

　ウンディーネのおかげで豊かになった山と川。

　そして、リコが抱いている謎の卵には紋章がはっきりと浮かび上がっている。鮮やかな赤い斑点模様に複雑な文様が浮き出てきている。
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（……これ、俺が触った瞬間に孵化しそうだな）

　称号『世界樹の祝福者』を持つリィトがこの卵に触ることで、この卵は孵化するだろう。

　ウンディーネ神殿の封印を解いたときと同じだ。

　この封印を解ける力は、リィトにある。

　――ただ、他の土地から持ち込まれた、正体不明の卵という点では躊躇してしまう。

　たとえば、古代に生息していたという強大な力を持った火炎竜が生まれてしまって、せっかく作り上げたトーゲン村を焼き払われてしまうかもしれない。

　もう最悪だ。

　古きよきファンタジーのプロローグは主人公の村が焼かれるところからはじまるとはいえ、一からどころかゼロから作り上げた村がうっかりミスで全焼とか、笑えないにもほどがある。

（うずく！　俺の右手が……っ！）

　なにが生まれてくるのか。

　興味がないわけではない。

　ただ、万全の体制を整えたいというのが正直なところだ。

「少なくとも、リコが起きるまではな」

　リコが眠っている状態で卵に触るのは避けたい。

「リィト～っ！」

「ミーア、どうしたんだ」

「特別ラベルの果実酒の発注、なんと前回の五倍ニャッ！」

「そりゃすごい」

　発注書を掲げて、目を輝かせているミーア。

　秋の書き入れどきを前に、ガルトランドとトーゲン村を行き来する生活をしている。

　魚人族フィッシャたちのおかげで、特急竜車を使わなくても海路で行き来できるようになった。今までよりも片道二日ほど行き来にかかる時間を短縮できたのは大きな収穫だ。

　商人にとっての二日間は死活問題だ。

　商談は日々猛スピードで進み、一日でも早い納品が約束できるほうが戦場を有利に戦える。

「……船酔いは大丈夫なのか？」

　ガルトランドとトーゲン村を繋ぐ船旅も数回目。

　魚人族フィッシャがモーター代わりになって小舟を押してもらう旅に、最初はグロッキー極まりなくなっていたミーアだったが。

「大丈夫ニャ！　ついでに毛玉を吐けばおっけーニャ」

「なにもＯＫではないのでは……」

　めずらしく、みんなが勢揃いしている。

　世界樹の若木の根元で丸まって眠るリコ。

　リコを守るように寄り添う、もふもふのヌシ。

　その近くに作られた牧場では、ポチ――フニクリ村からやってきた牧羊犬になった狼型モンスターが、牛カウカウたちを穏やかに追いかけ回している。ベンリ草で編まれた首輪に生い茂る緑が眩しい。

「わふっ、うぉん！」

　トーゲン村にやってきてからというもの、すっかり穏やかな性格になったポチ。気性の荒さを加速させる性質の火属性の魔力が飽和していたところに、対極となるウンディーネの魔力が加わったことが原因だろうと推測できる。

　水辺には魚人族フィッシャ。ぷぎゅぷぎゅと鳴きながら走り回っているのは、農業用水を引くための水路の手入れをしてくれている。

　川の小魚を捕まえようとマンマが転んだところを、魚人族フィッシャたちがぷくくと笑いながら助けている。

「いや～、のどかだなぁ」

　なかなか思い通りにはならない自然と触れ合うことで、ミーアやマンマが都会でため込んだストレスも軽減しているようだ。

（個人的には、もっと癒やしスポットというか、娯楽スポットがあるといいんだけどね）

　若干の眠気を感じながらのどかな風景を眺めていると――

「ぐるるっ」

　突然、鋭い眼光でポチが立ち上がった。

　それと同時に、少し大きくなった小ヌシたちが尻尾を立てて警戒している。

　リコの隣で眠っていたヌシも立ち上がり、牙をむいている。

「……？　どうしたんだ」

　花人族フローラたちと一緒に農作業をしていたアデルが、異変に気付いて駆け寄ってくる。

【ハイ・テイマー】の称号持ちであるアデルのそばに、もふもふ二匹がやってくる。

　アデルが二匹のうなり声を耳にして、「えっ」と小さく声をあげる。

　同時に、ナビが索敵を完了した。

「――報告。川下から敵性反応が接近しています。数は百から百二十、魔力反応は十二、魔導師と推測……」

「いや、それ……待てよ、ガチじゃないか！」

　兵力百二十人。

　魔導師十二人。

　中規模地下遺跡ダンジョンの制圧の標準的な兵備だ。

「あの旗は！」

　川下から進軍してくる小隊の旗印を目にしたアデルが息をのむ。

「……クレイグ辺境伯」

　はためいているのは、ジュリアン・クレイグの旗印。

　場所を知られないように細心の注意を払っていたはずのトーゲン村に攻めてきたとは、いったいどういうことなのか。

「海から……ってことは、まさか――」

「み、ミーのせい……っ!?」

　海路を使って、ガルトランドの中心地とトーゲン村を行き来しているミーアとマンマ。おそらく、そこをつけられたに違いない。

「執念深いにもほどがあるだろ……っ！」

　リィトは世界樹の若木を振り返る。

　眠っているリコを動かしていいものかどうか、リィトは悩む。

　村を見回す――ジュリアン・クレイグの進軍によって、この豊かになった村がどうなってしまうのかを想像する。

（……わざわざこんなところまで攻め入ってきたってことは……ロマンシア帝国から指令があるはずだ）

　ガルトランド自治区との友好関係の確立は、対魔百年戦争で内部の経済も生産力もボロボロになっているロマンシア帝国にとっては死活問題といえる。

　そんな中で、ジュリアンが独断でこんな場所まで進軍することはありえないはずだ。

　ロマンシア帝国から、なんらかの許可を得た行軍である可能性が高い。

　……おそらく、リィトがアデルをたぶらかしているとか、あるいは、謎の卵を強奪したとか、そういった理由でもって。

「……まずいな、これ」

　攻め入った先の村を、軍隊がどうするか。

　そんなことは、少し想像すればわかる。

「ど、ど、どうするのニャッ」

「ふにゃあ……これ、大スクープでありますにゃっ、で、でも」

　ギルド所属の猫人族キャッタズが、不安げにリィトを見上げる。

　魔物との戦いを巧妙に避けて、百年間の平和を享受していたガルトランド自治区――細かな問題こそあれ、ロマンシア帝国よりもはるかに先進的で自由な土地に生きてきた彼女たちを守らねば。

「……でも……」

　リィトが『侵略の英雄』と呼ばれていた理由。

　それは、彼の魔導の性質によるものだ。

　植物というのは、世界でもっとも侵略性の高い生き物だ。

　どんな軍隊にも破ることのできない堅牢な城壁も、木の根が張ってしまえば数十年後には森の中に沈んでしまう。

　木の根はゆっくりと、しかし、確実にすべてを破壊する。

　そして、一度破壊された建物や石は決して元通りにはならないのだ。

　つまり。

「……俺が戦えば、どっちにしてもトーゲン村が……」

　また一から作り直すことはできるかもしれない。

　けれど、数ヶ月を費やして、少しずつ、みんなで作ってきたトーゲン村はもう戻らないのだ。

「リィトさまっ！」

　リィトがじっと黙りこくっていると、フラウの声が響いた。

「……フラウ？」

「わるいひと、帰ってもらいますっ」

　花人族フローラたちを従えてフラウが立っていた。

「えっ……」

「これ、ししょーが、言っていました！」

　フラウがいつも抱えている、人族ニュート語の辞書。

　その最後のページにあるのは、世界各地を旅している伝説の魔導師であり、リィトの師匠である人の署名。

　そして。

　フラウがめくった、辞書の最初のページにはこう書いてあった。

　――戦いとは、なにかを守ること。

　見慣れたくせ字。

　かつてリィトが言い聞かされたのと同じ、師匠の座右の銘。

　それでも。

　なにかを守るために戦う、ということがピンとこないままにリィトは生きてきてしまった。ただ、自分が強い力を持っていることがわかったから戦う――それがリィトのあり方だった。

　けれど、今は違う。

「この村、まもりますっ」

「……ああ、そうだね」

　むふん、と勇ましい表情をしているフラウたちに、リィトは胸が熱くなる。

　フラウだけではない。

　花人族フローラと魚人族フィッシャたちが勢揃いしている。

　さらには――、

「リィト様、この子たちが……」

　アデルの両脇に、狛犬のように控えているヌシとポチがぐるぐると唸っている。足下にいる子ヌシたちもやる気満々だ。

「それに、戦うじゅんび、できてますっ！」

「えっ」

　フラウがむふんと胸を張る。

「どうして……？」

　のどかで、外敵の心配のないトーゲン村の住民たちが、突然の出来事にも狼狽えずにいる理由。それは――

「ふにゃ～……やはりわがはいの仕入れた情報は正しかったであるか」

「ミーの仕入れも完璧ニャッ！　傭兵ギルド御用達の投石器もほれこの通り！」

「にゃふっ。情報とは戦なり、戦とは情報にゃりっ！」

「ミーたちだって、戦えるのニャッ！」

　ミーアとマンマが、むふんと胸を張る。

「ミーア、マンマ！」

　ギルド自治区ガルトランドに生きる猫人族キャッタ。

　リィトの開拓と冒険に散々付き合ってくれる、よき理解者。お互いの利害関係の一致があってはじまった、トーゲン村と彼女たちの付き合いだけれど。

「……いや、俺に言ってよ」

「ふにゃ？　言えばきっと、わがはいたちを巻き込まないようにしたである」

　マンマが、またもむふんと胸を張る。

　二段階むふんにより、もはや天を仰いでいるマンマである。

「ここを大切に思っているのは、リィトだけじゃないってことニャッ」

　リィトは集まってきた全員を見回す。

　花人族フローラは、家族単位の集団――コロニーごとに集まって、すでに戦う準備を進めている。

　魚人族フィッシャたちも、輪になってずいずいと踊っている。彼らの作戦会議なのだろう。

「……はは、なんだよ」

　ジュリアンの軍がやってくるまで、数十分。

　リィトの植物魔導を使わずとも、勝てる道筋はある。

　こうなればリィトがやるべきことはひとつ。

　誰ひとり、村人が傷つくことのないようにするだけだ。

　――大切な人とこの場所を、守るために戦うだけだ。
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　フニクリ村にあった卵。

　高位魔力生命体の存在していた時代の遺物であると伝えられているが、待てど暮らせど孵化しない。フニクリ村から持ち出すと、生命反応が消えそうになる。

　……対魔百年戦争のせいで伝承は途切れ、ただただフニクリ村に安置されている謎の卵として扱われるようになってしまった。

　管理を怠った結果、リィト・リカルトにその卵を譲渡してしまったという失態を報告したジュリアンは、一計を案じた。

　卵を持ち去った、リィト・リカルトは宮廷から追放された身。

　アデルは第十一帝国騎士団名誉団長として長期の地方偵察……と銘打って、リィトと行動を共にしている。

「さぁ、謀反を計画する不届き者の本拠地を叩くぞ」

　リィト・リカルトをロマンシア帝国に仇なす謀反者――帝国の秘宝を「強奪」し、アデリア姫をかどわかした魔導師――として仕立て上げ、ロマンシア帝国中枢からの直々の指令を受けて、ジュリアンはこの地へ派兵することに成功したのだ。

「……む？」

　秋のはじまり、夏の終わりの朝にはふさわしくない、濃霧が立ち込みはじめる。

　急激に悪くなった視界に舌打ちをしつつも、ジュリアンは兵を進める。

　たかが、村ひとつ。

　滅ぼすことは簡単だ。

「……情報ギルド『ペンの翼』から仕入れた情報によると、村人は数人の人族ニュートだけとか」

「ふん、村とも呼べぬか――だが、そやつらが危険因子であることには変わりはあるまい。猫人族キャッタがいかに怠惰といえど、その程度の情報は持っているのだな」

　ガルトランド自治区では猫人族キャッタが、人族ニュート相手に商売をしていることを知った。怠惰で、わがまま。そんな猫人族キャッタ相手に取引をすることははばかられたが、長毛種の猫人族キャッタの記者は、どうやらギルド一番の敏腕とのことだった。

「待っていろ、リィト・リカルト――」

　ジュリアンが連れてきたのは、火を操る魔導師のなかでも一流の十二人。

　信頼できる情報筋によれば、リィト・リカルトの植物魔導にも弱点がある。

　実際に、火を操るモンスターが多く出没する地下遺跡ダンジョンでは『侵略の魔導師』――が攻略に有効ではなかったという報告を受けている。

　つまりは、いかに魔導により操られた植物といえども、炎には勝てないようだ。




「霧などどうでもいい、火を放て――」

　腕利きの魔導師十二人が呪文を唱え、あるいは地面に魔法陣を展開する。

　遠隔地から炎魔導で攻撃をする、という卑劣かつ王道をゆこうとするジュリアンの耳に悲鳴が響いた。

「うわあぁああぁ！」

「なんだ!?」

　魔力によって灯った火が、消えている。

　熟練の炎魔導による火は、ただの水では消えぬはず。

　それこそ、より高位の水魔導でしか――

「ぶふっ」

　ジュリアンの顔面に、冷たい水が炸裂した。

　鼻の穴に水が入り込み、キンとした痛みにむせかえる。

「なんだ!?」

「こ、これは……水鉄砲です！」

「はああぁ!?」

　先導隊から、さらなる悲鳴があがる。

「う、うわぁぁ！」

「くさい！」

　飛んでくる泥の塊……ではなく。

　牛カウカウの糞だ。すごい勢いで投げ込まれる牛カウカウの糞に、クレイグ辺境伯軍の士気がくじかれていく。

　これは、いったいどういうことなのか。

「り、リィト・リカルト――ッ！」

　ジュリアンは吠えた。
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「やった、撤退していくニャッ！」

　ミーアが飛び上がって、歓声をあげる。

　誰も傷つかないためには、ジュリアンたちの軍をトーゲン村に近づかせないこと。リィトたちは、徹底してそのための戦いをした。

　ウンディーネの契約者であるリィトが呼びかけると、ウンディーネはこの地の守護者の一柱として顕現し、クレイグ軍の周囲に濃霧を発生させてくれた。

　霧も水のうち、である。

　さらに川沿いに進軍してくるところへ、川の中を縦横無尽に泳ぎ回る魚人族フィッシャが水鉄砲で攻撃する。水の中において、人族ニュートが魚人族フィッシャに勝てるはずもない。

　リィトがベンリ草でバリケードを築いた。

　そのバリケードの中に入り込んだ花人族フローラたちが、ミーアの仕入れてきていた小型投石器で牛カウカウの糞を投げつけていく。

　こちらの戦力を見誤っていたのか、クレイグ軍は大混乱に陥っていく。

「よし、これなら――っ！」

　大将は見晴らしのいい場所に陣取るのがセオリーだ。

　本来は東の山の中にでも陣を築くのがよいだろう。

　けれど、リィトの中には、トーゲン村から離れるという選択肢はなかった。

　少し小高くなっている、世界樹を植えた場所。

　そこに陣取って、戦況を見極める。

　おそらく、クレイグ軍の撤退はまもなくだ。

　対魔百年戦争は、まったくもって話の通じないモンスター相手の講和なき消耗戦だった。

　けれど、ロマンシア帝国側の軍が敗走するときのパターンは限られている。

　混乱と戦意喪失だ。

　いかに優れた指導者と、練度の高い兵が揃っていたとしても、戦意をくじかれればたちまち烏合の衆になる。

「このまま帰ってくれればいいんだけど」

　世界樹の根元で、卵を抱いて眠るリコ。

　彼女をここから動かしていいかどうか判断がつかないところだった。

　このままジュリアンたちが撤退してくれることを願う。

　正直、彼らが撤退したあとにさらに大きな勢力が攻めてくる可能性もあるが、時間さえあれば手の打ちようがある。

　マンマが情報ギルド『ペンの翼』としてジュリアンたちの動きを掴んだり情報を錯綜させておいてくれたように、パンチやキック以外での戦い方もできるのだ。

「精鋭兵が入り込んだようです、いってまいります！」

「アデル、くれぐれも気をつけろ」

「はい、リィト様――お任せを！」

　ヌシとポチを連れて、アデルが飛び出していく。

　アデルをただのお姫様扱いはしたくない。いや、しないとリィトは決めている。彼女はいつだって、誰かのために戦う騎士だ。

　戦況を見極め、守りが危うくなったところに植物魔導で局所的な支援をする。

　世界樹の周囲には、非戦闘員――年老いたり、幼かったりする花人族フローラと魚人族フィッシャが身を寄せ合っている。

（このまま、うまくいけば）

　ふと。

　リィトは違和感を覚える。

（あれ、ジュリアンは……？）

　総大将の姿が、ない。

　リィトがジュリアンの姿を探すのに集中している、そのときだった。

「ナビ、索敵を！」

「敵性反応、一。近いです！」

　魔導関連の現象が手に取るようにわかるスキル『探羅万象』を持ったナビの索敵精度がこの程度ということは。

　魔力反応が低く、かつ、戦闘能力が高いことの証左だ。

　まずいかも、と思ったとき。

「きゃああ！」

　みなをまとめていたフラウの悲鳴が響く。

「しまった！」

「リィト・リカルトッ！　返してもらうぞ、我が領地に任された秘宝！」

　ジュリアンが花人族フローラたちを蹴散らし、世界樹の根元に眠るリコの腕を掴んでいた。

　ジュリアンが骨がきしむほどの強さでリコの腕を掴む。

　それでも卵を手放さないリコに、ジュリアンがいらだち右腕を振り上げる。

「リコ、危ない！」

　ベンリ草を使った植物魔導にはどうしても発動までにラグがある。

　ジュリアンが今繰り出そうとしている人類最速の攻撃、それはビンタだ。

　リィトはなりふり構わずに、リコを庇って飛び出した。

　ばき、と。

　鈍い音が響く。

「……いっで」

　侵略の英雄。

　そんな物騒な名前で知られるほどに、自らが危険に晒されることなくすべてを蹂躙してきた。

　だから。

　こんな、シンプルな打撃を受けるなんて久々だ。

　それこそ、この世界で過ごした幼少期以来なのではないだろうか。

「……こんな小さい子になにをするんだ」

「邪魔をするな、殺すぞ」

　幼い女の子に手を上げるなどありえない。

　この卵が何であろうと、そんなことが許されるはずもないだろう。

「なあ、この卵はいったいなんなんだ。そんなに執着するなら返すから」

「ふん、叩き壊してやりたいくらいだ……ただの戯れ言のようなおとぎ話に振り回される身にもなってほしい。こんな卵が――」

　その時だった。

　リィトが庇ったリコが、ぱちりと目を開ける。

「リコ……？」

　むくりと起き上がったその気配が、いつもと違うことに気がついてリィトは息をのんだ。

（な、んだ……この魔力量……っ！）

　まるで巨大な山だとか、あるいは広大な湖だとか。

　そういった、古くからの魔力をため込んだ場所――得てして地下遺跡ダンジョンが発生しやすいパワースポットと同じかそれ以上の魔力を、たったひとりの小さな体にため込んでいる。

　いや。

　ため込んでいるのではない――生み出している。

「……とうさまに、なにをしている」

　リコが、小さく呟く。

　いつものあどけない表情ではない、氷のような無表情。

　まるで神かなにかの化身のような、リコのオーラ。
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　そんな存在を目の前にして、そして、敵意を向けられれば――

「ひっ……」

　巨大狼ことポチに襲われたどころではない。

　脂汗と震えが止まらない様子のジュリアンは、尻餅をついたままずりずりと後退していく。

「いとしごは、わたさない……ここから、たちさりなさい」

　謎の卵を抱きしめて、静かにリコはジュリアンに命じた。

「うぶっ」

　顔面蒼白になったジュリアンが、口元を押さえながらあとずさっていく。

　村を見れば、ジュリアンが連れてきた兵士たちも散り散りになっている。十二人の魔導師たち（牛糞まみれ）が呆然としてこちらを見上げている。

　それはそうだ。

　規格外の、常識外れの魔力量を宿した女の子。

　そんなものが目の前に存在するなんて、要するに片手で軽トラを持ち上げる小学生を目撃したようなものだ。幽霊よりも恐ろしい。

　――敗走。

　ジュリアンたちは逃げていき、トーゲン村に平和が訪れた。

「…………勝った」

　リィトは、呟いた。

　腕が震えている。

　大地を蹂躙する植物魔導を使わずに、大切なトーゲン村を守りきれた。

　それはたぶん――。

「リィトさまっ！」

「とうさまっ」

「……フラウ、リコ」

　ぎゅっと、リィトに抱きつく二人。

　遠くでは、アデルたちがこちらに手を振っている。

　雲に隠れていた太陽が顔を出す。

「……我が契約者よ」

　日に照らされる世界樹の木漏れ日のもと、ウンディーネが顕現する。

　高位魔力生命体であるウンディーネの本体は、世界樹がまだ不完全にしか復活していないこの世界において、魔力の節約と補充のために普段はウンディーネ神殿で眠っている。

「わらわの対となる存在が目覚めるぞ――」

「え？」

　リコが卵をリィトに差し出す。

　ウンディーネ神殿で起きたのと同じように、リィトと一心同体の存在である人工精霊タルパナビが――淡い、赤い光を纏う。

　その光の発生源は、リコの抱いている謎の卵。

　赤い斑点と底に浮かび上がった文様が光り、ナビの手首に出現した腕輪と共鳴する。




『……世界樹の加護、発動』

　硬質なナビの声が響き、スキル『探羅万象』が発動する。

　感覚が、拡張する。

　リィトは感じた――ウンディーネとは違う力が、流れ込んでくる。

　相棒であるナビが、宣言する。

『命令者、世界樹の祝福者。対象――火精霊イフリート起動』

「う、わ……」

　卵が割れて、中からまばゆい光がほとばしる。

　その場にいた全員が思わず目をつぶる。

　光が収まって、目を開けるとそこには――。

「ぴっきゅ？」

　とても幼い男の子が座り込んでいた。
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　その頭には角が生えて、下半身は赤いトカゲのよう。

　お尻からはムチムチの尻尾が生えている。

「ふにゃ……これは、竜人族であるか？」

　竜人族といえば、強大な魔力と戦闘力を有した少数種族だ。めったに他の部族の前には姿を現さず、なかば伝説の存在となっている。

　半人半竜の姿である、と言われているが……この子は違う。

　スキル『探羅万象』を発動する。

　強大な火属性の魔力を帯びていた。

「……火精霊イフリート……！」

　ウンディーネの言っていた、対となる存在というのがそれか。

　ナビの首元にはウンディーネの宝玉、腕には火精霊の宝玉。

　そして。

「――称号【火精霊イフリートの保護者】を獲得しました」

「ほ、保護者」

「新規スキルの獲得は未確認――今後、火精霊イフリートの存在安定化にともない出現するものかと」

　なるほど、わからん。

　リィトは大きく息をついた。

　ジュリアンと帝国側の今後の動きは気になるところだが、まずは今日という日が守られたことを喜ぼう。

「ぴっぎゅー」

　にぱっと笑った火精霊は、も……っのすごく可愛かった。

　ほっぺたつやつやの、尻尾もちもちの少年。

　あまりに可愛い。
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　要するに。

　世界樹の復活によって、ウンディーネが復活。

　ウンディーネの復活によって、その対となる火精霊イフリートの魔力がフニクリ村近くで活性化。それにより家畜であった牛カウカウが魔物化した。

　それが、リィトの出した結論だった。

　火精霊が復活した今――トーゲン村には、ある癒やしスポットが出現した。

「ぴきゅっ」

「……我が同胞イフリートよ、さようにわらわの水を湧かすではない」

「ぴっきゅぅ♪」

「はぁ、もう……幼子というのは無邪気なものです」

　ウンディーネと火精霊の力がぶつかり合うところに、温泉が湧くようになったのだ。

　猫人族キャッタたちのためのトーゲン村の癒やしプログラムが増えたのだった。

「かぽーん、だにゃ……」

「ああああ……癒やされるニャ～……」

「ふぅ……筋肉がほぐれていきます……これはトレーニング後に最適……」

　露天風呂でほかほかになっている女子たちから目を背けながら、リィトも温泉を堪能する。

　抜けるような青空。

　露天風呂。

　畑を吹き抜けてくる風から香る実りの匂い。

「はー……最高……」

　遠くでは村人たちのはしゃぐ声が聞こえる。

「とうさま」

「ぬわあぁっ!?」

　神出鬼没の美少女、世界樹の精リコ。

　火精霊の卵が孵化して以降、さらに木が生長している。

　もはや立派な樹木となった世界樹。

　トーゲン村には、世界樹の生み出す空中魔力エアル・マナと、精霊たちの生み出す水と火の魔力が満ちている。

　二つの対極にある魔力が存在することで、より魔力が安定化しているようだった。それにともない、リコも長い時間眠り込むことなく、ひとりの少女として生活している。

「こっち見るなって、ほら」

　リィトはリコの視線から必死に体を隠す。

　核心部分には布は巻いているけれど、照れるのだ。

「とうさま、ありがと」

　にこ、と微笑むリコ。

　ただ、それだけを言って、リコは駆けていく。

　その先には、フラウと子ヌシたちがじゃれ合っている。

　青空に枝を伸ばす世界樹が揺れている。

「……はは」

　可愛い子どもたちに、もふもふたちに、農地に、精霊たち。

　まだまだ、わからないことが多い世界の仕組み。

　トーゲン村には、リィトが夢見た穏やかな時間がある。

「俺、スローライフ満喫してるな……」

　リィトは空を見上げて、魔力豊富な温泉に肩まで浸かりなおした。
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　ロマンシア帝国、中心部。

　枢密院の評議会は「あーあ」という空気に包まれていた。

「……つまり、クレイグ卿。霧の向こうに、水でできた美女を見た者が続出したと」

「はい」

「卵を持ち出したのは、リィト・リカルト。その卵には紋章が浮かび上がっていた……というのだな」

「はい、その通りです……」

「伝承の通りか――まさか、そんな」

　すでに、ロマンシア帝国各地の観測台からは魔力のバランスが変化、あるいは崩壊しているという報告があがっている。

　ガルトランド自治区内に、高濃度の空中魔力エアル・マナが観測されたという噂も――……。

「まったく、あの男は――我が帝国に必ずや連れ戻せ」

　枢密院の最高意思決定者。

　ロマンシア帝国第七代皇帝、ル・ロマンシアが呟く。

　長期の領地視察から帰ってきてみれば、懐ふところ刀がたなと思いかくまっていた『侵略の英雄』はなぜか追い出されていた。

　なんということか。

　ロマンシア帝にとって、リィト・リカルト奪還は悲願である。

　長期の視察旅行という名目で城をあけているお転婆姫のことも気に掛かる。第六皇女という弱い立場でありながら、もっともロマンシア帝と気が合う娘なのだ。

　兄たちに結婚の圧力をかなり強く受けていた、というアデリア親衛隊もとい近衛兵の報告もある。

　彼女の処遇については思うところがあるロマンシア帝であるが、皇帝といえども城内のパワーバランスに下手に逆らうことはできない。

「……はぁ」

　頭が痛い。

　ロマンシア帝は大きく溜息をつく。

「ああ……休暇がほしい」

　心も体も安らぐような、そんな桃源郷はないだろうか。

　外の風景を真四角に切り取った窓から青空を眺め、ロマンシア帝は遠い目をするのだった。




（完）
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あとがき




　ごきげんよう。

　蛙田アメコと申します。

　植物魔導師リィトの異世界生活も、ゆるゆると冒険じみてきました。

　のんびりした気持ちでお楽しみいただけましたら幸いです。




　今回のお話を考えるにあたって、貿易や作物と経済について調べ物をしました。

　浅学なものでして、たとえばサトウキビという植物が土壌に与える影響だとか、国家間の貿易って結局どんなことが起きているのかしらとか、金本位制ってなぁにとか。

　結局、その、本文に活かされることはありませんでしたが、世界の仕組み的なことは調べてみると面白いものですね。

　植物って地味。

　そう思っていた時期が私もありました。

　しかし、考えてもみてください。

　異世界で牛丼を食いたいと思ったとします。

　お米の栽培、タマネギの栽培、調味料である酒やお醤油を作るための米と大豆の栽培――そして、主役である牛肉だってもとをたどれば穀物なわけで牛肉も実質的には植物です。サラダってことですね。

　石油というものがあります。大昔の植物が堆積してできた物質です。

　植物というあらゆる物資の「上流」をおさえられるリィトの今後はどうなってしまうのでしょうか。わくわくがとまりません。

　今回も素敵なイラストで物語を彩ってくださった又また市いちマタロー先生、さまざまなトラブルに対応いただき、適切なサジェストをくださった担当編集の今林さん、そして本書を手に取ってくださった皆様――本当にありがとうございます。

　またどこかで、願わくば次巻でお会いできますように。

　その日まで、ごきげんよう！




蛙かえる田だアメコ
















この物語はフィクションです。

実在の人物、団体等とは一切関係がありません。

※本書を無断で複写することは、著作権法により禁じられています。











宮廷をクビになった植物魔導師はスローライフを謳歌する２


～のんびり世界樹を育てたら、最強領地ができました～
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